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9後夜祭の舞台を飾ったバス
ケットボール部芸能部（エイ
トマン）10体育祭での熱き応

12俳優の北村有起
哉さんが３年の時
の文化祭で脚本、
演出などを担当し
た「仁義なき戦い」
13 1981年文化祭。
右から２人目が有
吉玉青さん 

14高校59期の村
田晴信さんが文化
祭の時に手掛けた
ファッションショ
ー15体育祭の華、
チアガール （高校
56、57期）

変わらぬ
学校の形は

援風景11自由な雰囲気の
教室（高校30期）

10

1本科25期の井出（巻島）俊子さん提供の写真、母校屋上にて 2同、
1947年３月の卒業記念写真 3同、謝恩会演劇の「門出」

4京都への修学旅行（1973年、高校27期）

5清里寮でひと夏の
思い出を作る（高校
27期）6運動会で赤
穂浪士の仮装行列
（1958年、高校13
期）7軽音楽部（ドラ
ムは高校26期小久
保隆さん） 8スキー
教室（1973年）

変わっても、
DNA

2

1

3

4

5

7
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2	

学
校
の
形
は
変
わ
っ
て
も
、変
わ
ら
ぬ
D
N
A

	

─
─
第
五
高
女
か
ら
富
士

6	

受
け
継
が
れ
る
自
由
な
気
風
　
互
い
を
尊
重
し
、力
を
発
揮

	

─
─
第
五
高
女
〜
富
士
の
1
0
0
年︿
年
表
﹀

10	

津
村
節
子
さ
ん（
第
五
高
女
本
科
23
期・作
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

「
戦
争
で
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
」　「
学
び
直
し
」で
文
学
者
の
道
へ

14	

「
高
校
生
が
夢
中
に
な
る
小
説
を
書
き
た
い
」

	

─
─
母
・
有
吉
佐
和
子
の
思
い
出

	

寄  

稿	

有
吉
玉
青（
高
校
34
期・大
阪
芸
術
大
学
教
授
）

16	

堀
文
子
さ
ん（
第
五
高
女
本
科
13
期・日
本
画
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
　
感
動
を
絵
に
描
く

20	

対  

談	

森
本
毅
郎
さ
ん（
キ
ャ
ス
タ
ー
）×

	
	
	

石
川
次
郎
さ
ん（
編
集
者
）

	

「
同
級
生
と
運
命
的
な
出
会
い
」石
川

	

「
挫
折
と
背
中
合
わ
せ
の
青
春
」森
本

44	

対  

談	

佐
藤
隆
一
郎
さ
ん（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）×

	
	
	

加
藤
尚
志
さ
ん（
早
稲
田
大
学
教
授
）

	

「
米
国
留
学
で
研
究
者
魂
を
学
ん
だ
」佐
藤

	

「
後
輩
に
20
年
間
の
経
験
を
伝
え
た
い
」加
藤

48	

校
友
の
1
0
0
年

	

─
─
生
徒
会
誌
か
ら
た
ど
る
第
五
、富
士
の
あ
の
日
・あ
の
時

	

寄  

稿	

反
中
章
子（
高
校
23
期・1
0
0
周
年
記
念
事
業
ア
ー
カ
イ
ブ
班
）

60	

池
澤
夏
樹
さ
ん（
高
校
16
期・作
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

い
ろ
い
ろ
な
土
地
を
訪
ね

	

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
み
よ
う

64 

和
田
竜
さ
ん（
高
校
40
期・小
説
家
／
脚
本
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

高
校
時
代
は〝
映
画
漬
け
〟
映
像
の
よ
う
に
小
説
描
く

68	

よ
し
な
が
ふ
み
さ
ん（
高
校
42
期・漫
画
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

私
生
活
を
大
切
に
し
な
が
ら
　
面
白
い
も
の
を
描
き
た
い

72	

対  

談	

永
井
愛
さ
ん（
劇
作
家
）×

	
	
	

高
橋
明
也
さ
ん（
美
術
史
家
）

	

「
演
劇
は
自
分
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
場
」永
井

	

「
美
術
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
た
い
」高
橋

24	

対  

談	

井
出
洋
介
さ
ん（
競
技
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ロ
）×
	

	
	
	

小
久
保
隆
さ
ん（
環
境
音
楽
家
）

	

富
士
の
自
由
に
後
押
し
さ
れ

	

や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に

28	

大
野
恒
太
郎
さ
ん（
高
校
22
期・元
検
事
総
長
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

臆
す
る
こ
と
な
く
　
法
曹
界
を
目
指
し
て
ほ
し
い

32	

大
谷
直
人
さ
ん（
高
校
23
期・第
19
代
最
高
裁
判
所
長
官
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

〝
歩
く
六
法
全
書
〟で
は
　
良
き
法
律
家
に
な
れ
な
い

富
士
高
ト
リ
ビ
ア

13	

峯
島
喜
代
女
史
／
徒
歩
遠
足

19	

美
男
美
女
コ
ン
テ
ス
ト
／
富
士
新
報

36	

天
文
台
／
プ
ー
ル
／
シ
ン
デ
レ
ラ
階
段
／
白
衣

38	

臼
井
興
胤
さ
ん（
高
校
29
期・コ
メ
ダ
社
長
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
　
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
挑
戦

40	

対  
談	
謝
敷
宗
敬
さ
ん（
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
前
社
長
）×

	
	
	

校
條
浩
さ
ん（
米
N
S
V
ウ
ル
フ・キ
ャ
ピ
タ
ル
代
表
）

	

「
米
国
留
学
で
I
T
の
パ
ワ
ー
を
知
る
」謝
敷

	

「
独
立
し
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
」校
條

76	

対  

談	

清
水
慶
太
さ
ん（
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
）×
	

	
	
	

村
田
晴
信
さ
ん（
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

	

「
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
作
品
に
」清
水

	

「
独
立
し
自
分
の
世
界
を
発
信
」村
田

80	

北
村
有
起
哉
さ
ん（
高
校
45
期・俳
優
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

富
士
高
だ
か
ら
開
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し
た
　
ぼ
く
の
役
者
人
生

82	

安
井
清
子
さ
ん（
高
校
32
期・ラ
オ
ス
山
の
子
ど
も
文
庫
基
金
代
表
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

ラ
オ
ス
の
図
書
館
で
　
子
ど
も
た
ち
の
世
界
を
広
げ
る

84	

北
村
勝
史
さ
ん（
高
校
9
期・幟
旗
収
集
家
／
研
究
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

	

40
歳
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考
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よ
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楽
し
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う
か
」が
選
択
基
準
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会

86	
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■
源
流
は
新
宿
に
あ
っ
た（
１
９
２
０
年
〜
）

・
東
京
府
立
第
五
高
等
女
学
校
が
東
京
府
豊
多
摩
郡
淀
橋
町
字
角
筈

（
現
在
の
新
宿
・
歌
舞
伎
町
の
新
宿
東
宝
ビ

ル
付
近
）に
開
校（
１
９
２
０
年
）

・「
生
徒
を
型
に
は
め
ず
、
自
ら
考
え
さ
せ
、

実
行
さ
せ
る
教
育
」が
創
設
の
理
念

・
初
代
校
長
白
石
正
邦
は
元
学
習
院
教
授
。

石
門
心
学
の
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

・
本
科
５
年
制 

各
１
０
０
名（
の
ち
に
各

２
０
０
名
）。
初
年
度
は
１
、２
年
の
み

・
調
息
、
徒
歩
遠
足
、
転
地
修
学
な
ど
の
課
外
活
動
も
活
発

・
校
長
以
下
、
職
員
、
生
徒
か
ら
成
る「
校
友
会
」が
組
織
さ
れ
る

・「
東
京
府
立
第
五
高
等
女
学
校
同
窓
会
」発
足（
１
９
２
４
年
）

■
第
五
高
女
の
隆
盛
期（
１
９
２
７
年
〜
）

・
府
内
屈
指
の
難
関
校
と
な
る（
平
均
倍
率
６
倍
）

・
規
律
正
し
い
中
に
も
家
族
的
温
か
み
の
あ
る
校
風
が
築
か
れ
る

・「
校
友
」「
第
五
だ
よ
り
」な
ど
の
刊
行
物
も
充
実 

・
家
事
専
攻
科
併
設
、
３
年
制 

定
員
１
２
０
名
（
家
事
科
中
等
教
員

免
許
な
ど
を
無
試
験
で
取
得
で
き
た
）

・
同
窓
会
名
を「
若
竹
会
」に
。
会
誌
創
刊（
１
９
３
５
年
）

■
戦
争
に
よ
る
苦
難
の
時
期（
１
９
３
９
年
〜
）

・
農
場（
中
野
富
士
見
町
の
現
所
在
地
）で
野
菜
作
り

・
報
国
団
が
結
成
さ
れ
、
学
校
全
体
が
戦
時
体
制
に
入
る（
１
９
４
２

年
）

・
東
京
都
立
第
五
高
等
女
学
校
と
改
称（
１
９
４
３
年
）

・
空
襲
の
た
め
に
校
舎
焼
失（
１
９
４
５
年
４
月
14
日
未
明
）

・
校
舎
な
き
３
年
間
は
近
隣
の
小
学
校
を
転
々
と
し
、
間
借
り
授
業 

・
都
立
四
谷
高
等
家
政
女
学
校
が
本
校
に
統
合（
１
９
４
６
年
）

受
け
継
が
れ
る
自
由
な
気
風

互
い
を
尊
重
し
、力
を
発
揮

富
士
の
Ｄ
Ｎ
Ａ（
遺
伝
子
情
報
を
記
録
し
て
い
る
物
質
）
は
何

か
？
が
、
記
念
誌
を
貫
く
テ
ー
マ
だ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
対
談
を
通

じ
て「
富
士
は
自
由
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
い
た
。
富
士
は
自
由

な
高
校
な
の
か
。

「
第
五
高
女
は
規
律
や
礼
儀
作
法
に
厳
し
か
っ
た
」「
中
高
一
貫
校

は
多
く
の
規
則
に
縛
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
土
足
で

校
内
を
闊
歩
し
て
い
た
学
校
群
制
度
の
時
代
か
ら
、
中
高
一
貫
校
に

な
る
直
前
ま
で
が
、
富
士
が
自
由
だ
っ
た
限
ら
れ
た
時
期
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
厳
し
い
規
律
の
中
で
礼
儀
作
法
の
教
育
に
も
熱
心
だ
っ

た
第
五
高
女
時
代
の
先
輩
に
お
目
に
か
か
る
と
、
そ
ん
な
疑
念
も

吹
っ
飛
ぶ
。
規
律
や
礼
儀
作
法
で
縛
ら
れ
た
学
校
で
育
っ
た
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
、
自
由
闊
達
な
の
だ
。

画
家
の
堀
文
子
さ
ん（
本
科
13
期
）。
き
れ
い
な
日
本
語
を
話
さ
れ

る
の
が
第
五
高
女
の
先
輩
に
会
う
と
感
じ
る
第
一
印
象
だ
。
け
れ
ど
、

「
自
分
の
言
葉
」
で
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
表
現
を
す
る
堀
さ
ん
は
、

ま
さ
に
自
由
な
表
現
者
だ
っ
た
。
一
つ
の
型
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
自
分

の
成
功
体
験
」
や「
尊
敬
し
て
い
る
人
」
に
さ
え
縛
ら
れ
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
た
。
た
ま
に
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
目
を
し
て
小
声
で「
悪

行
」
を
語
る
堀
さ
ん
の
お
茶
目
さ
に
も
惹
か
れ
た
。

第
五
高
女
に
入
学
し
、
富
士
を
卒
業
し
た
高
校
２
期
の
竹
内（
酒

井
）
保
子
さ
ん
は
、「
小
学
校
の
全
校
で
成
績
が
一
番
と
い
う
よ
う
な

女
性
た
ち
が
集
ま
っ
た
か
ら
か
、
厳
し
い
規
律
や
女
子
教
育
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
、
自
分
の
も
の
に
し
な
が
ら
、
学
校

生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
」
と
話
す
。「
お
互
い
を
認
め
合
い
、
な
ん

で
も
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
な
ぜ
そ
う
な
の
だ
ろ
う
と
考
え

る
の
が
第
五
の
文
化
」
と
い
う
。

座
談
会
で
高
校
31
期
の
飯
島
章
博
さ
ん
が「
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
を

認
め
て
い
た
。
だ
か
ら
い
じ
め
な
ど
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
」
と
発

言
。
中
高
一
貫
校
卒
業
生（
高
校
71
期
）
の
油
井
彩
姫
さ
ん
も
座
談

会
で「
皆
が
互
い
の
個
性
を
認
め
合
う
と
こ
ろ
が
富
士
高
生
ら
し
さ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
い
る
。
互
い
を
認
め
合
う
伝
統

の
中
で
、
自
由
や
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
、
多
彩
な
分
野
で
才
能
が
開

花
し
た
。
こ
れ
が
、
富
士
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

１
０
１
年
目
の
富
士
は
、
高
校
で
の
入
学
生
募
集
が
な
く
な
り
、

す
べ
て
中
学
校
か
ら
の
入
学
に
な
る
。
い
ろ
い
ろ
な
中
学
の
出
身
者

が
集
ま
り
、
時
に
切
磋
琢
磨
し
、
時
に
協
力
し
合
う
、
そ
ん
な
文
化

が
な
く
な
ら
な
い
か
心
配
だ
が
、
野
村
公
郎
富
士
高
等
学
校
・
附
属

中
学
校
統
括
校
長
は
、「
周
り
を
巻
き
込
み
、
世
界
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

ｎ
ｇ
ｅ
、
失
敗
し
て
も
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

ｔ
ｒ
ｙ
と
い
う
の
が
今
の
富
士

の
合
言
葉
。
富
士
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

理
数
ア
カ
デ
ミ
ー
校
、
英
語
教
育
推
進
校
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
強
化

校
、
文
化
部
推
進
校
な
ど
に
指
定
さ
れ
、
生
徒
を
育
む
環
境
は
整
い

つ
つ
あ
る
富
士
。
理
数
ア
カ
デ
ミ
ー
校
の
行
事
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
研
修
は
、
卒
業
生
の
校
條
浩
さ
ん（
高
校
24
期
）
の
尽
力
で
実

現
し
た
。
卒
業
生
が
現
役
生
に
力
を
貸
す
こ
と
で
、
富
士
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。（
文
・
相
川
浩
之
）

第五高女校舎

第
五
高
女
〜
富
士
の
１
０
０
年
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■
学
区
制
度
の
廃
止（
２
０
０
３
年
）

・
東
京
都
全
体
か
ら
受
験
可
能
に
な
る

■
中
高
一
貫
校
ス
タ
ー
ト（
２
０
１
０
年
〜
）

・
募
集
者
数
高
校
２
０
０
名
・
５
学
級
、

附
属
中
学
校
１
２
０
名
・
3
学
級

・
制
服
の
義
務
化（
２
０
１
３
年
）

・
修
学
旅
行（
高
２
）で
マ
レ
ー
シ
ア
へ

（
２
０
１
３
年
〜
、
２
０
１
６
年
か
ら
は
台
湾
へ
）

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修（
２
０
１
３
年
〜
）

・
奉
仕
校
外
学
習（
高
1
）で
福
島
訪
問（
２
０
１
３
年
）

・
理
数
ア
カ
デ
ミ
ー
校
に
指
定
さ
れ
る（
２
０
１
６
〜
２
０
２
１
年
）

・
英
語
教
育
推
進
校（
２
０
１
７
年
〜
）

・
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
特
別
強
化
校（
２
０
１
７
年
〜
）

・
文
化
部
推
進
校（
２
０
１
８
年
〜
）

・
若
竹
育
英
奨
学
金
制
度
発
足（
２
０
１
８
年
）

・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
研
修（
２
０
１
９
年
）

・
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
高
校
の
生
徒
募
集
停
止
決
定（
２
０
２
０
年
）

・
二
学
期
制
を
導
入

・
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛

・
硬
式
野
球
部
が
夏
の
甲
子
園
西
東
京
大
会
で
ベ
ス
ト
8
ま
で
勝
ち

進
む（
２
０
０
７
年
）

・
定
時
制
課
程
閉
課
程
。
69
年
の
歴
史
に
幕（
２
０
０
８
年
）

■
学
区
合
同
選
抜
制
度（
１
９
５
２
年
度
〜
１
９
６
６
年
度
）

・
第
１
回
文
化
祭（
１
９
５
３
年
）

・
校
歌
公
募
・
選
定

・
短
水
路
公
認
プ
ー
ル
完
成

（
１
９
５
４
年
）

・
第
１
回
富
士
高
祭
。
文
化
祭
と

体
育
祭
を
ひ
と
つ
に（
１
９
６
０
年
）

・
鉄
筋
校
舎
落
成（
１
９
６
１
年
）

・
入
学
者
数
増
加
４
５
４
名
・

９
学
級（
１
９
６
３
年
）

・
清
里
寮
完
成（
１
９
６
３
年
）

■
学
校
群
制
度（
１
９
６
７
年
度
〜
１
９
８
１
年
度
）

・
都
立
西
高
等
学
校
と
組
ん
で
第
32
群
と
な
る
。
４
４
０
名
・
９
学

級・
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
／
学
力
テ
ス
ト
ボ
イ
コ
ッ
ト
な
ど
（
１
９
６
９

年
）

・
私
服
通
学
が
認
め
ら
れ
る（
１
９
７
０
年
）

・
文
化
祭
と
演
技
祭
の
二
本
立
て
に（
１
９
７
１
年
）

・
男
女
ほ
ぼ
同
数
に（
１
９
７
２
年
）

・
体
育
祭
を
文
化
祭
か
ら
切
り
離
し
、
６
月
開
催
に（
１
９
７
４
年
）

・
生
徒
会
解
散
案
が
出
さ
れ
る（
１
９
７
6
年
、
臨
時
生
徒
総
会
で
。

解
散
案
は
否
決
）

・
文
化
祭
／
演
技
祭
／
体
育
祭
が
華
や
か
に

・
１
９
７
１
年
か
ら
79
年
ま
で
、
東
大
合
格
者
数
が
現
役
、
浪
人
を

合
わ
せ
30
名
を
超
え
る

・
演
技
祭
と
文
化
祭
が
一
本
化
さ
れ
る（
１
９
８
１
年
）

■
グ
ル
ー
プ
合
同
選
抜
制
度（
１
９
８
２
年
度
〜
１
９
９
３
年
度
）

・
臨
時
学
級
増
で
入
学
者
数
４
８
４
名
・
10
学
級
に（
１
９
８
３
年
）

・
文
化
祭
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
体
育
祭
で
マ
ス
・
ゲ
ー
ム
な
ど
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
系
文
化
へ

・
校
舎
改
築
に
伴
う
文
化
財
発
掘
調
査

（
１
９
８
８
年
）

・
清
里
寮
閉
寮
。
27
年
間
の
歴
史
に
幕

（
１
９
９
０
年
）

・
校
舎
全
面
改
築
。
約
２
年
間
の
工
事
を

経
て
落
成（
１
９
９
１
年
）

・
指
定
上
履
き
制
導
入
に
よ
り
長
年
の

土
足
問
題
が
解
決 

■
単
独
選
抜
制
度（
１
９
９
４
年
度
〜
）

・
少
子
化
に
伴
い
、入
学
者
数
減
３
２
０
名
・
８
学
級（
１
９
９
５
年
） 

・
三
大
行
事
定
着
（
体
育
祭
５
／
６
月
・
富
士
祭
９
月
・
合
唱
祭
２

月
）

・
体
育
祭
の
マ
ス
・
ゲ
ー
ム
な
く
な
る（
１
９
９
７
年
）

・
授
業
公
開
始
ま
る（
１
９
９
９
年
）

・
新
体
育
館
落
成（
２
０
０
１
年
）

・
修
学
旅
行
に
航
空
機
利
用
解
禁（
九
州
・
沖
縄
）

■
新
制
高
等
学
校
発
足（
１
９
４
８
年
〜
）

・
学
制
改
革
に
よ
り
、
東
京
都
立
第
五
女
子

新
制
高
等
学
校
に（
１
９
４
８
年
）

・
木
造
新
校
舎
落
成
、
中
野
富
士
見
町
に

移
転（
１
９
４
８
年
）

・
新
生
徒
会
発
足（
１
９
５
０
年
１
月
）

・
東
京
都
立
富
士
高
等
学
校
に
改
称

（
１
９
５
０
年
１
月
28
日
） 

・
共
学
開
始
。
男
子
１
０
０
名
、女
子
１
５
０
名（
１
９
５
０
年
４
月
） 

・
新
校
章
制
定（
１
９
５
１
年
）

戦後木造校舎戦後鉄筋校舎現在の校舎
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「
第
五
高
等
女
学
校（
第
五
高
女
）
に
い
た
時
は
、
大
東
亜
共
栄
圏

の
た
め
の
い
く
さ
に
勝
つ
こ
と
が
東
洋
平
和
の
目
的
と
叩
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
」
と
第
五
高
女
本
科
23
期
の
津
村
節
子
さ
ん
。
戦
時
下

の
第
五
高
女
の
様
子
は
津
村
さ
ん
が
著
書『
茜
色
の
戦
記
』
に
描
い

て
い
る
。「
勉
強
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
」
が
、「
学
び
た
い
」

と
い
う
思
い
は
強
く
、
学
習
院
女
子
短
期
大
学
を
受
験
。
文
芸
部
立

ち
上
げ
が
き
っ
か
け
で
吉
村
昭
氏
と
出
会
い
、
二
人
で
文
学
の
道
を

歩
む
こ
と
に
な
る
。
時
代
に
流
さ
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
は
、

富
士
高
校
卒
の
多
く
の
女
性
た
ち
に
も
通
底
す
る
の
で
は
な
い
か
。

―
―
第
五
高
女
に
入
学
し
た
理
由
は
。

「
私
は
昭
和
３
年
に
福
井
県
福
井
市
に
生
ま
れ
、
９
歳
の
時
に
母
が

急
性
肺
炎
で
死
去
し
た
。
父
は
か
ね
て
３
人
の
娘
た
ち
を
東
京
の
女

子
専
門
学
校
か
女
子
大
に（
男
女
共
学
の
大
学
は
な
か
っ
た
）
進
学

さ
せ
る
心
づ
も
り
で
目
白
に
家
を
借
り
、
進
学
率
は
１
位
か
２
位
と

言
わ
れ
た
高
田
第
五
小
学
校
に
５
年
生
か
ら
転
入
さ
せ
、
新
宿
に

あ
っ
た
府
立
第
五
高
等
女
学
校
を
受
験
さ
せ
た
。
第
五
高
女
は
進
学

率
が
抜
群
で
、
高
田
第
五
か
ら
受
験
す
る
生
徒
は
ク
ラ
ス
で
極
め
て

上
位
の
も
の
に
限
ら
れ
、
当
時
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
と
言
わ
れ
た

府
立
第
一
、
第
三
、
第
五
あ
た
り
を
目
標
に
し
て
い
た
。
高
田
第
五

は
成
績
上
位
の
者
は
教
室
の
前
の
席
に
座
り
、
級
長
は
赤
い
毛
糸
で

作
っ
た
記
章
、
副
級
長
は
白
い
毛
糸
の
記
章
を
付
け
て
い
た
」

―
―
第
五
高
女
で
過
ご
し
た
日
々
で
思
い
出
す
こ
と
は
。

「
府
立
第
五
は
制
服
に
血
液
型
を
記
し
た
名
札
と
丸
い
大
き
な
銀
の

バ
ッ
ジ
を
付
け
て
い
た
。
始
業
10
分
前
に
調
息
を
行
っ
て
精
神
を
統

一
し
、
昭
憲
皇
太
后
の
御
歌
を
雅
楽
風
に
作
曲
し
た
も
の
を
声
を
揃

え
て
奏
唱
す
る
。
楽
し
か
る
べ
き
遠
足
も
梅
干
し
一
つ
の
日
の
丸
弁

当
。
た
だ
ひ
た
す
ら
歩
く
だ
け
で
、
お
喋
り
は
厳
禁
。
３
年
生
か
ら

は
勤
労
報
国
隊
と
し
て
働
い
た
」

「
男
の
先
生
は
妻
帯
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
上
級
生
は
可
愛
い
下
級

生
を
ほ
の
か
に
思
い
、
下
級
生
は
宝
塚
の
男
役
の
よ
う
な
颯
爽
と
し

た
上
級
生
に
憧
れ
て
、手
紙
を
下
駄
箱
に
し
の
ば
せ
た
り
す
る
Ｓ（
エ

ス
）
が
ひ
そ
か
な
楽
し
み
だ
っ
た
。
眉
目
秀
麗
な
海
軍
士
官
が
戦
意

高
揚
の
た
め
の
講
話
を
し
に
現
れ
た
時
に
は
、
窓
と
い
う
窓
は
生
徒

の
顔
が
鈴
な
り
だ
っ
た
こ
と
を
懐
し
く
思
い
出
す
」

「
府
立
第
五
高
女
で
正
規
の
授
業
を
受
け
た
の
は
２
年
生
ま
で
。
英

語
は
昭
和
18
年
4
月
ま
で
で
、
女
学
校
で
は
必
要
な
い
と
、
選
択
履

修
に
な
っ
た
」

「
１
回
目
の
空
襲
が
あ
っ
た
の
は
昭
和
17
年
4
月
18
日
で
、
Ｂ
25
中

型
爆
撃
機
に
よ
る
。
不
気
味
な
警
報
が
鳴
り
響
い
た
。
米
国
に
よ
る

日
本
初
空
襲
で
あ
る
」

―
―
終
戦
か
ら
学
習
院
女
子
短
期
大
学
に
入
る
ま
で
の
経
緯
は
。

「
私
の
家
族
、
祖
母
、
姉
、
妹
は
母
の
実
家
を
頼
っ
て
埼
玉
県
入
間

川
町（
現
狭
山
市
）
に
疎
開
。
私
は
目
白
の
叔
父
の
家
か
ら
女
学
校

在
籍
の
ま
ま
工
場
に
通
っ
て
い
た
。
こ
の
戦
争
は
東
洋
平
和
の
た
め

の
聖
戦
で
、
必
ず
勝
つ
と
信
じ
て
い
た
。
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
叔

父
一
家
も
焼
け
出
さ
れ
て
敗
戦
―
―
。
男
一
人
に
女
ト
ラ
ッ
ク
一
杯

と
言
わ
れ
る
時
代
に
な
り
、
女
で
も
手
に
職
を
持
た
ね
ば
と
焼
け
跡

に
建
て
ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
の
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
に
通
い
、
入

間
川
で
洋
裁
店
を
開
い
て
い
た
」

津村節子（つむら・せつこ、
本科23期＝1945年卒）
28年福井市生まれ。53年
学習院短期大学卒。64年
『さい果て』で新潮社同人雑
誌賞、65年『玩具』で芥川賞、
90年『流星雨』で女流文学
賞、98年『智恵子飛ぶ』で
芸術選奨文部大臣賞、20 
11年『異郷』で川端康成文
学賞を受賞。夫は作家の吉
村昭（故人）。

「
戦
争
で
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
」

「
学
び
直
し
」で
文
学
者
の
道
へ

津
村
節
子
さ
ん

第
五
高
女
本
科
23
期
・
作
家

「
服
地
が
な
い
の
で
和
服
の
更
生
で
繁
盛
し
て
い
た
が
、
学
習
院
に

女
子
短
期
大
学
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
新
聞
で
知
り
、
翌
年
２
期
生

と
し
て
入
学
。
早
速
文
芸
部
を
作
っ
た
。
目
白
の
大
学
の
文
芸
部
の

委
員
長
は
吉
村
昭
だ
っ
た
」

「
大
学
の『
学
習
院
文
藝
』（
昭
和
27
年
に『
赤
繪
』
と
改
題
し
た
）

８
号
に
掲
載
さ
れ
た
吉
村
昭
の『
死
体
』
を
読
ん
で
、
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。
こ
ん
な
作
品
を
書
く
同
人
が
い
て
は
私
は
駄
目
だ
、
と
絶二列目中央が制服を着ている私
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望
的
な
思
い
を
抱
い
た
。
学
習
院
の
先
輩
、
三
島
由
紀
夫
氏
も
吉
村

の
作
品
を
高
く
評
価
し
た
」

「
同
人
雑
誌
は
合
評
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
の
批
評
は

刺
激
に
な
り
、
勉
強
に
な
っ
た
」

「
短
大
の
部
長
、
岩
田
九
郎
教
授
の
授
業
は
目
白
で
は
俳
文
学
、
短

大
で
は
松
尾
芭
蕉
の『
奥
の
細
道
』。
授
業
が
始
ま
る
前
に
、
今
日
は

目
白
の
学
生
が〝
今
日
も
ま
た
桜
の
中
の
遅
刻
か
な
〟
と
書
い
た
紙

を
教
卓
に
置
い
て
い
き
ま
し
て
ね
と
笑
い
な
が
ら
言
わ
れ
た
。
授
業

が
終
わ
っ
た
後
、
呆
れ
た
学
生
ね
、
と
私
た
ち
は
笑
い
合
っ
た
が
、

そ
の
呆
れ
た
学
生
は
吉
村
昭
だ
っ
た
」

―
―
一
度
は
諦
め
た
進
学
に
再
挑
戦
し
た
経
緯
は
。

「
府
立
第
五
で
学
ん
だ
の
は
２
年
生
ま
で
で
、
あ
と
は
農
場
作
業
や

救
急
看
護
訓
練
、
防
空
訓
練
な
ど
に
費
や
さ
れ
、
３
年
生
か
ら
は
下

丸
子
の
軍
需
工
場
で
働
き
、
戦
時
特
例
で
５
年
生
と
一
緒
に
４
年
終

了
で
卒
業
し
た
一
番
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
年
代
で
あ
る
」

「
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
に
通
っ
て
自
立
す
る
力
は
つ
け
た
が
、

学
業
は
女
学
校
２
年
生

ま
で
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
に
い
つ
も
さ
い
な
ま

れ
て
い
た
。
高
校
卒
業

の
認
定
試
験
に
合
格
し

な
け
れ
ば
短
大
を
受
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
校
卒
業
の
認
定

試
験
は
ど
こ
で
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
、
と
短
大
に
問
い
合
わ
せ

る
と
、
う
ち
で
や
っ
て
あ
げ
ま
す
と
言
わ
れ
、
繁
盛
し
て
い
た
店
を

閉
め
、
１
年
間
猛
勉
強
し
て
認
定
試
験
を
受
け
に
行
く
と
、
受
験
生

は
私
ひ
と
り
だ
け
で
、
５
年
も
年
下
の
高
校
卒
業
生
と
短
大
を
受
験

し
た
」

―
―
第
五
高
女
を
選
ん
だ
理
由
は
？

「
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の
中
で
学
力
が
高
い
の
と
、
勉
強
だ
け
で
な

く
、
教
養
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
思
っ
た
。
両
親
を
早
く
亡
く
し
て

祖
母
と
３
人
姉
妹
の
家
族
だ
っ
た
か
ら
、
礼
儀
作
法
も
身
に
つ
く
と

思
っ
た
。『
ご
き
げ
ん
よ
う
』
と
い
う
挨
拶
は
、
会
っ
た
時
も
別
れ

る
時
も
交
わ
し
、
下
丸
子
の
軍
需
工
場
で
朝
礼
の
時
も
作
業
終
了
解

散
の
時
も
口
に
し
て
い
た
。
若
い
工
員
た
ち
が
か
ら
か
っ
て
、『
ご
き

げ
ん
よ
う
』
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
」

―
―
第
五
の
先
輩
方
は
同
窓
会
に
熱
心
だ
が
。

「
私
た
ち
の
時
代
は
同
学
年
の
生
徒
た
ち
が
な
る
べ
く
親
し
く
な
る

よ
う
に
と
い
う
考
え
か
ら
、
毎
年
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替

わ
っ
た
。
私
は
今
で
も
こ
の
方
針
に
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
特
に

親
し
い
友
達
が
い
な
か
っ
た
の
は
、
深
く
付
き
合
う
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
思
う
」

（
２
０
１
９
年
８
月
18
日
、
相
川
浩
之
の
質
問
に
文
章
で
回
答
）

血液型を記した名札と
大変目立つ第五のバッ
ジをつけている

約1000名のおさげ髪の少女が延々と列
をなして郊外の山野を歩く――第五高女の
名物ともいえる月に1度の徒歩遠足である。
若くして病没する生徒や卒業生が後を絶た
ないことに心を痛めた初代白石校長が、「丈
夫な体をつくる」ために発案した全校一斉
の行事だった。

1924（大正13）年～ 1935（昭和10）年の
72回分については「徒歩遠足案内」（冊子）
に詳細な記録が残されている。
行き先は平林寺、村山貯水池、高幡不動、
川越など。途中まで電車とはいえ、毎回
10～ 15キロ、往復4時間余りを歩く行程
は相当にきついものだった。
卒業生の思い出話には、徒歩遠足によっ
て「体力に自信がついた」「第五魂が養われ
た」という感想が（足が太くなったというウ
ラ話も）多く寄せられている。しかし戦時体
制下では、生徒が勤労動員や農作業など過
酷な労働に明け暮れることになり、回数を
減らし「健民遠足」「行軍」という名目で
1944（昭和19）年まで実施された。　（反中）

●富士高トリビアtrivia
徒歩遠足 峯島喜代女史

富士高校の前身である第五高等女学校は
当時の東京府によって創立された。なのに
なぜ設立功労者として「峯島喜代」の名前が
記されているのか。それには以下のような
経緯があった。

1918（大正7）年11月、死期を悟った尾
張屋峯島喜代女史は「50万円を寄附するか
ら、これで家政を主とし、実際に役立つ教
育をする学校を拵えてもらいたい」と近親
者に告げる。一同はただちに東京府庁にそ
の意向を具申し、臨時議会において寄附金
受理が決定された。そして翌12月、女史
は安らかに86歳の生涯を閉じた。その後
東京府豊多摩郡淀橋町（現在の歌舞伎町界
隈）の約3400坪が峯島家から無償で東京
府に貸与され、1920（大正9）年、その地
に府立第五高女が誕生した。
実業家として成功した女史にはさまざま

な逸話が残されている。先見の明、質素倹
約、無類の世話好き、等々。
やがて昭和という激動の時代を経て、第

五高女は富士高校、富士中高へと形を変え
たが、設立の祖として「峯島喜代」の名は校

史の1ページ目に刻ま
れている。
お金というのは無く
なればそれまでだが、
教育への投資効果は
100年以上続くという証
であるといえる。（反中）大正15年の徒歩遠足案内より

第五高女設立功労者
峯島喜代女史
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母
・
佐
和
子
は
昭
和
23
年
４
月
に
、
都
立
第
五
女
子
新
制
高
等
学

校
に
転
入
し
ま
し
た
。
学
制
改
革
が
あ
っ
た
と
き
で
、
そ
の
３
月
に

私
立
の
女
子
高
校
を
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、も
う
一
年
、高
校
に
通
っ

た
の
で
す
。

当
時
の
楽
し
い
写
真
が
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
11
月
７
日
の
創
立
記

念
日
バ
ザ
ー
の
と
き
の
も
の
で
、
皆
、
仮
装
を
し
て
い
ま
す
。

１
６
５
セ
ン
チ
の
長
身
だ
っ
た
母
は
ま
わ
り
よ
り
頭
ひ
と
つ
大
き
く
、

白
い
ズ
ボ
ン
に
ブ
レ
ザ
ー
、
船
長
さ
ん
の
よ
う
な
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

「
蝶
々
夫
人
」
の
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
。
隣
の
女
子
と
仲
良
く
腕
を
組
ん

で
い
ま
す
。

高
校
の
演
劇
会
の
写
真
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
武
士
の
衣
装
で
丁
髷

の
か
つ
ら
を
つ
け
、
芝
居
気
た
っ
ぷ
り
に
写
っ
て
い
ま
す
。
母
は
大

の
演
劇
好
き
で
、
大
学
時
代
に
演
劇
雑
誌
の
懸
賞
論
文
に
応
募
し
て

入
選
し
、
そ
れ
が
書
き
手
と
し
て
の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。
小
説

以
外
に
戯
曲
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
文
楽
や
日
本
舞
踊
の
台
本
も
数
多

く
手
が
け
て
い
ま
す
が
、
写
真
を
見
て
い
る
と
、
文
藝
春
秋
主
催
の

文
士
劇
に
張
り
切
っ
て
出
演
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
が
高
校
を
受
験
し
た
と
き
は
学
校
群
制
度
で
し
た
。
富
士
高
校

に
入
学
し
、
は
か
ら
ず
も
母
の
後
輩
に
な
り
ま
し
た
。
制
服
は
基
準

服
と
い
い
、
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
母
は
私
を

見
据
え
、
峻
厳
な
口
調
で
言
い
ま
し
た
。

「
私
は
制
服
を
買
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
貴
女
に
は
買
っ

て
あ
げ
ま
す
」

思
え
ば
そ
れ
が
、
母
が
自
分
の
高
校
時
代
に
つ
い
て
初
め
て
語
っ

た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
私
が
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の

か
。
往
々
に
し
て
、
子
供
は
親
の
話
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。

制
服
の
採
寸
に
行
っ
た
折
、
母
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
エ
ン
ジ
の
３
本

線
を
見
て
、「
こ
の
３
本
線
が
お
洒
落
だ
っ
た
の
よ
」
と
、
嬉
し
そ
う

に
言
い
ま
し
た
。
襟
に
か
ぶ
せ
る
白
い
襟
は
、「
こ
の
白
い
襟
が
い
い

ん
だ
」
と
ま
ぶ
し
そ
う
に
。

そ
の
制
服
で
す
が
、
着
た
の
は
は
じ
め
の
う
ち
だ
け
で
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
私
服
で
通
っ
て
い
ま
し
た
し
、
洒
落
っ
気
も
出
て

く
る
年
ご
ろ
で
し
た
。
あ
る
日
、
流
行
の
バ
ッ
ク
プ
リ
ン
ト
の
ブ
ラ

ウ
ス
が
、
通
学
に
あ
る
ま
じ
き
ふ
ざ
け
た
格
好
だ
と
母
の
不
興
を
か

い
、
し
ば
ら
く
制
服
で
通
わ
さ
れ
ま
し
た
が
。

当
時
、
私
は
母
の
娘
だ
と
言
わ
れ
る
の
が
い
や
で
、
今
か
ら
思
え

ば
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
反
省
し
き
り
で
す
が
、
入
学
式
は
母

に
来
な
い
で
も
ら
い
ま
し
た
。
小
学
校
３
年
の
と
き
に『
恍
惚
の
人
』

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
以
来
、
何
か
と
い
え
ば
母
の
こ
と
を
言

わ
れ
て
辟
易
し
て
い
た
の
で
、
高
校
で
は
自
由
に
や
り
た
か
っ
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
１
年
生
の
夏
休
み
前
に
配
ら
れ
た
名
簿
の
保
護
者

欄
の
名
前
で
露
見
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

友
達
に
母
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
中
で
、一
人
の
男
子
が
、私
に
そ
っ

と
尋
ね
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
作
家
な
ん
だ
っ
て
？　

な
ん
て
い
う
名
前
？　

何
を

書
い
て
る
の
？
」

こ
れ
は
家
で
笑
い
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
ひ
と
し
き
り
笑
っ
た
あ

と
で
、
母
が
ぽ
つ
り
と
言
い
ま
し
た
。

「
高
校
生
が
夢
中
に
な
っ
て
読
む
小
説
を
書
き
た
い
」

有吉玉青 （ありよし・たま
お、高校34期＝1982年
卒） 63年東京生まれ。86
年早稲田大学哲学科卒。
88年東京大学文学部卒。
東京大学大学院在学中に
『身がわり』により坪田譲治
文学賞受賞。93年ニュー
ヨーク大学大学院演劇学科
修了。著書に『恋するフェ
ルメール』『美しき一日の
終わり』など多数。

「
高
校
生
が
夢
中
に
な
る

小
説
を
書
き
た
い
」

有
吉
玉
青

〜
母
・
有
吉
佐
和
子
の
思
い
出高

校
34
期
・
大
阪
芸
術
大
学
教
授

高
校
生
に
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
母
に
と
っ
て
か
な
り

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
母
に
は
学
校
行
事
に
来
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
育
祭
、
文
化
祭
、
そ
し
て
卒
業
式
。

母
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
芸
達
者
な

友
達
が
い
る
と
、「
あ
の
子
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
い
！
」
な
ど
と
言
い
出

す
始
末
で
す
。

保
護
者
会
に
も
出
席
し
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
校
内
を
歩
い
て
い

た
ら
、
白
髪
の
先
生
に「
佐
和
ち
ゃ
ん
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

「
娘
さ
ん
を
教
え
て
る
よ
！
」

そ
れ
が
英
語
の
式
田
次
雄
先
生
。
授
業
中
に
あ
て
ら
れ
て
、
わ
か

り
ま
せ
ん
、
と
言
っ
た
ら
、「
お
ま

え
の
お
母
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
言

わ
な
か
っ
た
ぞ
。
早
く
訳
せ
」

教
室
で
は
健
や
か
な
笑
い
が
起

き
ま
し
た
。
私
も
苦
笑
い
を
し
て
、

訳
し
は
じ
め
ま
し
た
。

都
立
富
士
高
校
は
、
私
た
ち
母

娘
に
あ
ら
た
な
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

く
れ
ま
し
た
。

昭和23年11月7日、創立記念日バザー
の仮装でピンカートンを。
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日
本
画
家
の
堀
文
子
さ
ん（
第
五
高
女
本
科
13
期
）
に
は
、
２
０

１
２
年
８
月
30
日
、ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
の
番
組「
集
ま
れ
！
ほ
っ

と
エ
イ
ジ
」
の
収
録
で
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
。
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ

Ｋ
Ｅ
Ｉ
に
は
当
時
、
若
竹
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い
た
小
森（
大
宮
）

杜
喜
子
さ
ん（
高
校
18
期
）
が
い
て
、
筆
者（
同
27
期
）
が
始
め
た
こ

の
ラ
ジ
オ
番
組
の
相
方
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
第

五
高
女
の
大
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
を
得
た
。
当
時
の
収

録
音
声
を
聴
き
直
す
と
、
堀
さ
ん
に「
第
五
高
女
の
遺
伝
子
」
を
感

じ
る
発
言
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
ん
な
発
言
を
拾
っ
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
再
構
成
し
て
み
た
。

―
―
堀
さ
ん
は
今
年（
12
年
）７
月
に
、
94
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
は
、
歳
を
意
識
し
て
生
き
て
き
た
こ
と
が
な
く
。
毎
日
、
つ
ん

の
め
る
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
94
歳
に

な
り
ま
し
た
。
地
球
が
太
陽
の
周
り
を
１
回
、
回
る
と
１
つ
年
を
と

る
わ
け
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
意
識
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
考

え
た
ら
、
地
球
が
太
陽
の
周
り
を
１
年
で
回
る
な
ん
て
、
な
ん
て
速

い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
。
飛
行
機
ど
こ
ろ
の
速
度
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

た
い
へ
ん
な
騒
ぎ
で
地
球
は
飛
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。
月
に
行
く
ん

だ
っ
て
あ
の
騒
ぎ
を
し
て
い
る
の
に
。
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
に
び
っ

く
り
し
て
い
る
う
ち
に
こ
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

―
―
堀
さ
ん
は
自
分
に
は
画
風
が
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
。

「
そ
の
と
き
に
、
逆
上
す
る
ほ
ど
興
奮
し
た
も
の
し
か
描
き
ま
せ
ん
。

人
は
細
胞
が
毎
日
の
よ
う
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
過
ぎ

去
っ
た
自
分
の
作
品
を
追
お
う
と
す
る
と
コ
ピ
ー
を
し
始
め
ま
す
。

自
分
の
コ
ピ
ー
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
人
は
喜
び
ま
す
が
、
自
分
で

ダ
メ
だ
と
わ
か
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
い
た
し
ま
せ
ん
」

―
―
展
覧
会
で
は
、
様
々
な
作
風
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
人
は
一
貫
し
て
い
な
い
と
お
思
い
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
と
き
の
記
録
な
ん
で
す
。
同
じ
自
分
は
い

な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」

―
―
絵
描
き
に
な
ろ
う
と
決
め
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
す
か
。

「
東
京
府
立
第
五
高
女
の
２
年
の
と
き
に
、
私
は
自
立
し
た
か
っ
た

の
で
、
何
か
の
仕
事
で
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う
い
う

こ
と
を
し
た
い
か
と
考
え
ま
し
た
が
、（
一
番
な
り
た
か
っ
た
）
科
学

者
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
男
女
差
別
の
ひ
ど
い
時
代
で
し
た
か
ら
、

大
学
な
ん
か
に
は
入
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
専
門
的
な
こ
と
を
し
よ

う
と
思
う
と『
女
子
』
と
名
の
つ
く
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
入
れ
な
い

の
で
す
。
美
術
学
校
だ
っ
て
上
野（
の
東
京
美
術
学
校
）
に
は
入
れ

な
か
っ
た
。
今
の
皆
さ
ん
は
び
っ
く
り
さ
れ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

そ
ん
な
時
代
に
私
は
育
ち
ま
し

た
。
で
も
、
美
に
近
い
も
の
は

誰
に
も
害
を
与
え
な
い
で
生
き

て
い
け
る
、
美
の
周
辺
で
生
き

よ
う
と
考
え
、
絵
に
近
づ
き
ま

し
た
」

―
―
女
子
美
術
専
門
学
校

（
現
・
女
子
美
術
大
学
）師
範
科

日
本
画
部
を
卒
業
し
、
東
京
帝

国
大
学
農
学
部
で
農
作
物
の
記

堀文子（ほり・ふみこ、本
科13期＝1936年卒）日
本画家。18年東京生まれ。
40年 女子美術専門学校
（現・女子美術大学）卒業。
大磯、軽井沢にアトリエを
構え自然の中に身を置いて
制作。70歳でイタリア・
トスカーナに移住。帰国後
もアマゾン、ペルー、ヒマ
ラヤ山麓などに取材旅行。
19年100歳で逝去。

堀
文
子
さ
ん（
故
人
）

第
五
高
女
本
科
13
期
・
日
本
画
家

録
画
を
描
く
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
美
術
学
校
を
出
た
ら
、
絵
の
先
生
に
な
る
の
が
生
き
る
道
だ
っ
た

ん
で
す
。
た
だ
私
は
先
生
に
だ
け
は
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
自
分
で

決
め
て
い
た
ん
で
す
。
未
熟
な
人
に
向
か
っ
て
自
分
が
偉
い
よ
う
な

感
じ
で
教
え
る
と
だ
ん
だ
ん
堕
落
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
か
ら
。
で
も
就
職
先
が
な
く
て
大
変
苦
し
み
ま
し
た
」

「
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
に
は
、
自
然
に
対
す
る
興
味
が
あ
り
、
そ

う
い
う
も
の
を
記
録
す
る
係
を
求
め
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た

の
で
喜
ん
で
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
が
何
か
を
覚
え
ら
れ
る
と

も
思
い
ま
し
た
」

―
―
堀
さ
ん
が
影
響
を
受
け
た
方
は
？

「
私
は
す
ぐ
に
影
響
を
受
け
や
す
い
性
質
な
の
で
、
尊
敬
す
る
人
に

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
言
う
な
り
に
な
っ
て
、
話

し
方
ま
で
似
て
き
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。
そ
の
方
の
世
界
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
付
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
を
保
ち
ま
し
た
。

だ
か
ら
決
ま
っ
た
師
匠
は
い
な
い
ん
で
す
」

「
私
は
重
大
な
こ
と
も
親
に
相
談
し
た
り
し
な
い
と
い
う
主
義
な
ん

で
す
。
人
の
い
い
な
り
に
な
る
と
、
人
の
せ
い
に
し
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
絵
を
志
す
と
決
め
た
時
も
、
自
分
で
分
析
し
、
私
流
に
縦
軸

と
横
軸
を
つ
く
っ
て
、
小
学
校
の
と
き
か
ら
第
五
に
入
る
ま
で
、
学

校
で
ど
う
い
う
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か
、
努
力
を
し
た
か
と
い
う
軸

ラジオ番組で堀文子さん（中央）にインタビュー。
㊨高校18期の小森（大宮）杜喜子さん、㊧筆者 感

性
を
研
ぎ
澄
ま
し

感
動
を
絵
に
描
く
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を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
成
績
が
い
い
も
の
は
努
力
し
て
、
そ
う
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
で
す
か
ら
、
努
力
度
は
マ
イ
ナ
ス
に
評
価
す

る
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、い
く
通
り
の
分
析
を
し
て
も
、絵
が
残
っ

た
ん
で
す
。
私
は
努
力
し
た
ら
、
絵
を
描
く
能
力
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
、
気
づ
き
ま
し
た
」

―
―
堀
さ
ん
は
な
る
べ
く
し
て
画
家
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
ね
。

「
人
間
が
ど
う
し
て
絵
を
描
く
の
だ
ろ
う
と
、
90
を
過
ぎ
て
考
え
ま

す
と
、
画
家
と
か
芸
術
家
と
い
う
の
は
、
こ
の
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
人
間
が
こ
の
世

の
不
思
議
の
原
理
を

追
究
し
よ
う
と
し
た

と
き
に
は
、
ル
ネ
サ

ン
ス
の
こ
ろ
で
も
ギ

リ
シ
ャ
時
代
で
も
、

科
学
者
と
絵
描
き
、

建
築
家
、
哲
学
者
、

宗
教
家
は
同
じ
だ
っ

た
ん
で
す
。
原
理
を

追
究
す
る
な
か
で
絵

を
描
く
こ
と
が
残
っ

た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
絵
は
結
果
な
ん
で
す
。
排
泄
物
み
た
い
な
も
の
で
す
か

ら
」

「
な
ぜ
絵
を
描
い
て
い
る
の
か
と
い
う
の
は
本
人
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
ん
で
す
。
90
歳
を
超
え
て
も
、
ど
う
し
て
私
み
た
い
に
飽
き
っ
ぽ

い
人
間
が
絵
だ
け
は
飽
き
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
で
す
。
と
て
も
原

始
的
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
文
字
も
言
葉
も
生
ま
れ
な
い
時

に
人
は
何
か
を
刻
ん
だ
り
記
録
し
て
た
り
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」

―
―
堀
さ
ん
は
60
年
に
外
交
官
の
ご
主
人
を
亡
く
し
て
か
ら
、
古
代

か
ら
世
界
の
歴
史
を
た
ど
る
海
外
旅
行
に
出
か
け
る
な
ど
、
１
カ
所

に
と
ど
ま
ら
な
い
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

「
そ
れ
は
私
の
生
き
方
の
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
。
も
の
に
慣
れ

て
く
る
と
、
も
の
を
よ
く
見
な
く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
知
っ
た
か

ぶ
り
に
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
驚
い
て
い
る
状
態
、
不
安
な
状
態
で

い
る
の
が
よ
く
て
、
１
カ
所
で
同
じ
も
の
を
見
つ
め
て
い
る
と
感
性

が
鈍
り
ま
す
。
小
さ
い
と
き
に
初
め
て
も
の
を
見
た
と
き
の
驚
き
は

90
歳
に
な
っ
て
も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
動
に
近
づ
く
た
め
に
、

な
る
べ
く
も
の
に
慣
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
と
こ
ろ

に
住
ま
な
い
と
決
め
た
わ
け
で
す
」

（
２
０
１
２
年
８
月
30
日
、
東
京
・
千
代
田
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門
で
。
文
・
相
川
浩
之
）

ラジオ番組収録に若竹会の担当者も参加した
（2012年8月30日、東京・千代田のグランドアーク半蔵門で）

1949年に発足した新生徒会では、報道
部の下に新聞班（富士新報）、編集班（校友）、
放送班が置かれ、富士ジャーナリズムとも
いうべき一時代を築いた。
富士新報はタブロイド版2ページ（特集号

は4～ 12ページ）。主な記事は生徒会や学
内行事だが、他校への取材も積極的に行う
など、広い視野に立つ充実した紙面構成で
あった。また戦後の民主主義教育による批
評精神も旺盛で、たとえば男子1期生から
の要望として「上級生の態度に反省を促す」
などの記事も見える。1950～ 60年代を通
じて隔月で発行され、新聞班の活動は活発
であったことが伺える。のちに芥川賞候補と
なる作家・干刈あがた（高校13期）も新聞班
に在籍していたことを記憶に留めたい。
やがて学園紛争の時代を迎え、社会問題
や政治活動を取り上げたことが影響したの
だろうか。118号（1969年）を最後にいっ
たん休刊する。その後「新聞部再建」を掲げ
て1001号から復刊されたが、現存史料で確
認できる富士新報は、1027号（1978年）ま
でである。（反中）

●富士高トリビアtrivia
富士新報 美男美女コンテスト

かのFacebookのはじまりは学内女子の
顔写真を比較するゲームだったとか。
古今東西を通じて、美人のランク付けは

男子のひそかな愉しみといえるだろう。ミ
ス富士を選ぶ投票が始まった時期には諸説
あるが、石川次郎氏（高校12期）の「自分
が始めた」という証言が最も古く、1950

年代の終わり頃からと思われる。男子のみ
に投票用紙が配られ、結果も男子トイレに
貼りだされるという、いわば裏のイベント
として定着した。名称も、美人コンテスト、
ビューティーコンテストなど年代で異なる
が、ある時期からFPC（Fuji Pretty Con-

test））に落ち着いた。
一方で女子も負けていないのが富士の

DNA。1969年頃からはミスター富士を選
ぶFDC（Fuji Dandy Contest）がFPCと
同時開催され、結果の順位は中庭に堂々と
垂れ幕で発表されるようになった。（ある
年の卒業アルバムに、垂れ幕の写真が偶然
残されている。）
今では問題視されるミスコンだが、当時

のミス富士、ミスター富士といえば、卒業
後何十年を経ても語り継がれる輝かしい栄
誉であったという。
しかし1980年代半ば以降、この種のイ

ベントは行われた形跡がなく、代わって男
装女装コンテストが出現したのは時代の趨
勢というべきか。 （反中）

1969年（休刊の直前）の富士新報
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
人
気
を
博
し
た
後
、
独
立
。
今
も
レ

ギ
ュ
ラ
ー
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
持
つ
森
本
毅
郎
さ
ん（
高
校

10
期
）。
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
の
人
気
雑
誌
５
誌
の
編
集
長
を
務
め
た

石
川
次
郎
さ
ん（
高
校
12
期
）。
お
二
人
は
同
時
期
に
富
士
高
に
在
籍
。

ユ
ニ
ー
ク
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
て
い
た
。

―
―
お
二
人
と
も
第
１
志
望
は
西
高
だ
っ
た
。

森
本 

「
第
２
志
望
の
男
子
を
富
士
が
と
る
よ
う
に
な
っ
て
最
初
の
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
僕
は
西
に
落
ち
て
富
士
に
入
っ
た
ん
で
す
。

僕
の
家
は
７
人
兄
弟
で
上
の
姉
二
人
が
第
五
高
女
卒
業
。『
あ
ん
た
、

な
ん
で
女
の
学
校
に
行
く
の
よ
？
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
、
入

学
し
た
ら
男
子
約
１
０
０
人
、
女
子
約
２
０
０
人
で
し
た
。
た
だ
、

女
の
子
が
た
く
さ
ん
い
る
学
校
っ
て
実
は
悪
く
な
か
っ
た（
笑
）」

石
川 

「
西
高
で
合
格
発
表
を
見
た
ら
見
事
に
落
ち
て
い
て
、
そ
の
足

で
富
士
高
に
入
学
手
続
き
に
行
き
ま
し
た
。
家
は
７
人
兄
弟
で
上
は

姉
ば
か
り
６
人
。
父
親
は
亡
く
な
っ
て
い
て
、
女
性
ば
か
り
な
ん
で

す
。
家
で
も
学
校
で
も
女
性
ば
か
り
。
卒
業
し
た
高
井
戸
中
学
の
女

性
十
数
人
が
富
士
に
い
て
、『
ど
う
し
た
の
、
次
郎
ク
ン
？
何
で
こ

こ
に
い
る
の
？
』
と
か
ら
か
わ
れ
ま
し
た
。
僕
は
ぐ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
」

森
本 

「
僕
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
軟
派
に
な
り
ま
し
た（
笑
）」

石
川 

「
僕
が
１
年
の
時
に
森
本
さ
ん
は
３
年
で
と
て
も
目
立
っ
て
い

た
。
放
送
部
に
い
て
、
い
つ
も
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
腕
ま
く
り
し
て

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
っ
て
渡
り
廊
下
を
歩

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
放
送
の
仕
事
が
し
た
か
っ
た
？
」

森
本 

「
い
や
、
放
送
を
将
来
自
分
の
仕
事
に
し
よ
う
と
は
全
く
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
生
徒
会
の
会
長
を
し
て
い
た
の
で
、
生
徒

会
の
報
告
を
し
よ
う
と
思
っ
て
始
め
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。僕
は『
校

友
』（
第
32
号
）の
編
集
も
や
っ
て
い
ま
し
た
」

石
川 

「
午
後
、
体
育
館
で
汗
ま
み
れ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習

を
し
て
い
る
と
、
森
本
さ
ん
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン

「
同
級
生
と
運
命
的
な
出
会
い
」石
川

「
挫
折
と
背
中
合
わ
せ
の
青
春
」森
本

森
本
毅
郎
さ
ん（
キ
ャ
ス
タ
ー
）×
石
川
次
郎
さ
ん（
編
集
者
）

ド
の
練
習
を
し
て
い
る
。
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
て
。
先
輩
が
ハ
ワ
イ

ア
ン
な
ら
こ
ち
ら
は
ウ
エ
ス
タ
ン
だ
と
、
仲
間
と
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ

エ
ス
タ
ン
の
バ
ン
ド
を
作
り
ま
し
た
」

森
本 

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
は
仲
間
と
作
っ
て
、
勝
手
に
体
育
館
で

練
習
し
て
い
ま
し
た
」

―
―
お
二
人
は
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
今
の
仕
事
に
？

石
川 

「
実
は
僕
も
編
集
者
に
な
る
な
ん
て
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

同
級
生
で
清
水
八
千
代
と
い
う
女
性
が
い
た
の
で
す
が
、
卒
業
し
て

か
ら『
う
ち
の
父
と
会
っ
て
く
れ
な
い
』と
連
絡
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

父
親
の
清
水
達
夫
さ
ん
が
平
凡
出
版（
現
・
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）の
副

社
長
で
、
若
者
向
け
の
新
し
い
週
刊
誌
を
創

刊
す
る
か
ら
話
を
聞
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
率
直
に
い
ろ
い
ろ
意
見
を
言
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
64
年
に
創
刊
さ
れ
た
の
が
平
凡
パ
ン

チ
な
ん
で
す
。『
君
、
雑
誌
の
編
集
に
向
い

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
よ
』
と
誘
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
後
に
雑
誌
を
作
る
側
に
行
く
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
」

森
本 

「
大
学
は
浪
人
し
て
慶
応
大
学
の
文
学

部
に
行
き
ま
し
た
。
就
職
試
験
で
は
新
聞
社

を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
兄
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
故
・
森
本
哲
郎
氏
）が『
俺
が
新
聞
社

に
い
る
ん
だ
か
ら
お
ま
え
は
放
送
局
で
も
受

け
ろ
』
と
い
う
の
で
民
放
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
受
け

ま
し
た
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
記
者
に
な
り
た
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か
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
推
薦
が
必
要
。
推
薦
し
て
も
ら
え
る
成
績

じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
仕
方
な
く
一
般
公
募
だ
っ
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
試
験
を
受
け
た
ん
で
す
。
兄
は
局
に
入
っ
て
か
ら
担
務
変
更
を
希

望
す
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
、
と
呑
気
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
実
際
は
担
務
変
更
は
し
て
も
ら
え
ず
、
10
年
間
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
地
方
の
放
送
局
を
転
々
と
し
ま
し
た
」

石
川 

「
あ
る
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
美
術
の
番
組（「
女
性
手
帳
」）を
見
て
い

た
ら
森
本
さ
ん
が
出
て
い
ま
し
た
」

森
本 

「
東
京
に
戻
っ
て
き
て
、
担
当
し
た『
女
性
手
帳
』は
視
聴
率
が

１
％
あ
る
か
な
い
か
の
番
組
で
し
た
が
、
中
身
は
濃
か
っ
た
。
そ
の

頃
、
大
型
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
の
で
準
備
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
る
う
ち
に
、
お
前
、

司
会
や
れ
と
言
わ
れ
て
、
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
出
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
で
す
。
４
年
や
っ
た
後
、
パ
リ
に
特
派
員
と
し
て
行
け
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
放
送
記
者
に
な
り
た
く
て
入
っ
た
ん
で
す
か
ら
喜
ん
で

い
い
は
ず
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
長
い
間
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
仲
間

と
新
し
い
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
像
を
模
索
し
て
き
た
の
に
、
突
然
放
送
記

者
に
な
る
の
は
何
だ
か
仲
間
を
裏
切
る
よ
う
な
気
が
し
て
。
結
局
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
辞
め
ま
し
た
」

―
―
石
川
さ
ん
は
、
ま
ず
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
た
の
で
す
か
。

石
川 

「
平
凡
パ
ン
チ
が
創
刊
さ
れ
た
64
年
は
大
変
な
年
で
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
ま
し
た
。
で

も
、
海
外
旅
行
の
自
由
化
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
何
よ
り
も
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
る
な
と
思
い
、
海
外
旅
行
専
門
の
代
理
店

に
入
り
ま
し
た
。
添
乗
員
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
嫌
だ
っ
た
。
目

の
前
に
見
た
い
街
が
あ
る
の
に
お
客
様
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
違
う
と
思
い
、
２
年
で
辞
め
ま
し
た
。
そ
の
時
、
平

凡
出
版
の
清
水
さ
ん
が
う
ち
の
会
社
に
入
っ
て
海
外
に
行
け
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
会
い
に
行
っ
た
ら
笑

い
な
が
ら
入
れ
て
く
れ
た
。
最
初
の
仕
事
が
海
外
取
材
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
ず
っ
と
、
会
社
を
辞
め
る
ま
で
海
外
に
向
い
て
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
清
水
さ
ん
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
娯
楽
誌『
月
刊
平
凡
』

を
作
り
、『
週
刊
平
凡
』『
平
凡
パ
ン
チ
』『
ａ
ｎ
ａ
ｎ
』を
作
っ
た
。

世
の
中
に
存
在
し
な
い
も
の
を
作
る
の
が
我
が
社
の
仕
事
と
言
っ
て

い
た
。
と
て
も
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
面
白
か
っ
た
」

―
―
一
度
、
平
凡
出
版
を
辞
め
、
清
水
氏
が
社
長
に
な
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で『
ポ
パ
イ
』の
ア
イ
デ
ア
を
ひ
っ
さ
げ
て
出
戻
り
ま
す
ね
。

石
川 

「
先
輩
の
木
滑
良
久
さ
ん
と
二
人
で
作
り
ま
し
た
。
男
性
雑
誌

に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
ヌ
ー
ド
が
あ
り
、
映
画
や
車
の
記
事
が
あ

る
。『
ポ
パ
イ
』は
そ
れ
を
全
部
や
ら
な
い
と
宣
言
し
ま
し
た
」

―
―
そ
の
後
、『
ブ
ル
ー
タ
ス
』を
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

石
川 

「『
ポ
パ
イ
』卒
業
生
を
す
く
い
上
げ
る
雑
誌
で
す
。『
タ
ー
ザ
ン
』

『
ガ
リ
バ
ー
』も
編
集
長
と
し
て
創
刊
し
ま
し
た
」

森
本 

「
雑
誌
の
編
集
長
の
代
名
詞
み
た
い
な
人
で
す
ね
」

石
川 

「
森
本
さ
ん
も
、
新
し
い
時
代
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ
た
」

森
本 

「
い
や
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
し
く
な
い
と
言
わ
れ
、
不
遇
だ
っ

た（
笑
）。
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
に
出
て
い
た
時
も
長
髪
だ
っ
た
の
で
、

『
な
ん
だ
あ
い
つ
は
』と
い
う
投
書
が
た
く
さ
ん
来
ま
し
た
よ
」

石
川 

「
森
本
さ
ん
が
異
端
だ
っ
た
と
い
う
感
じ
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

異
端
っ
て
い
う
人
種
も
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
気

分
っ
て
高
校
時
代
の
３
年
間
に
育
ま
れ
た
気
は
し
ま
せ
ん
か
」

森
本 

「
僕
は
国
語
の
秩
父
良
子
先
生
（
本
科
７
期
）
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
。
秩
父
先
生
は
国
語
の
時
間
に
よ
く
も
の
を
書
か
せ
た
。
書

い
た
も
の
か
ら
こ
ち
ら
の
性
格
や
指
向
を
分
析
し
て
く
れ
た
」

石
川 

「
僕
が
一
番
好
き
だ
っ
た
の
は
美
術
や
体
育
の
１
０
０
分
授
業
。

体
育
は
安
覚（
安
藤
覚
）さ
ん
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
お
前
ら
は
女
性
の

多
い
学
校
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
体
育
の
時
間
は
１
年
中
、

ラ
グ
ビ
ー
や
っ
て
い
ろ
、
と
言
わ
れ
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
」

森
本 

「
今
考
え
る
と
、
挫
折
と
背
中
合
わ
せ
の
青
春
時
代
を
過
ご
せ

た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
受
験
に
失
敗
し
て
入
っ
た

富
士
高
で
は
自
分
を
含
め
て
人
間
の
弱
さ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
俺
が
俺
が
と
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
た
り
、
俺
は
正
し
い
と
居
丈

高
に
主
張
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
世
の
中
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や

価
値
観
が
あ
る
の
だ
と
い
う
姿
勢
を
富
士
高
で
学
び
ま
し
た
よ
」

―
―
石
川
さ
ん
は「
俺
が
、
俺
が
」に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

石
川 

「
雑
誌
は
一
人
で
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
一
人
で
作
っ
た

ら
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。
周
り
の
連
中

と
一
緒
に
面
白
が
れ
る
こ
と
を
し
な
い
と
雑
誌
な
ん
か
で
き
な
い
ん

で
す
。
船
頭
役
は
や
り
ま
す
が
、
い
か
に
面
白
い
仲
間
を
集
め
る
か
、

環
境
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
」

（
２
０
１
９
年
10
月
29
日
、
カ
フ
ェ
・
ド
・
ヴ
ァ
リ
エ
テ
で
。
文
・

相
川
浩
之
、
写
真
・
落
合
惠
子
）

石川次郎（いしかわ・じろう、
高校12期＝1960年卒）
編集者。41年東京生まれ。
早稲田大学商学部卒。海外
旅行の代理店に就職。66
年平凡出版（現・マガジン
ハウス）に入社、『平凡パン
チ』の編集を担当。76年『ポ
パイ』の創刊に携わり、そ
の後、『ブルータス』『ター
ザン』『ガリバー』を編集長
として創刊。

森本毅郎（もりもと・たけ
ろう、高校10期＝1958
年卒）キャスター。39年東
京生まれ。63年慶應義塾
大学文学部卒業後、ＮＨＫ
入局。80年4月から『ニュ
ースワイド』キャスター。
84年ＮＨＫ退職、フリーに。
『噂の！東京マガジン』（Ｔ
ＢＳ系テレビ）、『森本毅郎・
スタンバイ！』（ＴＢＳ系
ラジオ）に出演。
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東
大
卒
業
後
、
競
技
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
た
井
出

洋
介
さ
ん
。
自
然
音
を
生
か
し
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
音
楽
の
作
曲

の
ほ
か
、
携
帯
電
話
緊
急
地
震
速
報
の
ア
ラ
ー
ム
音
な
ど
も
手
掛
け

る
小
久
保
隆
さ
ん
。
高
校
26
期
の
二
人
を
後
押
し
し
た
の
は
、
富
士

高
校
の
自
由
な
空
気
だ
っ
た
。

―
―
お
二
人
は
ど
ん
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
す
か
。

井
出 

「
富
士
高
の
歴
史
の
中
で
も
、
最
も
自
由
で
、
生
き
生
き
と
し

て
い
た
時
代
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
な
。
母
は
第
五
高
女
の
生
徒
だ
っ

た
の
で
す
が
と
て
も
規
律
が
厳
し
い
学
校
だ
っ
た
ら
し
い
。
４
歳
上

の
姉
は
学
校
群
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
最
初
の
年
に
富
士
に
入
っ
た

の
で
す
が
、
ま
だ
学
生
運
動
も
激
し
か
っ
た
。
学
校
群
制
度
も
定
着

し
て
、
毎
年
30
～
40
人
が
東
大
に
合
格
す
る
よ
う
に
な
る
我
々
の
時

代
は
、
勉
強
も
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
よ
く
遊
ん
だ
」

「
富
士
は
昭
和
25（
１
９
５
０
）
年
に
共
学
に
な
っ
て
か
ら
も
男
女

比
が
１
対
２
く
ら
い
の
時
代
が
続
い
た
の
で
す
が
、
学
校
群
制
度
に

な
っ
て
、
徐
々
に
男
女
が
同
数
に
な
っ
て
き
て
、
女
学
校
の
イ
メ
ー

ジ
が
薄
ら
ぎ
ま
し
た
。
し
か
も
、
我
々
は
私
服
が
許
さ
れ
て
い
た
の

で
、
私
服
を
着
て
く
る
人
も
多
く
、
見
た
目
、
教
室
が
カ
ラ
フ
ル
で

し
た
。
そ
れ
も『
自
由
さ
』
を
印
象
付
け
た
と
思
い
ま
す
」

小
久
保 

「
井
出
と
は
１
年
の
時
に
同
級
で
、
井
出
が
学
校
に
自
転
車

で
行
く
途
中
に
俺
の
家
が
あ
っ
た
の
で
、
入
学
し
た
て
の
頃
は
学
校

ま
で
よ
く
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。
中
学
も
一
緒
だ
っ
た
」

「
思
い
出
す
の
は
放
課
後
の
活
動
。
最
初
に
管
弦
楽
部
に
入
り
ま
し

た
。
中
学
校
の
時
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
い
て
サ
ッ
ク
ス
を
や
っ
て
い

た
。
で
も
管
弦
楽
に
は
サ
ッ
ク
ス
が
な
い
。
そ
う
し
た
ら
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
や
る
人
間
が
い
な
い
か
ら
や
れ
と
言
わ
れ
て
や
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
合
宿
に
行
く
と
弦
楽
器
や
管
楽
器
は
パ
ー
ト
練
習
が

厳
し
い
。
打
楽
器
は
そ
ん
な
に
や
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、『
お
祭
り
担

当
』
に
な
っ
た
。
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
の
段
取
り
を
す
る
な
ど
、
部
の
た

井出洋介（いで・ようすけ、
高校26期＝1974年卒）
56年東京生まれ。東京大
学文学部卒業後、マージャ
ンの競技プロに。卒論は「麻
雀の社会学」。麻雀名人位
（通算５期）、王座などタイ
トル多数。「賭けない」「（お
酒を）飲まない」「（たばこ
を）吸わない」健康マージャ
ンの普及活動に尽力。著書
多数。

め
の
遊
び
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
役
割
で
し
た
」

―
―
小
久
保
さ
ん
は
、
軽
音
楽
部
を
作
っ
て
、
同
時
に
活
動
す
る
。

小
久
保 

「
高
１
の
時
に
好
き
な
や
つ
が
集
ま
っ
て
バ
ン
ド
を
や
っ
て

い
た
。
鎌
田
洋
一
さ
ん
と
か
津
田
治
彦
さ
ん
と
い
っ
た
プ
ロ
で
も
活

躍
し
た
先
輩
も
い
た
。
正
式
な
部
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か
も
う
る
さ
い

か
ら
文
句
を
言
わ
れ
る
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
、

顧
問
の
先
生
を
つ
け
て
、
２
年
の
時
に
何
人
か
で
立
ち
上
げ
た
」

「
鎌
田
さ
ん
が
音
楽
的
な
才
能
も
あ
り
精
神
的
支
柱
だ
っ
た
ん
だ
け

れ
ど
、
学
生
運
動
が
き
っ
か
け
で
高
校
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
鎌
田

さ
ん
や
津
田
さ
ん
は
そ
の
後
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
と
い
う
バ
ン
ド
を
作
っ
た
り
、

ず
っ
と
活
躍
し
て
い
て
、
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る
」

―
―
電
気
通
信
大
学
に
入
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

小
久
保 

「
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が
や
り
た
か
っ
た
か
ら
」

―
―
井
出
さ
ん
も
初
め
は
小
久
保
さ
ん
と
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
た
。

小
久
保 

「
高
校
２
年
の
時
の
文
化
際
の
エ
マ
ー
ソ
ン
・
レ
イ
ク
・
ア

ン
ド
・
パ
ー
マ
ー
の『
展
覧
会
の
絵
』の
演
奏
は
す
ご
か
っ
た
」

井
出 

「
ギ
タ
ー
と
キ
ー
ボ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
キ
ー
ス
・
エ

マ
ー
ソ
ン
は
す
ご
い
キ
ー
ボ
ー
ド
奏
者
で
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
ご
ま

か
し
て
似
せ
る
か
苦
労
し
た
」

「
高
校
２
年
の
後
半
く
ら
い
か
ら
友
人
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
熱
が
高
ま
り
、

大
喜
び
で
教
え
始
め
る
。
僕
は
５
歳
か
ら
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
っ
て
い
る

富
士
の
自
由
に
後
押
し
さ
れ

や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に

井
出
洋
介
さ
ん（
競
技
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ロ
）×
小
久
保
隆
さ
ん（
環
境
音
楽
家
）
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か
ら(

笑)

。
高
校
３
年
に
な
る
と
固
定
メ
ン
ツ
も
で
き
て
」

「
軟
式
野
球
部
に
も
入
っ
て
い
ま
し
た
」

小
久
保 

「
井
出
み
た
い
に
頭
の
い
い
や
つ
は
運
動
は
苦
手
だ
っ
た
り

す
る
の
に
体
育
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
ん
だ
よ
ね
」

井
出 

「
大
学
の
時
は
何
を
し
よ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
結
論
が
出
な

い
か
ら
、
好
き
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
バ
ン
ド
は
、
名

人
戦
で
３
連
覇
し
た
頃
は
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
後
、

ま
た
始
め
ま
し
た
」

小
久
保 

「
俺
は
あ
ま
り
音
楽
を
知
ら
ず
、
井
出
に
教
え
て
も
ら
い
、

プ
ロ
グ
レ（
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ロ
ッ
ク
）に
は
ま
っ
た
」

「
井
出
の
や
り
方
は
効
率
が
い
い
。
無
駄
を
し
な
い
」

井
出 

「
高
校
２
年
ま
で
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と
ど

こ
も
進
学
で
き
な
い
と
い
う
時
に
、
基
礎
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
自
信
を
も
っ
て
答
え
ら
れ
え
る
よ
う
に

の
世
界
で
は
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
原
稿
を
書
い
た
り

マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
の
講
師
を
務
め
た
り
し
ま
し
た
。
女
性
た
ち
が

マ
ー
ジ
ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

女
性
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
に
は
力
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手
に
な
ら
な
く
て
も

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
み
ん
な
が
す
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
め
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

小
久
保 

「
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が
普
及
す
る
中
で
、
ヤ
マ
ハ
で
教
室
の

講
師
を
し
た
り
し
た
の
は
井
出
と
一
緒
。
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が
使
え

る
と
い
う
だ
け
で
ス
タ
ジ
オ
ワ
ー
ク
の
仕
事
も
ど
ん
ど
ん
来
た
」

―
―
小
久
保
さ
ん
は
癒
し
の
音
楽
を
作
っ
て
い
る
。

小
久
保 

「
Ｙ
Ｍ
Ｏ
が
ヒ
ッ
ト
し
て
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
が
は
や
っ
た
頃
、

そ
う
し
た
音
楽
を
作
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
て
作
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、

楽
し
く
な
か
っ
た
。
30
代
前
半
、
本
気
で
自
分
探
し
を
し
た
。
行
き

着
い
た
の
が
自
然
の
音
だ
っ
た
。
俺
の
中
で
は
社
会
と
音
、
音
楽
の

関
係
性
を
整
え
る
と
い
う
の
が
最
終
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
な
わ
け
。
テ

ク
ノ
ポ
ッ
プ
が
あ
っ
て
情
報
過
多
に
な
っ
て
脳
が
疲
れ
る
。
こ
の
疲

れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
い
た
」

―
―
地
震
速
報
の
音
作
り
な
ど
の
仕
事
も
さ
れ
て
い
る
。

小
久
保 

「
日
常
か
ら
非
日
常
に
一
気
に
脳
を
変
え
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
、
非
日
常
を
作
っ
た
ん
で
す
」

し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
わ
か
ら
な
い
問
題
は
堂
々
と
捨
て
た
。

そ
の
頃
か
ら
結
構
勝
負
強
か
っ
た（
笑
）」

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
、
早
い
リ
ー
チ
だ
っ
た
ら
、
相
手
の
待
ち
な
ん
て

わ
か
り
っ
こ
な
い
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
時
に
悩
ん
で
も
仕
方
が
な
い
。

自
分
の
都
合
で
打
つ
と
か
、
迷
い
を
少
な
く
す
る
の
が
大
事
」

―
―
お
二
人
は
ど
ち
ら
が
先
に
社
会
で
芽
が
出
た
？

小
久
保 

「
学
生
時
代
か
ら
稼
い
で
い
た
か
ら
俺
の
ほ
う
が
早
い
か
な
。

音
楽
で
食
え
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
大
学
院
に
も
進
ん
だ
け

れ
ど
、
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
て
中
退
し
た
」

井
出 

「
大
学
４
年
の
時
に
、
今
、
卒
業
す
る
と
食
え
な
い
と
思
い
留

年
し
た
。
そ
の
１
年
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
ば
か
り
や
っ
て
い
て
、
自
信
が

つ
い
て
、
卒
論
で『
麻
雀
の
社
会
学
』を
書
い
て
卒
業
し
よ
う
と
し
た
。

そ
う
し
た
ら
教
授
が『
な
ん
だ
こ
れ
は
』と
い
う
。
補
助
論
文
を
書
い

て
卒
業
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
麻
雀
の
社
会
学
は
そ
の
後
、
麻
雀

新
聞
が
取
り
上
げ
て
く
れ
、
普
通
の
人
が
僕
の
こ
と
や
マ
ー
ジ
ャ
ン

を
理
解
す
る
の
に
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
プ
ロ
と
し
て
暮
ら
し
て
い
け
た
の
で
す
か
。

井
出 
「
東
大
卒
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
プ
ロ
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
子
供
の
親
が
ク
レ
ー
ム

を
つ
け
、
続
け
ら
れ
な
く
な
り
、
雀
荘
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
し

て
食
い
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
世
界
は
俺

―
―
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
は
年
齢
的
な
衰
え
は
な
い
の
で
す
か
。

井
出 

「
あ
る
能
力
は
以
前
よ
り
衰
え
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
ど
う
い
う
能
力
で
補
う
か
と
い
う
問
題
で
す
ね
。
マ
ー
ジ
ャ

ン
は
心
が
折
れ
た
ら
負
け
る
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
変
な
手
を
打
っ
て
し

ま
っ
て
負
け
た
と
思
う
と
負
け
ま
す
。
プ
ロ
と
し
て
自
分
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
せ
な
く
な
っ
た
ら
や
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
大
丈
夫
だ
か
ら
現
役
を
続
け
て
い
る
。
勝
て
ば
ツ
キ
、
負
け
れ

ば
腕
と
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
言
っ
て
い
っ
て
い
て
、
若
い
頃
は
戒
め
の

言
葉
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
小
久
保
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
は
何
に
力
を
入
れ
る
？

小
久
保 

「
今
は
映
像
も
や
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
映
像
と
音
楽
を
統

合
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は
お
も
て
な
し
の
空
間
づ
く
り
に
興
味
が

あ
り
ま
す
」

―
―
富
士
高
校
の
自
由
さ
が
お
二
人
の
才
能
を
引
き
出
し
た
。

小
久
保 

「
社
会
に
い
る
と
自
分
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
に

自
由
が
あ
る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
い
て
そ
こ
に
行
こ
う
と
す
る
。

俺
た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
っ
た
か
ら
行
け
た
の
だ
と
思
う
」

井
出 

「
富
士
高
が
我
々
を
止
め
る
こ
と
が
な
く
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

行
か
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

（
２
０
１
９
年
５
月
９
日
、
あ
づ
ま
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

落
合
惠
子
）

小久保隆（こくぼ・たかし、
高校26期＝1974年卒）
環境音楽家、音環境デザイ
ナー、メディア・プロデュ
ーサー。56年東京生まれ。
80年電気通信大学大学院
中退。自然が持つ人の心を
癒す力に注目し、現代人の
心に優しく響くリラクゼー
ション音楽を作曲。携帯電
話緊急地震速報のアラーム
音などもデザイン。
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東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
第
６
号
館
Ａ
棟
の
19
階
に
あ
る

検
事
総
長
室
を
訪
ね
る
と
、
美
し
い
海
外
の
山
々
の
写
真
が
壁
に
飾

ら
れ
て
い
た
。「
人
生
に
お
い
て
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
。

妻
と
国
内
外
の
山
々
に
登
り
続
け
、
国
内
の
百
名
山
は
も
と
よ
り
、

海
外
も
南
極
以
外
の
全
大
陸
の
山
々
に
足
を
運
び
ま
し
た
」
と
、

２
０
１
４
年
７
月
、
検
事
総
長
に
就
任
し
た
大
野
恒
太
郎
さ
ん（
高

校
22
期
）
が
に
こ
や
か
に
語
る
。
検
察
官
の
仕
事
は
忙
し
い
が
、
仕

事
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
家
族
や
趣
味
を
大
事
に
す
る
大
野
さ
ん
。
検

察
の
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
て
も「
富
士
高
生
ら
し
さ
」
は
失
っ
て
い

な
か
っ
た
。

─
─
奥
様
の
佳
津
子（
か
づ
こ
）さ
ん
は
、
高
校
３
年
の
時
の
同
級
生
。

「
ク
ラ
ス
で
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
席
替
え
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
た
び
に
彼
女
の
隣
に
座
り
ま
し
た（
笑
）。
彼
女
と
は
、
大
学
卒
業

直
前
に
結
婚
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
生
計
を
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、
司
法
試
験
を
受
け
、
法
律
家
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

法
律
家
に
な
れ
ば
、
世
の
中
の
役
に
立
て
、
自
分
の
人
生
も
開
け
る

と
思
い
ま
し
た
」

─
─
法
律
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
か
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
理
屈
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
法
律

を
仕
事
に
す
る
こ
と
は
自
分
に
向
い
て
い
る
と
思
っ
て
、
東
大
法
学

部
に
入
り
ま
し
た
。
で
も
、
大
学
で
法
律
を
学
ん
で
い
る
と
き
は
、

抽
象
的
な
話
ば
か
り
で
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
司
法
試
験

に
合
格
し
、
司
法
修
習
生
に
な
る
と
、
法
律
が
俄
然
、
面
白
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
法
律
は
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
当
て
は
め
て
、
初
め
て

生
き
て
く
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
場
合
は
、
法
的
に
ど
う
解
決
す
る

か
―
―
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
成
り
立
ち
ま
す
。
そ
れ
を
１
つ
ひ

と
つ
考
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」

─
─
司
法
試
験
に
合
格
す
る
と
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
の
い

ず
れ
に
も
な
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
検
察
官
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

「
そ
の
と
き
は
検
事
は
人
気
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

で
面
白
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
検
事
が
嫌
に
な
れ
ば
、
い
つ
で
も

弁
護
士
に
な
れ
る
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
」

─
─
な
ぜ
人
気
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
当
時
は
、『
反
権
力
』『
自
由
業
』
と
い
う
点
で
弁
護
士
に
人
気
が

あ
り
ま
し
た
。
検
事
は
給
料
は
安
く
、
転
勤
も
多
く
、
大
変
な
だ
け

と
思
う
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
」

─
─
検
察
官
と
い
う
と
、
今
の
若
い
人
は
、
木
村
拓
哉
主
演
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ『
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ（
ヒ
ー
ロ
ー
）』を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
昔
、
放
送
さ
れ
た『
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ（
ヒ
ー
ロ
ー
）』
は
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
検
事
個
人
の
力
量
や
正
義
感
、
取
り
組
み
姿
勢
が
事
件
の

処
理
に
影
響
す
る
と
い
う
の
は
、
番
組
が
描
い
て
い
る
通
り
だ
と
思

い
ま
す
」

「
事
件
は
、
被
害
者
を
含
め
た
当
事
者
に
と
っ
て
、
一
生
の
一
大
事

で
す
か
ら
、
検
事
の
毎
日
は
真
剣
勝
負
で
す
。
検
事
に
な
っ
て
す
で

に
40
年
近
く
。
仕
事
は
き
つ
く
て
大
変
で
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
り
、

退
屈
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
様
々
の
事
件
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
、
い
ろ
い
ろ
な
境
遇

の
人
に
接
し
ま
し
た
」

大野恒太郎 （おおの・こう
たろう、高校22期＝1970
年卒）52年東京生まれ。74
年に東京大学法学部を卒業、
司法修習生。76年検事任官。
法務事務次官、東京高等検
察庁検事長等を経て2014
年7月、検事総長。16年9
月に退官。森・濱田松本法
律事務所客員弁護士。趣味
は山歩き（現在も続けてい
る）、読書、音楽鑑賞。

臆
す
る
こ
と
な
く

法
曹
界
を
目
指
し
て
ほ
し
い

大
野
恒
太
郎
さ
ん

「
拘
置
所
の
取
調
室
で
、
夕
焼
け
の
西
の
空
に
そ
び
え
る
富
士
山

が
あ
ま
り
に
美
し
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
父
親
く
ら
い
の
年
齢
の

被
疑
者
に
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
二
人
で
し
ば
ら
く
無
言
で
眺
め

て
い
る
と
、
彼
が
突
然
、
泣
き
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

る
人
間
臭
い
仕
事
で
す
」

─
─
検
察
が
対
象
に
す
る
事
件
は
普
通
の
刑
事
事
件
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
法
律
違
反
の
事
件
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
大
変
で
す
ね
。

「
様
々
な
分
野
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
特

捜
部
に
い
た
と
き
は
証
券
取
引
や
金
融
取
引
も
勉
強
し
ま
し
た
。
ま

た
、
検
察
の
仕
事（
捜
査
、
公
判
）
の
ほ
か
、
法
務
省
で
は
、
法
務

行
政
や
制
度
立
法
も
担
当
し
ま
し
た
。
司
法
制
度
改
革
で
は
、

内
閣
司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
事
務
局
の
次
長
を
務

め
、
十
数
本
の
法
律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
、
法
科

大
学
院
の
創
設
、
法
テ
ラ
ス

（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

高
校
22
期
・
元
検
事
総
長
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の
設
立
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
」

─
─
捜
査
、
公
判
で
は
、
ど
ん
な
事
件
に
関
わ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

「
東
京
地
検
特
捜
部
時
代
に
は
、
東
京
佐
川
急
便
事
件
、
金
丸
事
件

な
ど
に
関
わ
り
ま
し
た
」

─
─
自
民
党
副
総
裁
だ
っ
た
金
丸
信
氏
が
東
京
佐
川
急
便
か
ら
５
億

円
の
ヤ
ミ
献
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
政
治
資
金
規
正
法
違
反
の
罰

金
が
20
万
円
だ
っ
た
こ
と
に
、
不
満
を
漏
ら
す
国
民
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
ね
。

「
そ
れ
で
検
察
庁
の
看
板
に
黄
色
の
ペ
ン
キ
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
脱
税
事
件
で
金
丸
氏
を
逮
捕
し
、
そ

の
公
判
も
担
当
し
ま
し
た
。
地
検
特
捜
部
に
は
丸
４
年
、
続
い
て
金

丸
事
件
の
公
判
に
１
年
従
事
し
ま
し
た
が
、
特
捜
部
時
代
は
土
日
も

ま
っ
た
く
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
し
た
」

─
─
検
事
総
長
に
な
ら
れ
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
力
を
入
れ
る
お
考
え

で
す
か
。

「
捜
査
公
判
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
従
来
取

り
調
べ
で
自
白
を
得
た
後
、
そ
の
自
白
を
内
容
と
す
る
供
述
調
書
を

裁
判
所
に
証
拠
と
し
て
採
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
や
り
方
が
長
く
続

い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
や
り
方
は
日
本
だ
け
の
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
時
代
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
も
は
や
、
そ
の
よ

う
な
や
り
方
は
通
じ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

社
は
課
徴
金
が
全
額
免
除
さ
れ
、
刑
事
告
発
も
事
実
上
免
れ
る
と
い

う
制
度
）
を
導
入
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
も
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の
企
業
の
犯
罪
で
は
、
上
司
の
命

令
に
は
絶
対
に
逆
ら
わ
な
い
社
員
ば
か
り
で
し
た
が
、
い
ま
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
反
す
る
こ
と
を
す
れ
ば
会
社
は
つ
ぶ
れ
る
と
考
え

る
社
員
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

会
社
を
救
お
う
と
い
う
考
え
に
な
れ
ば
、
取
引
に
応
じ
る
社
員
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
」

「『
取
引
』
と
い
う
と
印
象
は
悪
い
の
で
す
が
、
正
直
に
話
を
し
た

も
の
が
損
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
制
度
だ
と
も
言
え
，
事
件
の
全
容

を
解
明
し
た
り
、
世
の
中
を
よ
く
す
る
と
い
っ
た
正
当
な
目
的
の
実

現
の
た
め
に
は
司
法
取
引
も
一
つ
の
選
択
肢
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

─
─
裁
判
員
制
度
な
ど
の
司
法
制
度
改
革
の
次
に
、
検
察
改
革
に
取

り
組
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

「
未
来
志
向
の
検
察
改
革
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
も

無
理
を
す
れ
ば
数
年
は
持
つ
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
20
～
30
年
後

ま
で
は
絶
対
に
持
た
な
い
。
裁
判
員
制
度
の
導
入
時
は
法
務
省
、
裁

判
所
に
も
反
対
論
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
司
法
制
度
改
革
を
進
め

た
結
果
、
今
や
裁
判
員
制
度
は
良
い
制
度
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
検
察
改
革
も
屈
せ
ず
に
進
め
た
い
で
す
ね
」

─
─
こ
れ
か
ら
法
曹
界
を
志
す
、
高
校
の
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

れ
か
ら
は
自
白
よ
り
も
客
観
証
拠
を

重
視
す
る
流
れ
を
強
め
て
い
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
」

「
検
察
・
警
察
の
密
室
で
の
取
り
調

べ
が
問
題
と
な
り
、
取
り
調
べ
の
録

音
・
録
画（
可
視
化
）
の
対
象
範
囲

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
な
っ
た
根
本
の
原
因
は
、
何
よ

り
も
、
取
り
調
べ
や
供
述
調
書
に
大

幅
に
依
存
し
た
捜
査
に
無
理
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
自
白
以
外
で
証
拠
を
集
め
る
方
法
も
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」

「
法
制
審
議
会（
法
相
の
諮
問
機
関
）
が
司
法
取
引
の
導
入
な
ど
を

含
む
刑
事
司
法
制
度
の
改
革
案
を
答
申
し
ま
し
た
」

「
司
法
取
引
と
い
う
の
は
、
一
定
の
企
業
犯
罪
や
暴
力
団
が
関
係
す

る
こ
と
の
多
い
薬
物
犯
罪
等
に
お
い
て
、
実
行
犯
に
、『
真
実
を
話
せ

ば
、
起
訴
を
し
な
い
、
あ
る
い
は
求
刑
を
軽
く
す
る
』
と
い
う
よ
う

な
約
束
を
し
て
共
犯
に
つ
い
て
正
直
に
話
を
さ
せ
、
背
後
に
い
る
首

謀
者
に
迫
る
や
り
方
で
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
広
く
採
用
さ
れ
て
い

る
制
度
で
す
。
独
占
禁
止
法
の
改
正
で
導
入
さ
れ
た
課
徴
金
減
免
制

度（
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
＝
談
合
や
カ
ル
テ
ル
を
最
初
に
申
告
し
た
会

は
あ
り
ま
す
か
。

「
ど
ん
な
仕
事
で
も
組
織
の
論
理
と
自
己
の
信
念
の
折
り
合
い
を
ど

う
つ
け
る
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
法
曹
界
は
、
基
本
的
に
、
正

論
、
合
理
性
が
支
配
す
る
世
界
で
す
」

「
民
主
国
家
に
お
い
て
法
秩
序
は
市
民
生
活
や
社
会
・
経
済
の
基
盤

で
す
。
司
法
制
度
改
革
に
よ
り『
社
会
生
活
に
お
け
る
医
師
』
と
し

て
の
法
曹
の
活
動
領
域
は
今
後
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
国
際
化
も
進

ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
」

「
法
律
を
学
ん
で
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
志
の
あ
る
人
は
、

臆
す
る
こ
と
な
く
、
法
曹
界
を
目
指
し
て
、
能
力
や
個
性
を
発
揮
し

て
も
ら
い
た
い
」

「
し
っ
か
り
法
律
を
勉
強
す
る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
人
間
相
手

の
仕
事
で
す
か
ら
、
視
野
が
狭
く
面
白
み
の
な
い
人
は
伸
び
な
い
と

思
い
ま
す
。
法
律
以
外
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
で
す
」

─
─
法
曹
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
富
士
高
校
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
は
多
い
の

で
す
か
。

検
察
だ
け
で
な
く
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
法
学
の
研
究
者
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
人
が
か
な
り
多
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
１
４
年
12
月
９
日
、
最
高
検
察
庁
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写

真
・
上
瀧
守
）
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第
19
代
最
高
裁
長
官
に
就
任
し
た
大
谷
直
人
さ
ん（
高
校
23
期
）

に
お
話
を
伺
う
た
め
、
東
京
・
隼
町
の
最
高
裁
の
執
務
室
を
訪
ね
た
。

机
に
は
、
同
期
の
野
田
收
さ
ん
の
新
島
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
作
品
が
飾

ら
れ
て
い
た
。
富
士
高
校
の
美
術
教
師
を
長
年
務
め
た
佐
藤
美
智
子

先
生
の
50
年
展（
２
０
１
５
年
）
を
開
い
た
と
き
も
足
を
運
び
、
受

付
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
た
大
谷
さ
ん
。
三
権
の
長
と
い
う
重
責
を
担

い
な
が
ら
、
富
士
高
校
時
代
を
忘
れ
な
い
姿
に
親
し
み
を
感
じ
た
。

─
─
大
谷
さ
ん
は
ど
ん
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
す
か
？

「
ご
く
普
通
の
富
士
高
生
で
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
最
初
、
背
が
高

い
の
で
バ
レ
ー
部
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
向
い
て
い
な
い
こ
と
を

知
っ
て
す
ぐ
に
や
め
、
テ
ニ
ス
部
に
移
り
ま
し
た
。
で
も
テ
ニ
ス
に

打
ち
込
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
。
生
徒
会
活
動
も
し
な
か
っ
た
の
で
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
存
在
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
最
近
は
裁
判
官
と
い
う
仕
事
柄
か
同
期
生
の
中
で
珍
し
が
ら
れ

ま
す
が
、
皆
の
先
頭
を
切
っ
て
走
っ
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
生
徒

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
で
も
、
富
士
高
の
水
は
と
て
も
合
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

才
能
を
持
っ
た
友
人
た
ち
が
い
た
の
で
す
が
、
い
い
意
味
で
、
普
通

の
高
校
だ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
。
勉
強
一
筋
で
は
な
い
進
学
校
、
個

性
的
な
才
能
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
高
校
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る

と
、
か
え
っ
て
各
自
が
、『
個
性
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う

使
命
感
を
背
負
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
面
も
あ
る
の
で
は
？
そ
の
意

味
で
、
富
士
高
校
は『
目
立
と
う
』
と
す
る
必
要
の
な
い
、
自
然
体

の
雰
囲
気
の
あ
る
高
校
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。『
こ
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
余
り
感
じ
ず
に
や
り
た
い
こ
と

を
や
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
」

「
私
は
、
比
較
的
本
を
よ
く
読
ん
だ
方
だ
と
思
い
ま
す
。
岩
波
文
庫

で
言
え
ば
、
黄
色
の
帯（
日
本
の
古
典
）
を
除
く
全
般
の
ジ
ャ
ン
ル

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
言
え
ば
、
２
年
生
の
ク
ラ
ス
で
文

集
を
作
り
、
そ
の
最
後
に
、
20
年
後
の
某
月
某
日
に
西
郷
さ
ん
の
銅

像
の
前
で
会
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
20
年
後
の
そ
の
日
に
多
く
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
上
野
に
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
皆
で
今
の
新
し
い
富
士
高
の
校
舎
を
見
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
図
書
室
で
、『
魔
の
山
』（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
）

の
図
書
カ
ー
ド
を
見
た
ら
、
私
が
最
後
で
、
そ
の
あ
と
は
誰
も
借
り

て
い
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）」

─
─
高
校
時
代
の
こ
と
を
も
う
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
担
任
は
１
年
の
と
き
は
数
学
の
竹
内
庸
雄
先
生
。
２
年
の
と
き
が

国
語
の
秩
父
良
子
先
生
。
３
年
が
国
語
の
川
島
第
二
郎
先
生
で
し
た
。

学
校
群
制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
先
生

方
に
は
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。
選
択
科
目
で
は
美
術
を
と
っ
た
の
で

す
が
、
一
番
の
良
き
思
い
出
は
、
写
生
で（
そ
れ
を
口
実
に
）
教
室

の
外
に
出
ら
れ
た
こ
と
か
な（
佐
藤
先
生
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
）。

３
年
間
ク
ラ
ス
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

「
服
装
は
３
年
の
時
に
自
由
に
な
り
ま
し
た
が
、
結
局
標
準
服（
学

生
服
）
を
着
て
い
ま
し
た
。
い
ま
ど
き
の
若
い
男
子
に
は
詰
襟
は
あ

ま
り
は
や
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
服
さ
え
着
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
、
私
に
は
気
が
楽
で
し
た
」

大谷直人（おおたに・なおと、
高校23期＝1971年卒）
52年北海道生まれ。75年
に東京大学法学部を卒業し、
同年司法修習生。77年東京
地方裁判所判事補。2015
年最高裁判所判事に任命さ
れ、18年1月9日付で第19
代最高裁判所長官に就任。
好きな言葉は「人間は努力
する限り迷うものだ」（ゲ
ーテ「ファウスト」）

〝
歩
く
六
法
全
書
〟で
は

良
き
法
律
家
に
な
れ
な
い

大
谷
直
人
さ
ん

高
校
23
期
・
第
19
代
最
高
裁
判
所
長
官

「
中
学
校
は
杉
並
の
神
明
中
学
で
し
た
が
、
32
群
に
合
格
し
た
ク

ラ
ス
の
男
子
の
中
で
、
私
だ
け
が
西
高
で
は
な
く
富
士
高
で
、『
女

子
生
徒
が
多
い
か
ら
男
子
は
昼
休
み
校
庭
の
隅
の
方
に
追
い
や
ら

れ
る
ら
し
い
ぞ
』
と
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
フ
ェ
イ

ク
で
し
た
。
む
し
ろ
、
自
然
体
の
高
校
生
活
だ
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、

女
子
の
皆
さ
ん
の
健
全
な
パ
ワ
ー
の
お
か
げ
の
よ
う
に
も
思
っ
て

い
ま
す
」

「
も
っ
と
も
、
当
時
の
社
会
状
況
を
反
映
し
、
３
年
間
を
通
じ

て
、
卒
業
式
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
い
っ
た
出
来
事
は
あ
り
ま
し

た
。
特
に
３
年
生
の
と
き
は
、
ど
う
す
べ
き
か
私
な
り
に
悩

ん
だ
も
の
で
す
」

─
─
東
大
法
学
部
を
目
指
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
将
来
、

裁
判
官
に
な
ろ
う
と
高
校
時
代
に
思
っ
た
の
で

す
か
。

「
い
え
。
裁
判
官
に
な
る
な
ん

て
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
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た
。
司
法
試
験
に
受
か
っ
た
後
、
当
時
は
司
法
研
修
所
で
２
年
間
の

修
習
を
受
け
た
の
で
す
が
、
４
分
の
３
以
上
が
過
ぎ
た
段
階
に
な
っ

て
、
裁
判
官
を
志
望
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
」

─
─
司
法
試
験
は
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

「
高
校
時
代
に
は
、
自
分
の
将
来
の
職
業
ま
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
法
学
部
を
受
け
た
の
は
、
政
治
学
の
コ
ー

ス
選
択
や
転
部
な
ど
、
教
養
学
部
の
後
の
選
択
肢
が
広
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
法
律
学
を
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
結

局
司
法
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
正
直
言
っ
て
余
裕
は
全
く

な
く
、
半
年
余
り
は
必
死
に
勉
強
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
起
き
て

い
る
間
は
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
」

─
─
な
ぜ
裁
判
官
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

「
司
法
試
験
を
受
け
る
と
き
は
、
漠
然
と『
弁
護
士
に
な
ろ
う
か
な
』

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。社
会
派
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ『
判
決
』
が
好
き
で
、

仲
谷
昇
、
河
内
桃
子（
若
い
人
た
ち
に
は
？
？
？
で
し
ょ
う
か
）
ら

が
演
じ
る
弁
護
士
像
が
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
、
今
で
い
う『
町
弁
』

が
頭
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
ド
ラ
マ
で
は
裁
判
官
が
主
役
を
演
じ
る
こ
と
は
な
く
、

今
で
も
静
止
画
像
み
た
い
な
感
じ
で
出
て
く
る
こ
と
が
多
い（
笑
）。

た
し
か
に
、
弁
護
士
、
検
察
官
と
比
べ
る
と
、
画
像
的
に
は
、
派
手

葉
を
使
う
の
は
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、『
や
り
が

い
』
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
仕
事
に『
興
味
』
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
人
間

や
社
会
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
」

─
─
最
高
裁
刑
事
局
長
と
し
て
裁
判
員
制
度
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
、
裁
判
員
た
ち
が
老
練
な
裁
判

官
に
丸
め
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

危
惧
は
な
い
の
で
す
か
。

「
裁
判
員
を
丸
め
込
も
う
な
ど
と
考
え
る
裁
判
官
は
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
裁
判
員
の
皆
さ
ん
は
、
真
摯
に
裁
判
に
向
き
合
い
、
納
得
の

い
く
結
論
に
至
ろ
う
と
努
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
官
に
そ
ん

な
底
意
が
感
じ
ら
れ
た
ら
、
即
座
に
強
い
拒
否
反
応
が
出
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
裁
判
員
裁
判
で
の
裁
判
官
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
裁
判
官
が
裁
判
員
へ

の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
持
っ
て
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を

出
発
点
と
し
た
議
論
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
裁
判
が
終
わ
る
と
全
事
件
で
裁
判
員
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
実
施
以
来
裁
判
員
を
経
験
し
た
人
の
９
割

以
上
が『
や
っ
て
よ
か
っ
た
』
と
答
え
て
も
ら
っ
て
お
り
、
裁
判
員

制
度
は
相
応
に
安
定
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

さ
は
な
い
。
で
も
、
修
習
を
通
じ

て
、
頭
の
中
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
職
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
」

「
裁
判
は
法
曹
三
者（
裁
判
官
・

検
察
官
・
弁
護
士
）
で
成
り
立
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
法
律
家
を
目

指
す
以
上
、
裁
判
官
も
一
つ
の
選

択
肢
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

「
も
っ
と
も
、正
直
な
と
こ
ろ
、ス
タ
ー
ト
の
時
点
で『
こ
の
道
一
筋
』

と
い
う
よ
う
な
覚
悟
が
で
き
て
い
た
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
東
京
地
裁
が
最
初
の
職
場
で
し
た
が
、
初
め
て
法
廷
の
裁
判
官

席
に
座
っ
た
と
き
、
布
施
明
の
歌（『
落
ち
葉
が
雪
に
』）
の
一
節『
ど

う
し
て
僕
は
こ
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
』
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
」

─
─
裁
判
官
は
面
白
い
仕
事
で
す
か
？

「
裁
判
所
は
、
紛
争
、
事
件
を
解
決
・
処
理
す
る
機
関
で
す
。
裁
判

官
は
、
刑
事
裁
判
だ
け
で
な
く
、
民
事
裁
判
で
も
、
人
の
一
生
を
左

右
す
る
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で『
面
白
い
』
と
い
う
言

か
」

「
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
裁
判
官
が
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
緊
張
感

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
」

─
─
若
い
後
輩
に
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
高
校
を
卒
業
し
て
２
年
も
す
る
と
く
じ
で
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
に
、
我
々
が
生
き
て
い
る
こ

の
社
会
に
つ
い
て
、
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
上

で
、
裁
判
の
仕
組
み
や
実
際
の
裁
判
に
も
対
象
を
広
げ
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
。
で
き
れ
ば
、ぜ
ひ
裁
判
の
傍
聴
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
」

（
詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.courts.

go.jp

の『
見
学
・
傍
聴
案
内
』
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
）

「
そ
し
て
、
法
律
家
と
い
う
職
業
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
よ
く

『
六
法
が
頭
に
入
っ
て
い
る
な
ん
て
、
す
ご
い
で
す
ね
』
な
ど
と
言

わ
れ
ま
す
。
法
律
家
と
い
う
と
、『
歩
く
六
法
全
書
』
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
詰
め
込
み
主
義
で
頭
の
硬
く
な
っ

た
人
は
法
律
家
と
し
て
活
躍
で
き
ま
せ
ん
。
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
柔
軟
に
現
実
を
見
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
人
こ
そ
、
法
曹
界

に
加
わ
っ
て
も
ら
い
力
を
ふ
る
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

（
２
０
１
８
年
３
月
22
日
、
最
高
裁
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

落
合
惠
子
）
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かつて白衣が制服化していた時代がある。
学園紛争後、1970（昭和45）年に私服

が認められた。普段着となった校内で、本
来化学の実験に着用するとして購入された
白衣が、化学の時間以外にも日常的に羽織
られていたのである。卒業生にFacebook

で白衣の着用について尋ねたところ、日常
的に着ていた時期は昭和47～ 56年頃が
ピークとわかった。
寒いからとか、美術や書道で汚れるから
とか、休み時間にバレーボールで汚れるか
らとか、実用性が重視され、日々着ている
うちに、校内で制服化していったのではな
いだろうか。そののち、美術部員が始めた
のか、白衣をキャンバスに絵を描く人、墨
痕鮮やかに筆書きする書道家、英文字でサ
インを走らせる人も出てきた。
白衣は医学生のような清潔さというより
も、汚れを防ぐための割烹着のような存在
であり、自己表現の道具でもあった。（榊原）

富士高校に初めてプールが出来たのは、
1954（昭和29）年9月。完成には10か月
かかった。プールの整地には作業員に加え、
高校7期の男子生徒が体育の時間の大半を
使って協力した。イチョウの大木の移植作
業や、穴掘り工事などに汗を流して頑張っ
た。
プールの仕様は、短水路縦25ｍ、横13

ｍ、6コースで、最深部３ｍ。高さ３ｍと
1ｍの飛込台がついていた。神宮外苑プー
ルや日大、早大、東大などと並んで、都内
都立高校唯一の公認プールとして、水泳連
盟より許可を得たという。翌年6月のプー
ル開きには、元オリンピック選手古橋広之
進氏らが招かれた。また、別の日には「世
界記録に挑む会」が開かれ、有力選手が参
加し、７つの世界新記録が生まれた。
体育の授業では高飛込台から、全員が足

からでも飛びこまされた。当時でも、高飛
込台のあるプール設備は希少であった。
現校舎では武道場の屋上にプールがある。

富士のプールは話題性に事欠かない。（榊原）

●富士高トリビアtrivia
白衣 プールシンデレラ階段 天文台

1990（平成2）年に現校舎ができ、2階
の玄関につながる正面階段がいつしかシン
デレラ階段と呼ばれるようになった。
田辺純一さん（高校53期）によれば、「こ

の階段の蹴上部に絵を描き、階段の一番下
から最上部までを一枚の絵に仕立てた作品
が平成11年の文化祭に初めて登場した」
という。
代々美術部が文化祭の装飾を担当してい

て、以前は「門」など立体物が定番であった。
平成11年の担当となった美術部員、西崎
大河さん（高校53期）は立体物よりもイラ
ストが得意であった。「自分の強みを生かし、
何か革新的な作品を作れないか」との考え
から生み出されたのが階段装飾だった。大
きな絵を階段に合わせて短冊状に切り離し、
一段毎に貼りつけて仕上げていった。
以来、シンデレラ階段の装飾は、文化祭

の定番となっているし、最近は北門の階段
も装飾されるようになった。 （榊原）

学生時代は足を踏み入れたことのない謎
の場所だったが、天文台が学校選びの決め
手となった人もいる。1961（昭和36）年、
旧校舎の誕生と同時に天文部が創部された。
新旧両方の天文台を経験した天文部部長、
久世智さん（高校44期）は、「ドーム回転は
手動から自動になり、口径15cmの五藤光
学研究所の屈折望遠鏡も健在」という。
活動は夜だけと思いきや、昼は太陽の黒

点観測や天気図の作成を行う。文化祭前は
プラネタリウム作り。プリンカップ利用の
夕焼け投影機、星座投影機などすべて自作。
投影機は30cm樹脂半球を黒く塗装し、星
の穴をあける。大きさは西高に啓発され、
翌年は直径50cmに。番組はカセットに音
声とBGMを入れてドラマ仕立てにした。
月1度、学校で行う徹夜観測では、天文

台の望遠鏡で惑星の観測をし、屋上で天体
写真撮影などをする。唯でさえ星の見えに
くい都会の空で、天候不順も多かった。夏
合宿は、高気圧の安定した時期をねらい、星
空を求めて信州などへ出かけている。 （榊原）

昭和48年の休み時間 平成26年　文化祭 太陽の黒点観測初代プール
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「
教
師
が
出
前
を
と
る
の
に
生
徒
が
と
っ
て
何
が
悪
い
」
と
高
校
時

代
、
教
室
に
出
前
を
と
っ
て
怒
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
コ
メ
ダ

社
長
の
臼
井
興
胤
さ
ん（
高
校
29
期
）。「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
」

「
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
み
た
い
」
と
、
常
に
、
常
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
新
し
い
職
を
求
め
て
き
た
。

―
―
高
校
時
代
を
振
り
返
る
と
―
―
。

「
勉
強
も
、
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
初
め
て
の
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
中
身
が
す
ご
く
濃
か
っ
た
。
女
性
の
場
合

は
小
学
生
く
ら
い
か
ら
大
人
に
な
り
始
め
る
け
れ
ど
、
男
性
の
場
合
、

高
校
時
代
か
ら
一
気
に
大
人
に
駆
け
上
が
る
」

―
―
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
波
瀾
万
丈
で
す
。

「
26
歳
の
時
に
結
婚
し
て
５
年
で
離
婚
。
再
婚
し
て
か
ら
こ
の
前
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
子
供
は
32
歳
か
ら
13
歳
ま
で
い
ま
す
」

「
離
婚
し
た
１
年
後
に
三
和
銀
行
を
辞
め
ま
し
た
。
母
は
最
初
の
女

房
を
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、『
離
婚
し
て
今
度
は
ゲ
ー
ム
会
社

に
行
く
？
あ
な
た
の
人
生
は
終
わ
っ
た
わ
ね
』
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。
父
は『
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
」

「
当
時
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
校
経
営
大
学
院
）
と
現
地
法
人
の
５
年
間
に
及
ぶ
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
駐
在
か
ら
帰
国
。
頭
取
直
下
の
企
画
部
政
策
班
の
所
属
に
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
政
策
決
定
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
期
計
画
を
立
て
る

時
は
毎
日
午
前
１
時
～
２
時
ま
で
食
事
も
せ
ず
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
銀
行
は
護
送
船
団
方
式
と
い
わ
れ
、
ど
ん
ぐ
り
の

背
比
べ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
戦
え
な
い
な
と
感
じ
、
名
物
経
営
者
が

い
て
、
世
界
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
た
く
さ
ん
作
ろ
う
と
し
て
い
た
セ

ガ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」

「
当
時
、
セ
ガ
は
中
途
採
用
を
中
止
し
て
い
た
の
で
す
が
、
中
山
隼

雄
社
長
に
手
紙
を
書
い
た
ら
食
事
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
場
で
採
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。
37
歳
で
取
締
役
に
な
り
ま
し
た

が『
会
社
の
金
は
自
分
の
金
と
思
っ
て
使
え
。
海
外
に
行
く
と
き
は

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
乗
ら
ず
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
乗
り
、
浮
い
た
お
金

で
部
下
を
連
れ
て
い
け
ば
金
は
生
き
る
』
と
中
山
社
長
に
言
わ
れ
ま

し
た
。
彼
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
」

―
―
後
に
セ
ガ
の
社
長
に
な
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
。

「
セ
ガ
を
辞
め
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

真
似
事
を
し
た
後
、
ナ
イ
キ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
最
高
執
行
責
任
者（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
に
。
ナ
イ
キ

以
降
は
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
仕
事
を
変
え
ま
し
た
。
セ
ガ
の
激

烈
な
経
営
者
と
仕
事
を
し
た
経
歴
が
魅
力
だ
っ
た
よ
う
で
す
」

「
ナ
イ
キ
ジ
ャ
パ
ン
の
次
の
社
長
は
自
分
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
米
国

か
ら
社
長
が
来
る
こ
と
に
な
り
ブ
チ
切
れ
て
い
た
時
に
、
社
長
を
助

け
る
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の
ポ
ス
ト
を
用
意
す
る
と
い
う
話
が
米
国
の
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
本
社
か
ら
あ
り
、
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
移
り
ま
し
た
。
飲
食

業
は
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
入
社
す
る
前
に
夜
８
時
か
ら
12
時
ま

で
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
19
歳
の
バ
イ
ト
が
お
客

様
の
目
線
に
立
ち
な
が
ら
し
っ
か
り
と
指
導
を
し
て
く
れ
る
。
こ
こ

な
ら
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
天
職
を
得
た
と
思
い
ま
し
た
」

「
し
か
し
、
パ
チ
ン
コ
・
パ
チ
ス
ロ
事
業
の
サ
ミ
ー
の
傘
下
に
入
っ

て
い
た
セ
ガ
か
ら
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
以
前
セ
ガ
で
は
Ｃ
Ｓ（
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
用
）
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
と
も

と
セ
ガ
の
Ａ
Ｍ
ビ
ジ
ネ
ス（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
業
務
用

ゲ
ー
ム
機
の
開
発
、
製
造
、
販
売
）
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
セ
ガ

に
戻
り
ま
し
た
。
1
年
後
に
全
体
を
見
る
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
」

―
―
コ
メ
ダ
の
社
長
に
な
っ
た
理
由
は
。

「
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
元
部
下
に
聞
い
た
ら
、『
外
食
の
中
で
は
臼

井
さ
ん
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る〝
人
間
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
〟
が
で
き
る
店
』
と
い
う
の
で
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

創
業
者
の
加
藤
太
郎
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
モ
デ
ル
を
作
っ
た
。
居
心

地
の
良
い
ソ
フ
ァ
、
新
聞
読
み
放
題
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
―
―
。

そ
う
い
っ
た
も
の
で
く
る
ま
れ
て
い
る〝
空
気
感
〟
が

支
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
空
気
感
を
磨
い
て

い
き
た
い
で
す
。
木
曜
日
の
朝
は
現

場
に
出
て
コ
ー
ヒ
ー
を

い
れ
て
い
ま
す
」

（
２
０
１
８
年
12

月
21
日
、
東
京
・

千
代
田
の
コ
メ
ダ

東
京
事
務
所
で
。

文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・
落
合

惠
子
）

臼井興胤 （うすい・おきた
ね、高校29期＝1977年
卒）58年松山市生まれ。
高校時代は軟式テニス部。
83年一橋大学商学部卒。
三和銀行入行。93年セガ・
エンタープライゼス（セガ）
入社。2006年日本マクド
ナルド最高執行責任者
（COO）。08年セガ社長。
13年コメダ社長、14年コ
メダホールディングス社長。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し

い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
挑
戦

臼
井
興
胤
さ
ん

高
校
29
期
・
コ
メ
ダ
社
長
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情
報
シ
ス
テ
ム
大
手
、
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
前
社
長
、
謝

敷
宗
敬
さ
ん
。
米
国
で
新
興
企
業
を
支
援
し
て
い
る
校
條
浩
さ
ん
。

高
校
24
期
の
同
期
で
あ
る
二
人
は
、
時
代
の
最
先
端
を
行
く
仕
事
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
道
の
り
は
必
ず
し
も
一
直
線
で
は
な
か
っ
た
。

―
―
お
二
人
は
富
士
高
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
。

謝
敷 

「
た
だ
、ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
、ボ
ー
ル
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。『
白

い
歯
を
見
せ
る
な
』、『
水
を
飲
む
な
』
と
言
わ
れ
、
う
さ
ぎ
跳
び
な

ど
の
体
力
強
化
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
い
ま
考
え
る
と
、
サ
ッ
カ
ー

が
強
く
な
る
た
め
に
ゲ
ー
ム
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
な
ど
の
体
系
的

な
指
導
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
す
」

校
條 

「
米
国
に
移
住
し
て
、
そ
れ
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が

払
拭
さ
れ
ま
し
た
。
水
を
飲
ん
で
も
い
い
、
う
さ
ぎ
跳
び
は
膝
に
悪

い
、
そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
は
専
門
の
コ
ー
チ
が
教
え
る
―
―
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
あ
の
頃
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
確
か

に
あ
り
ま
す（
笑
）。
サ
ッ
カ
ー
は
大
好
き
で
テ
レ
ビ
で
む
さ
ぼ
る
よ

う
に
見
て
い
た
け
れ
ど
、
僕
は
体
力
が
な
か
っ
た
の
で
ク
ラ
ブ
活
動

の
サ
ッ
カ
ー
は
楽
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
娘
は
米
国
の
学
校
に

通
い
ま
し
た
が
、
米
国
で
は
、
体
力
が
な
か
っ
た
り
運
動
神
経
が
よ

く
な
か
っ
た
り
す
る
子
で
も
専
門
の
コ
ー
チ
が
上
手
に
教
え
て
そ
れ

な
り
に
花
が
咲
く
ん
で
す
」

―
―
お
二
人
は
ど
ん
な
高
校
生
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

校
條 

「
高
校
生
活
は
サ
バ
イ
バ
ル
で
し
た
。
学
校
も
落
第
せ
ず
、
好

き
な
サ
ッ
カ
ー
も
や
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
す
る
と
死
に
そ
う
に

疲
れ
て
勉
強
な
ん
か
で
き
な
い
。
家
に
帰
り
夕
食
を
済
ま
す
と
午
後

８
時
。
す
ぐ
に
寝
て
４
時
頃
に
起
き
て
勉
強
し
ま
し
た
。
主
要
科
目

と〝
雑
科
目
〟に
分
け
て
主
要
科
目
だ
け
に
集
中
し
て
、
雑
科
目
は
捨

て
ま
し
た
。
今
の
言
葉
で
い
う
と〝
選
択
と
集
中
〟で
す
ね（
笑
）」

「
将
来
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
は
ま
っ
た
く
見
え
て
い
な
か
っ
た
。

で
も
、
英
語
は
ま
じ
め
に
勉
強
し
た
か
な
。
受
験
の
た
め
の
英
語
は

興
味
な
く
て
ラ
ジ
オ
英
会
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
謝
敷
君
は
帰
国

「
米
国
留
学
で
Ｉ
Ｔ
の
パ
ワ
ー
を
知
る
」謝
敷

「
独
立
し
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
」校
條

謝
敷
宗
敬
さ
ん（
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
前
社
長
）×
校
條
浩
さ
ん（
米
Ｎ
Ｓ
Ｖ
ウ
ル
フ・キ
ャ
ピ
タ
ル
代
表
）

子
女
だ
っ
た
の
で
国
際
感
覚
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
僕
は
国
内
で
育
ち
、

な
ぜ
英
語
の
勉
強
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
の
か
は
不
思
議
で
す
」

謝
敷 

「
学
校
群
に
な
っ
て
間
も
な
い
か
ら
女
性
と
男
性
の
比
率
が
４

対
３
く
ら
い
だ
っ
た
」

校
條 

「
そ
の
後
男
女
が
同
数
に
な
る
け
れ
ど
、
女
性
が
多
い
ほ
う
が

特
長
が
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
５
歳
上
の
長
兄
が
西
高
出
身
な

ん
で
す
。
僕
も
西
高
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
学
校
群
制
度
に

な
っ
て
富
士
に
回
さ
れ
た
。
う
な
だ
れ
て
入
学
し
た
ん
で
す
。
で
も

１
週
間
く
ら
い
で
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
。
こ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
に
入

れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
毎
日
が
サ
バ
イ
バ
ル
で
し

た
が
、
女
性
に
精
神
的
に
助
け
ら
れ
た
」

謝
敷 

「
男
女
比
が
７
対
３
み
た
い
な
と
こ
ろ

は
き
つ
い
と
思
う
な
。
サ
バ
イ
バ
ル
が
余
計

き
つ
く
な
る
」

校
條 

「
社
会
に
出
て
か
ら
思
い
出
し
て
も
富

士
の
女
性
は
自
慢
で
す
。
米
国
に
行
っ
て
女

性
が
活
躍
す
る
の
を
見
て
も
、
富
士
の
経
験

が
あ
る
か
ら
何
の
違
和
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。

女
性
た
ち
は
賢
く
て
大
人
で
し
た
。
男
性
を

上
手
に
立
て
て
く
れ
る
子
が
多
か
っ
た
」

「
西
高
と
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
し
て
ぼ
こ
ぼ

こ
に
や
ら
れ
る
ん
だ
け
ど
、
女
性
た
ち
は
応

援
し
て
く
れ
る
。
家
庭
科
で
料
理
の
授
業
が

あ
る
と『
食
べ
て
』
と
言
っ
て
、
必
ず
、
料

理
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」

―
―
人
気
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
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校
條 

「
ち
や
ほ
や
し
て
く
れ
た
だ
け
で
。
彼
女
た
ち
に
は
別
に
付
き

合
っ
て
い
る
人
が
い
た
り
す
る
ん
で
す（
笑
）」

謝
敷 
「
同
級
生
同
士
で
結
婚
し
た
や
つ
は
多
い
よ
ね
」

―
―
付
き
合
っ
て
い
る
男
女
は
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

謝
敷 

「
優
先
順
位
の
付
け
方
が
間
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い（
笑
）。

僕
は
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
り
す
る
の
が
好
き
で
し
た
。
秋
葉
原
に
部
品

を
買
い
に
行
っ
た
り
。
そ
ん
な
時
間
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」

―
―
本
当
は
理
科
系
が
向
い
て
い
た
の
で
は
。

謝
敷 

「
物
理
や
化
学
は
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、
全
体
を
大
き
く
見
る

こ
と
が
好
き
で
し
た
。
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
は
ほ
と
ん
ど
読
み
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
細
か
い
計
算
問
題
を
解
く
の
は
面
倒
だ
な
と
思
っ
て
し

ま
っ
て
。
や
た
ら
に
で
き
る
人
が
周
り
に
い
て
、
こ
っ
ち
で
は
勝
て

な
い
な
と
思
っ
た
の
も
文
系
に
行
っ
た
理
由
で
す（
笑
）」

「
大
学
は
経
済
学
部
。
物
作
り
に
興
味
が
あ
っ
た
の
と
海
外
に
行
っ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
新
日
鉄
に
決
め
ま
し
た
。
入
社

す
る
と
な
ぜ
か
経
理
部
に
配
属
さ
れ
た
。
大
学
の
時
は
会
計
学
は
何

の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
が
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
く
て
関

心
が
持
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
会
社
に
入
っ
た
ら
す
ご
く
わ
か
っ

た（
笑
）。経
理
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
共
通
す
る〝
言
語
〟

だ
か
ら
、
向
こ
う
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
」

「
当
時
は
鉄
の
事
業
が
曲
が
り
角
で
、
新
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
ら
取
り
組
ま
ず
Ｍ
＆
Ａ（
合
併
・
買

収
）
を
検
討
し
た
方
が
い
い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

85
年
に
米
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
留
学
し
て
企
業
買
収
を
学
び
ま
し
た
。

留
学
し
て
い
る
と
き
に
パ
ソ
コ
ン
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
表
計
算

ソ
フ
ト
を
知
り
ま
し
た
。
当
時
は
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
日
本
は
負
け
る
、
と
思
い
ま
し
た
」

「
帰
国
し
て
配
属
さ
れ
た
の
が
新
設
さ
れ
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部

門
。
い
く
つ
か
の
企
業
の
買
収
を
検
討
し
ま
し
た
」

―
―
校
條
さ
ん
は
東
京
大
学
の
理
学
部
に
入
学
し
た
。

校
條 
「
高
校
時
代
は
サ
バ
イ
バ
ル
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
大

学
１
、２
年
は
自
由
な
生
活
を
謳
歌
し
ま
し
た
。
３
年
に
な
っ
て
か

ら
化
学
科
に
進
み
、
修
士
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。
小
西
六
写
真
工

業（
現
・
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）に
入
り
、
研
究
開
発
部
門
に
配
属
さ
れ
、

主
力
製
品
で
あ
る
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
改
良
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
会
社
を
将
来
は
引
っ
張
っ
て
行
こ
う
、
と
い
う
気
概
に
溢
れ
て

い
た
時
期
で
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
仕
事
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
た
ま
た
ま
『
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
性
能
は
倍
々
の
ス
ピ
ー
ド

で
向
上
す
る
』
と
い
う
法
則
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
カ
メ
ラ
の
画

質
に
適
用
し
て
計
算
し
て
み
た
ら
、
30
年
く
ら
い
の
間
に
写
真
フ
ィ

ル
ム
の
画
質
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
画
質
が
上
回
る
こ
と
が
分
か
り
、

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
が
一
生
捧
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
会
社

の
根
幹
が
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
役
員
に
デ
ジ
タ
ル
分
野
に
乗
り

出
す
準
備
を
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
直
談
判
し
ま
し
た
が
、
取
り
つ

く
島
も
な
い
。
そ
の
中
で
数
人
の
経
営
幹
部
が
こ
っ
そ
り
と
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
、
米
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
三
菱
電
機
で
黎
明
期
の
Ｉ
Ｃ
事
業
を
担
当
さ
れ
た
方
が
会
社
に

招
聘
さ
れ
副
社
長
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
相
談
に
行
っ
た
ら
、
私
の

よ
う
な
若
造
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
」

「
後
日
談
で
す
が
、
留
学
か
ら
帰
国
し
て
、
真
っ
先
に
副
社
長
に
挨

拶
に
行
っ
た
ら『
お
前
、
帰
っ
て
き
た
の
か
。
優
秀
な
や
つ
は
だ
い

た
い
帰
っ
て
こ
な
い
も
の
だ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
で『
し
ま
っ

た
』
と
思
い
ま
し
た（
笑
）」

「
そ
の
後
、
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
を
展
開
す
る
に
は
技
術
だ
け
で
は
足

り
ず
、
事
業
を
起
こ
し
、
拡
大
す
る
た
め
の
経
営
戦
略
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
、
た
ま
た
ま
ボ
ス

ト
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
か
ら
声
が
か
か
り

ま
し
た
。『
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
経
営
戦
略
を
勉
強
し
た
ら
２
年

か
か
る
。
う
ち
に
来
た
ら
勉
強
が
で
き
て
、
給
料
ま
で
出
ま
す
よ
』

と
誘
わ
れ
転
職
を
決
め
ま
し
た
」

「
そ
こ
で
修
行
を
し
た
後
、
91
年
に
デ
ジ
タ
ル
世
界
の
総
本
山
で
あ

る
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
飛
び
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

―
―
お
二
人
と
も
、
一
直
線
に
進
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

校
條 

「
人
生
っ
て
計
画
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
お
か

し
い
と
か
、
こ
ち
ら
に
行
き
た
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
動
い
て
い
る
う

ち
に
、
世
界
の
流
れ
に
乗
っ
て
い
く
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」

謝
敷 

「
企
業
に
入
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
み
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
で
、
初
め
て
道
が
見
え
て
く
る
」

（
２
０
１
９
年
８
月
30
日
、
あ
づ
ま
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

芳
根
聡
）

校條浩 （めんじょう・ひろ
し、高校24期＝1972年
卒）54年生まれ。東京大学
理学部卒、同修士課程修了。
85年米MIT工学修士。小
西六写真工業（現・コニカ
ミノルタ）で研究開発に従
事。BCGを経て91年にシ
リコンバレーに移住。ベン
チャーキャピタルを立ち上
げ、米国のベンチャー企業
と日本企業を支援。

謝敷宗敬（しゃしき・むね
たか、高校24期）1953年
生まれ。77年東京大学経
済学部卒、新日本製鉄（現・
日本製鉄）入社。87年コー
ネル大学経営管理学修士課
程修了。2000年金融シス
テムソリューション部長。
02年新日鉄ソリューション
ズへ。12年同社社長。19
年日鉄ソリューションズに
社名変更、取締役相談役。
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令
和
元（
２
０
１
９
）
年
の
紫
綬
褒
章
を
東
京
大
学
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
教
授
の
佐
藤
隆
一
郎
さ
ん（
高
校
27
期
）
が
受
章

し
た
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
に
関
す
る
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

の
米
国
人
教
授
二
人
に
師
事
、
現
在
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を
食
品
機

能
で
達
成
す
る
応
用
研
究
に
努
め
て
い
る
。
高
校
１
年
の
時
の
同
級

生
で
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
に
よ
る
製
薬
な
ど

を
手
掛
け
、
現
在
は
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授
を

務
め
る
加
藤
尚
志
さ
ん
と
、
縦
横
無
尽
に
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

―
―
二
人
は
１
年
Ａ
組
の
同
級
生
。

加
藤 

「
隆
一
郎
は
、
周
り
か
ら
見
て
明
ら
か
に
で
き
る
人
だ
っ
た
。

僕
は
山
岳
部
に
入
っ
て
、
勉
強
す
る
暇
が
な
か
っ
た（
笑
）」

佐
藤 

「
理
系
の
科
目
は
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、
国
語
と
英
語
は
ダ
メ

で
し
た
」

加
藤 

「
隆
一
郎
の
父
親
は
経
済
学
者
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
理
系
に
」

佐
藤 

「
職
業
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
は
憧
れ
た
け
れ
ど
、

父
と
同
じ
分
野
で
は
敵
わ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
」

加
藤 

「
農
学
部
に
行
っ
た
の
は
な
ぜ
？
」

佐
藤 

「
農
学
に
す
る
か
薬
学
に
す
る
か
迷
い
ま
し
た
が
、
生
物
化
学

幕
開
け
の
時
代
。
農
芸
化
学
が
一
番
自
分
に
合
う
と
思
い
ま
し
た
」

加
藤 

「
東
大
の
農
芸
化
学
は
醸
造
関
係
で
歴
史
を
作
っ
て
き
た
と
こ

ろ
。
僕
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
医
薬
開
発
の
研
究
所
に
い
た
け
れ
ど
、

周
り
に
は
東
大
の
農
芸
化
学
の
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
」

―
―
加
藤
さ
ん
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
に
入
っ
た
の
に
生
物
学
や
医
薬

を
研
究
す
る
道
を
進
ん
だ
。

加
藤 

「
よ
く
『
な
ん
で
ビ
ー
ル
つ
く
っ
て
い
な
い
の
』
と
言
わ
れ
た

（
笑
）。
僕
は
い
つ
も
傍
流
に
い
る
ん
で
す
。
富
士
高
校
の
３
年
の
時

は
文
系
の
ク
ラ
ス
に
い
た
の
に
理
系
に
進
み
ま
し
た
し
」

「
現
役
で
は
文
学
部
を
受
験
し
た
の
で
す
が
、
全
部
断
ら
れ
ま
し
た

（
笑
）。
そ
の
頃
、
考
古
学
の
方
法
論
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

方
法
論
を
学
ぶ
な
ら
理
系
と
思
い
、
理
系
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
富
士
高
を
卒
業
し
た
５
歳
上
の
兄
が『
早
稲
田
の
教
育
学
部
な

ら
生
物
は
学
べ
る
よ
』
と
教
え
て
く
れ
て
、
受
験
し
、
合
格
し
ま
し

た
。
大
学
２
年
の
時
に
富
士
高
の
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
後
輩
を
引

率
し
て
山
に
行
っ
た
ら
、
後
輩
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
熱
射
病
で
し

た
。
命
へ
の
関
心
は
強
く
な
り
、
し
っ
か
り
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
亡
く
な
っ
た
彼
へ
の
義
務
だ
と
思
っ
て
、
今
で
も
毎
年
の
生

物
学
の
講
義
で
学
生
た
ち
に
そ
の
時
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
」

「
イ
モ
リ
の
ホ
ル
モ
ン
の
研
究
を
続
け
て
い
た
大
学
院
修
士
の
時
に

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
技
術
が
出
て
き
て
関
心
を
持
っ
た
の

で
す
が
、
大
学
で
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
先
生

に『
企
業
に
修
行
に
行
っ
て
き
ま
す
』
と
言
っ
て
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
に

就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
恩
師
に
は
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

―
―
佐
藤
さ
ん
は
就
職
せ
ず
に
大
学
に
残
っ
た
。

佐
藤 

「
博
士
課
程
が
終
わ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
は
職
に
就
け
ず
、
１
年

ほ
ど
研
究
生
と
し
て
苦
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
帝
京
大
学
薬
学

部
で
助
手
に
採
用
さ
れ
た
の
が
転
機
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
食

生
活
が
豊
か
に
な
り
生
活
習
慣
病
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
頃
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
制
御
し
て
動
脈
硬
化
を
抑
え
る
研
究
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
助
手
で
採
用
さ
れ
る
半
年
前
に
、
後
に
ボ
ス

に
な
る
恩
師
（
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
と
マ
イ
ケ
ル
・
ブ

ラ
ウ
ン
）
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
４
年

「
米
国
留
学
で
研
究
者
魂
を
学
ん
だ
」佐
藤

「
後
輩
に
20
年
間
の
経
験
を
伝
え
た
い
」加
藤

佐
藤
隆
一
郎
さ
ん（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）×
加
藤
尚
志
さ
ん（
早
稲
田
大
学
教
授
）
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後
に
手
紙
を
送
り
、
彼
ら
の
元
で
研
究
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
」

「
80
年
代
半
ば
、
留
学
先
を
決
め
る
作
業
を
し
て
い
る
と
、
加
藤
君

が
新
聞
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
全
面
広
告
に
出
て
い
ま
し
た
。
自
社
の

社
員
が
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
記
事
広
告
で
し
た
」

加
藤 

「
米
国
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
世
界
で
初
め
て
動
物
細
胞
を

使
っ
て
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
と
い
う
遺
伝
子
組
み
換
え
医
薬
の
創
製

に
成
功
し
た
の
で
、
こ
ん
な
広
告
が
出
ま
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
は
決

し
て
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
医
薬
に
進
出
す
る
と
聞
い

て
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
人
事
部
を
訪
ね
た
ら
『
イ
モ
リ
の
研
究
を
し

て
い
る
よ
う
な
人
は
要
ら
な
い
』と
断
ら
れ
た
。
で
も
、『
状
況
が
変

わ
っ
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
』
と
悪
あ
が
き
し
て
連
絡
先
を
残
し
て
き

た
ら
、
後
で
声
が
か
か
っ
た
。
キ
リ
ン
は
新
し
い
事
業
で
は
欲
し
い

人
材
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
キ
リ
ン
は
バ
イ
オ
医
薬

の
ト
ッ
プ
企
業
と
い
わ
れ
て
超
狭
き
門
に
な
っ
た
。
僕
は
バ
イ
オ
第

１
期
生
と
し
て
う
ま
く
潜
り
込
め
た
わ
け
で
す
」

「
赤
血
球
を
増
や
し
て
く
れ
る
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
と
い
う
薬
を
米

国
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
準
備
で

東
大
の
医
学
部
で
１
年
間
、
血
液
学
の
研
究
員
と
し
て
再
生
不
良
性

貧
血
の
患
者
さ
ん
の
尿
を
い
た
だ
い
て
抽
出
す
る
研
究
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
東
大
医
学
部
の
医
師
、
研
究
者
た
ち
の
優
秀
さ
、
凄
さ
を

知
り
、
今
で
も
良
い
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
僕
ら
よ

で
し
た
の
で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
」

「
米
国
に
は
４
年
間
い
ま
し
た
。
日
本
の
12
年
間
に
相
当
す
る
く
ら

い
濃
い
経
験
で
し
た
。
研
究
全
体
が
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
進
め
て
ら

れ
て
い
た
。
複
数
の
研
究
補
助
員
が
い
て
、
実
験
が
効
率
的
に
で
き

ま
し
た
。
通
常
は
２
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
を
７
〜
８
人
の
研
究
者

が
囲
む
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
の
で
す
が
、
僕
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
２
人
の
ボ
ス
と
３
人
で
議
論
し
て
進
め
ま
し
た
。
50
歳
だ
っ

た
彼
ら
は『
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
う
一
度
と
る
ぞ
』
と
い
う
勢
い
で
サ

イ
エ
ン
ス
に
臨
ん
で
い
た
。
議
論
を
し
て
い
る
と
、
虫
取
り
網
で
夢

中
に
な
っ
て
蝶
を
追
い
か
け
る
少
年
の
よ
う
な
澄
ん
だ
目
を
し
て
い

る
。
名
誉
職
的
な
仕
事
に
は
就
か
ず
、
生
活
の
大
半
の
時
間
を
真
理

の
探
究
に
充
て
て
い
る
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
加
藤
さ
ん
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
成
果
は
あ
っ
た
？

加
藤 

「
探
し
て
い
る
因
子
は
つ
い
に
見
つ
か
ら
ず
、
泣
く
泣
く
帰
国

し
ま
し
た
。
数
十
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
４
人
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た

り
先
に
成
功
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ア
ム
ジ
ェ
ン
と
い
う
バ
イ
オ
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
開
発
し
ま
し
た
。
日
本
に
戻
っ
て
き
て

赤
血
球
の
後
は
血
小
板
を
増
や
す
因
子
を
見
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
再
度
渡
米
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
校
で
研
究
員
と
し
て
４
年
過
ご
し
ま
し
た
」

―
―
佐
藤
さ
ん
も
留
学
す
る
。

佐
藤 

「
二
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
が
共
同
研
究
し
て
い
る
テ
キ
サ
ス

大
学
に
留
学
し
た
い
と
思
い
、
両
先
生
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
エ
ア

メ
ー
ル
し
た
ら
、
面
白
い
か
ら
来
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
中
か
ら
優
秀
な
研
究
者
が
集
う
組
織
で
、
得
意
な
技
術
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
生
き
残
る
の
に
必
須
で
し
た
。
そ
こ
で
、
離
日
前
に

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
を
独
学
で
習
得
し
ま
し
た
」

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
動
脈
硬
化
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
開

発
さ
れ
た
薬
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
の
詳
細
な
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
の
ま
ま

が
、
仲
間
と
ゼ
ロ
か
ら
や
り
直
し
て
、
因
子
が
見
つ
か
り
ま
し
た
」

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
因
子
を
、
我
々
を
含
め
世
界
の
４
グ
ル
ー
プ
が
同
時
に
発

見
し
て
、
特
許
も
同
じ
日
か
１
日
違
い
だ
っ
た
。
苛
烈
な
開
発
競
争

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
米
国
の
臨
床
試
験
で
活
性
を
中

和
す
る
抗
体
が
で
き
る
例
が
発
生
し
て
、
原
因
不
明
だ
け
ど
臨
床
開

発
は
断
念
す
る
憂
き
目
に
あ
い
ま
し
た
」

「
こ
う
し
た
20
年
間
の
企
業
で
の
経
験
を
若
い
人
に
伝
え
た
い
と
思

い『
修
行
し
て
き
ま
し
た
』
と
早
稲
田
大
学
に
戻
り
、
教
育
学
部
と

大
学
院
先
進
理
工
学
研
究
科
の
教
授
に
な
り
ま
し
た
」

―
―
佐
藤
さ
ん
は
留
学
か
ら
帰
国
。

佐
藤 

「
米
国
留
学
で
は
最
先
端
の
仕
事
が
で
き
ま
し
た
が
、
教
員
と

し
て
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
話
は
な
く
、
帝
京
大
学
に
戻
り
ま
し
た
。

半
年
後
、
阪
大
の
薬
学
か
ら
助
教
授
で
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

４
年
後
、
東
大
に
助
教
授
と
し
て
移
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
食
品
生

化
学
分
野
で
公
募
が
あ
り
、
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
」

「
紫
綬
褒
章
は
学
問
領
域
が
記
載
さ
れ
る
の
で
、
私
の
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
な
分
野
を
渡
り
歩
い
た
人
間
が
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
受
章
に
は
正
直
驚
き
ま
し
た
」

（
２
０
１
９
年
９
月
28
日
、
え
ん
酌
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

落
合
惠
子
）

加藤尚志（かとう・たかし、
高校27期＝1975年卒）
56年生まれ。80年早稲田
大学教育学部理学科生物学
専修卒、82年早稲田大学
大学院理工学研究科物理学
及応用物理学専攻修了。
82～2002年キリンビール
に勤務。遺伝子組み換えに
よる創薬に取り組む。02
年より早稲田大学教育・総
合科学学術院教授。

佐藤隆一郎 （さとう・りゅ
ういちろう、高校27期）
1956年生まれ。85年東京
大学大学院農学系研究科修
了。帝京大学薬学部助手、
テキサス大学博士研究員、
大阪大学薬学部助教授を経
て、99年より東京大学大学
院農学生命科学研究科助教
授。2004年同教授。17- 
19年日本農芸化学会会長。
19年紫綬褒章受章。
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「
校
友
の
１
０
０
年
」

生
徒
会
誌
か
ら
た
ど
る
第
五
、富
士
の
あ
の
日・あ
の
時

校
友
と
は

・創
立
か
ら
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
生
徒
会
の
機
関
誌
で
す
。

・１
年
に
１
度
発
行
さ
れ
、在
校
生
と
新
１
年
生
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

関東大震災と校友創刊の経緯
第五高女におい

て校友が産声を上
げたのは、大正13

（1924）年すなわ
ち関東大震災の翌
年でした。初代白
石校長の発刊の辞
には下記のような
経緯が記されています。
「かねてより創刊準備していたところ、
資金の全額を大震災救済のために差し出
してしまった。その後再び発刊円熟の境
に到達し、記録部員の力を集結した結果
がこの創刊号である。」
このとき第五高女は創立5年目。揺籃

期を経てまさに隆盛期を迎えようとして
いました。

「校友会」と校友雑誌
昭和初期の旧制中学および高等女学校

には、校長を会長、生徒を会員とする校
友会という学内組織がありました。その
多くは機関誌を発行しており、第五高女
の校友会においても同様の冊子の発刊が
待たれていました。

「あぁ気高き校友会誌」など、創刊号に
は生徒の喜びの声があふれています。表
現の場が限られていた時代、作品や研究
を発表できる雑誌を持つことは、生徒の
憧れでした。
学校生活の紹介という使命
一方で、校友

は学校生活の公
式な記録という
役割も担ってい
ました。
「校友は決して
単なる生徒の作
文雑誌でも文芸
雑誌でもありま
せぬ。本校の主義方針を社会に紹介し、
内部に於ける各種機関はいかに動きつつ
あるかを知ってもらう使命を帯びている
のです。」（創刊号編集後記）と意気軒昂
です。その言葉のとおり、第五高女の隆
盛と共に校友の内容も号を追って充実し
ていきます。
白石校長退職後に激動の時代へ
昭和14（1939）年の校友第18号は、

「白石校長記念号」と銘打たれ、氏の退
職を惜しむ声に満ちています。そして入
れ替わるように第五高女に戦争の影が迫
り、校友の運命も変転していくことにな
ります。

高らかに発刊の辞―
初代白石校長の時代

初代校長・白石正邦

校友創刊号・口絵より

（出典：校友創刊号/第18号）
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戦争前後の校友事情
第五高女の校友に戦争の影が射すのは、
昭和13年発行の第17号からです。以降、
校友は以下の表のような変遷をたどるこ
とになります。

男女共学開始と新たな問題
戦後の学制改革により都立富士高等学

校が生まれ、昭和25（1950）年、男女
共学が始まりました。新しい風が吹き込
む一方で、男女比率のアンバランスとい
う新たな問題を抱えることになったのは
旧高等女学校の宿命でしょうか。
女子が断然多いという実態
昭和20年代から30年代の校友では

「男女共学のあるべき姿」が繰り返し取
り上げられました。当時の入学者数の男
女差は右上の表のような状況でした。
特に昭和35年度以降は男子が女子の

約6割に留まり、そのために女子クラス
を２つ設けざるを得ない学年もありまし
た。このような共学の姿は不自然である

戦時下では「報國」と改称
太平洋戦争への突
入とともに校友会は
報國団となり、校友
も報國と名を変えて
発行されました。そ
の内容も勤労奉仕日
記や農場の作業記録
などに変わり、授業
が行われなくなったことが読み取れます。
また「一学級を一箇小隊、一学年を一箇
中隊、全校で二箇大隊とする。」（報國
20号）と軍隊になぞらえた修練強化の
組織が編成されました。
そして戦局が悪化した昭和19年、つ

いに校友は休刊を余儀なくされます。
間借り校舎での復刊
やがて戦争末期の
空襲によって校舎が
全焼し、第五高女は
校舎なき3年間を送
ることになります。
しかし困難な状況下
にあっても、昭和
22年、粗悪な紙に
ガリ版刷りで、校友は復刊されました。
その翌年からは体裁も新たに印刷物とし
て発行され、名実ともに復興への道を歩
みはじめます。

として、校友のアンケート「富士に望む
こと」の筆頭に男女同数が挙げられてい
ます。
学校群制度導入と男女差の解消
学校格差是正の目的で昭和42年度か
ら導入された学校群制度ですが、当初の
富士高の男女比率はほぼ旧制度と同じで
した。これを不満とする空気はあったも
のの、段階的な同数化が約束されたこと
や男子の進学実績が向上したことにより、
男女比率の問題は次第に校友から姿を消
すことになります。
男女同数までに22年の道のり
男子216名 /女子207名と、ほぼ同数
が実現したのは昭和47（1972）年度（高
校27期）からです。1975年発行の校友
で実施されたアンケートでは、男子
76.5%、女子79.0%と、共学に対する
高い満足度が得られました。
男女共学開始から実に22年。ようや

く理想の姿が実現したという思いが、多
くの人の胸に去来したのではないでしょ
うか。

戦争のあとさき―
校友の運命

理想の男女共学は
実現したか

昭和（西暦） 号数 校友の状況

13（1938）年 第17号 表紙に「国民精神総
動員」

14（1939）年 第18号
15（1940）年 第19号 紙質が落ちる
16（1941）年 休刊

17（1942）年 第20号
名称が「報國」となる

18（1943）年 第21号
19（1944）年
20（1945）年 休刊
21（1946）年
22（1947）年 第22号「校友」として復刊

昭和（西暦） 男子 女子 男女差
25（1950）年度
（共学開始） 100 150 50

35（1960）年度 150 250 100

38（1963）年度 165 289 124

42（1967）年度
（学校群開始） 171 270 99

（出典：校友（報国）17/18/19/20/21/22号）（出典：校友26号～49号/創立70周年記念誌）

校友第17号（1938年）より（部分）昭和30年代の校友より

報國 第20号

校友 第22号
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校友配布中止問題の発端
校友43号の巻頭言では、前年の羽田
闘争での機動隊突入の写真と共に「権力
の暴力」について述べられています。前
年までとはまったく様相の異なるこの記
事が「富士高をゆさぶった校友問題」（富
士新報117号）に発展しました。下記
はその経緯です。
新1年生に校友が配布されなかった
①校友43号の原稿を顧問教諭に提出

した際、「巻頭言」と「オポチュニスト」
に問題ありと指摘されたが、生徒側で対
応しないまま印刷した。
②刷り上がった校友を見て当時の校長
が新入生への配布を中止した。
③5月の生徒総会で、校友43号が新

1年生に配布されていない事実について
学校側に説明を求めた。
④5月末、明確な回答のないまま学校

昭和51（1976）年1月8日・始業式の日
寒風吹きすさぶ校庭で上半身裸になり、

ふるえながら臨時生徒総会開催を訴え続
けた生徒会役員の男子生徒がいました。
「君たちも寒いだろうが僕も寒いのだ。
がまんしてくれ」。
以下のような理由で生徒会解散案を提

出するというのが彼の主張でした。
●現在の生徒会は自治活動の意識が全く
ない状態で、ごく一部の生徒に依存して
運営されている。
●現状のままの存続は無力感を育てるだ
けでなく学校生活を害し、民主制のあり
方を歪めるものである。
●校内の悪根を断ち切って新たな学生生
活の道を開き、何らかの組織の必要性が
認識されたら、その建設を将来の富士高
生に委ねたい（それは必ずしも生徒会で
なくてもよい）。

から1年生に配布されるに至った。
3年間の問題提起と校友の休刊
学校側が折れた形で問題はうやむやに
なったものの、これをきっかけに印刷物
やビラの許可制などをめぐって学校と生
徒会が対立を深めていきます。43号 /44

号 /45号の校友誌上では、社会との関わ
りや教育のありかたなど、根源的な問い
かけがなされました。一部に過激な表現
はあるものの、これらの記事は大規模な
アンケートの公平かつ的確な分析結果に
基づいており、現在でも読むに値する内
容です。
しかし昭和46年の校友は発行されず、

戦時中を除いて唯一の休刊となりました。
変わったこと・変わらなかったこと
学力テストボイコット事件やバリケー
ド封鎖が起きた3年間は、のちに「富士
高が経験した高校紛争」として語られま
すが、その結末について知らないまま当
事者たちは卒業していきました。最も大
きな変化は私服での通学が認められたこ
とです。一方、掲示や集会などの許可制
は「届け出制」と名を変えて残り、学力
テストも継続して実施されました。
一陣の風のように吹き抜けた政治の季
節は、その後の「自由な富士高」への扉
を開いた3年間であったといえるのでは
ないでしょうか。

生徒会活性化は発足以来の課題
「どうすれば生徒会を活発にできるか」
とは、富士高生徒会が発足して以来、校
友で最も多く取り上げられたテーマのひ
とつでした。学園紛争の時代には生徒総
会で制服や許可制について活発に論議さ
れたこともありましたが、この頃は再び
沈滞期に入っていました。
臨時生徒総会で解散案否決
同月28日、生徒会解散案を議案とす

る臨時生徒総会が開かれました。2時間
半にわたる激論の末、出席者992名中
賛成144名をもって解散案は否決され、
生徒会の存続が決まりました。「否決さ
れてよかったで済まさずに、なぜ解散案
が出されたのかを考えてほしい」とは生
徒会長の言葉です。
解散案否決が残したもの
解散案をめぐる一連の顛末は、生徒会

活性化へのカンフル剤となったのでしょう
か。残念ながら、その後の生徒会運営に
目立った変化はありませんでした。しかし
生徒の心には確実に何かを残しました。
「ひとりの人間があれほど真剣になれる
ということを忘れてはいけないと思う」
（校友50号）
そして生徒会の役割も、自治活動の場

から文化祭や部活の執行機関へと、微妙
に変化していきます。

富士高をゆさぶった
校友問題

可決か否決か―
生徒会解散案

校友第43号（1968年）より

校友第50号(1976年)の見出し

（出典：校友43/44/45号/富士新報117号）（出典：校友50/52号）



●校友の100年⑦ ●校友の100年⑥

55 54Fuji 100th Anniversary Fuji 100th Anniversary

新しい若者文化が校友に
1970年代末から、校友には漫画やイ
ラストなどのビジュアル的要素が加わり、
映画論、漫画論も誌上を賑わせます。世
の中の風潮というだけでなく、学校群制
度も10年を経て、富士の生活を前向き
に楽しもうという気運が高まった結果で
しょうか。体育祭や文化祭がかつてない
ほどの盛り上がりを見せたのも同じ世代
からでした。
3年生主導のエンターテイメント
「富士高祭が電波に乗った日」（校友54

号）は、「文化祭に燃えに燃えた人たち」
として当時の富士高生がラジオ番組に出
演したときの様子を誌上で再現したもの
です。通常は受験勉強で忙しいはずの3

年生が「文化祭準備に100日をかけた」
と発言しています。演劇、映画、バンド、
アニメなど、そのどれもがハイレベルで
あったと評価されています。
進学実績もピークの世代
このラジオ番組では、富士高の進学校
としての側面も紹介されました。
「東大合格者40名・全国第15位…早稲
田135名・全国第2位 ...」
文武両道ならぬ「文遊両道」の学校と
して、文字通り百花繚乱の様相を呈して
いたのが、この時代の富士高といえるで
しょう。のちにミュージカルも加わり、
エンターテイメントの伝統は受け継がれ
ます。
マスゲームに熱狂した15年間
体育祭では、従来の応援合戦がマス
ゲームに進化して1980年代後半に最盛
期を迎えました。選曲や振り付けもすべ
て生徒が行い、学年全員がひとつになっ
て走り踊るパワーは毎年感動を呼び、最
大の人気プログラムとなりました。しか
し全員参加が次第に敬遠され、1996年
度から行われなくなったのは、ひとつの
伝統の終焉であったのでしょうか。
文化祭もかつてのように3年生が浪人

覚悟で取り組むという風潮は去り、富士
高生自身の意識も「普通の高校生」と変
化していきます。

サブカル・エンタメ
百花繚乱

最初の漫画投稿（部分）
校友第56号（1982年）より

「自由上履き制」の問題点
1980年代後半に富士高生であった人
に「土足問題」といえば「ああ、あれね」
という反応が返ってきます。
当時、昭和の鉄筋校舎はすでに四半世

紀を経て老朽化が目立ち、加えて校舎内
は上履きと土足が混在して土ぼこりが舞
うという様相を呈していました。当時は
具体的な指定のない「自由上履き制」を
採用しており、上履きと称してその実土
足で闊歩する生徒が多くいたためです。
この解決策として検討されたのが、学校
による「指定上履き制」の導入でした。
土足問題の背景にあった危機感
生徒の側では、指定上履き制を受け入

れることは、単に上履きにとどまらず富
士高の自由の根幹に関わる問題としてと
らえていました。
「このままだと上履きが決められたりし
て、自由が少しずつ私たちから遠ざかっ
てしまうかも… 」（校友59号）
自主解決への模索
生徒が自主的にけじめをつけることで

自由上履き制を守ろうと、生徒会でも
キャンペーンを繰り広げます。しかし当
座は土足が減るもののすぐに元に戻り、
結局は自主解決の道を諦めざるを得ない
状況になりました。
ついに指定上履き制へ
平成2（1990）年、新校舎竣工に向

けて学校指定の上履き制が導入されるこ
とになり、長く続いた土足問題にようや
く終止符が打たれました。現在の富士中
高では、学年別に色違いの上履き着用が
徹底されています。
富士の自由は失われたのか
附属中学校での制服義務化に伴い、高

校でも平成25（2013）年度から制服が
復活し、校内の様子は一変しました。や
はり土足問題で懸念された自由の喪失が
現実となったのでしょうか。
たかが上履き、されど上履き。これを

機に、誰もが「自由な富士」を標榜して
いた時代は過去のものとなっていきます。

土足問題で守りたかっ
た富士の自由

校友第59号（1985年）より

（出典：校友59/60/61号） （出典：校友54/56/68/69号）

いつも
うわばきを
はいている
59.3％
473人

ほとんど
土足
19.7％
157人

たまに
土足を
してしまう
21.0％
167人

〈土足〉…うわばきをはいてますか？
（797人中）
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作りやすい定番ページ
校友55号（1981年）から80号（2006

年）まで25年間続いた「富士っ子生態
学」は、タイトルや手法に若干の差はあ
るものの、主にアンケート調査で富士高
生の実態を浮き彫りにしようというペー
ジです。
長く続いた理由は、特集のようにテー
マを絞らず、間口が広く自由に作れる気
楽さの故でしょうか。
ひとくちに「生態」といっても、その

概念は多種多様。時代とともに変化して
いきます。
学校群時代は西高への対抗意識
初期の頃の生態学は、富士・西の比較
など、富士っ子のホンネを探っていまし
た。さらに「今年が最後だ学校群」では
進学校としての未来を悲観的に予測して
います。また、近隣の店で富士高の評判
を取材しているのも、富士っ子の社会的
ステータスを意識した表れではないで
しょうか。
等身大の富士っ子に
平成に入ってからは、休日の過ごしか
たや好みの芸能人のような、内向きで現
実的な生態調査に変化します。いわば等
身大の富士っ子をあぶりだしているとい
えます。たとえば制服着用者は何割くら
いか、携帯所持率はどれくらいか、など
生活面での生態を扱っているのも、平成
の富士っ子の特長です。
機関誌としての最後の砦
言い回しこそ違え、「富士高生とは何者
か」という問いかけは、歴代の校友が手
がけてきた永遠のテーマでした。これが
あるからこそ、校友は機関誌としての体
裁を保ってきたと言えるでしょう。しか
し2007年から富士っ子のページがなく
なったことで、校友の位置づけもまた転
機を迎えます。

25年間続いた
「富士っ子生態学」

校友第66号（1992年）より

（出典：校友55～80号）

スリムになった新世代校友
平成22（2010）年に富士が中高一貫
校になり、校友にも大きな変化が生じま
した。中学、高校それぞれの校友が必要
になったためでしょうか。ページ数が激
減し、50ページという薄さになってし
まいました。（2012年度以降の校友を
ここでは「新世代校友」と呼ぶことにし
ます。）
それまで全体の約半分を占めていたク

ラス紹介のページがなくなり、主な内容
は以下のようになりました。
・三大行事（体育祭、富士祭、合唱祭）の
紹介
・部活と委員会の紹介
・学年ページ（修学旅行報告など）

新世代校友の特長
まずイラストや写真が多いこと、つま

り文字が少ないことが特長です。
新入生にとっては、富士高の学校生活

を知る入門書でもあります。
構成要素の変遷

2019年発行の新世代校友における構
成要素を10年前、20年前と比較してみ
ると、その変遷は明らかです。

未来の校友は？
古い世代の中には、最近の校友は読む

ところが少ないという人もいます。しか
し学校の雰囲気を伝えるということも校
友の大切な役割です。
富士の楽しさをアピールする誌面づく

りに挑戦し、100年続くこの校友を次の
世代に確実に手渡してほしいものです。

新世代校友は
富士入門ガイド？

部活紹介のページ（部分）
校友第93号より（2019年）

（出典：校友73/83/93号）

構成要素 1999
73号

2009
83号

2019
93号

総ページ数 106 64 50

特集・企画 〇（14） 〇（12） ×

富士っ子生態学 〇（10） × ×
行事紹介 〇（6） 〇（3） 〇（12）
クラス紹介

〇（50） 〇（48）
×

生徒会 /部活 /
委員会紹介 〇（21）

学年紹介 × × 〇（9）
文芸（投稿） 〇（20） × ×

〇：有　　×：無　　（　）：ページ数
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本来は「読者限定」の校友
富士高の「校友」は生徒会の編集委員
会が作成し、在校生および新入生に配布
する小冊子です。したがって全会員に送
られる会報「若竹」とは異なり、幅広い
世代の目に触れることは想定せずに編ま
れたものです。今回、戸棚から引っぱり
出されて歴史の証言者のように扱われ、
一番困惑しているのは校友自身かもしれ
ません。従来とは異なる切り口の沿革史
としてお読みいただければ幸いです。
校友では触れられていない事柄
本稿では校友の記事を中心としたため、
富士高史上の重要な事柄であるにもかか
わらず言及できなかったものが多々あり
ました。いくつかを挙げると－
・清里寮のこと（1963年～）
・放火事件と裁判の経緯（1973年～）
・君が代・日の丸問題（1990年～）
（これらについては、60/70/80/90年の
各周年記念誌に記載があります。）
校友の文芸欄に投稿されたユニークな
小説なども紹介できず、心残りです。
名編集長にヒアリング
本稿の作成にあたり、「校友を読む会」

を実施して世代の異なる5人の編集長に
話を聞きました。当時の編集秘話を期待
していましたが、「ほとんどひとりで作っ
た」「当時のことはすっかり忘れた」な
ど想定外のクールな反応が目立ちました。
とはいえ、それぞれの時代の雰囲気を感
じられたことは貴重でした。この場を借
りて御礼申し上げます。
号数の連番表記について
実物の校友のナンバリングは、下記の
ようにまちまちです。
①連番（昭和）：創刊号から第63号。
②連番（平成）：1st から7th

③〇〇年度：連番なし。
本稿では、便宜上、独自に連番を振っ
て記載しました。次ページの発行年 /号
数対応表をご覧ください。

創立100周年アーカイブプロジェクト 
について

100周年記念事業アーカイブ班では、
校友をはじめとする若竹会の史料をデジ
タル化し、卒業生なら誰でも利用できる
形にするためのプロジェクトを進めてい
ます。

2021年の富士祭や大人の文化祭でも
史料の展示を行う予定です。
是非会場に足を運んでください。
（100周年記念事業アーカイブ班　高校
23期　反中章子）

あとがき―
小沿革史として

校友発行年/号数（連番）対応表
西暦 和暦 号数 西暦 和暦 号数 西暦 和暦 号数
1924 大正 13年 創刊号 1955 昭和 30年 第 30号 1988 昭和 63年 第 62号
1926 大正 15年 第 2号 1956 昭和 31年 第 31号 1989 平成元年 第 63号
1927 昭和 2年 第 3号 1957 昭和 32年 第 32号 1990 平成 2年 第 64号
1928 昭和 3年 第 4号 1958 昭和 33年 第 33号 1991 平成 3年 第 65号
1929 昭和 4年 第 5号 1959 昭和 34年 第 34号 1992 平成 4年 第 66号
1929 昭和 4年 第 6号 1960 昭和 35年 第 35号 1993 平成 5年 第 67号
1930 昭和 5年 第 7号 1961 昭和 36年 第 36号 1994 平成 6年 第 68号
1931 昭和 6年 第 8号 1962 昭和 37年 第 37号 1995 平成 7年 第 69号
1932 昭和 7年 第 9号 1963 昭和 38年 第 38号 1996 平成 8年 第 70号
1932 昭和 7年 第 10号 1964 昭和 39年 第 39号 1997 平成 9年 第 71号
1933 昭和 8年 第 11号 1965 昭和 40年 第 40号 1998 平成 10年 第 72号
1934 昭和 9年 第 12号 1966 昭和 41年 第 41号 1999 平成 11年 第 73号
1935 昭和 10年 第 13号 1967 昭和 42年 第 42号 2000 平成 12年 第 74号
1936 昭和 11年 第 14号 1968 昭和 43年 第 43号 2001 平成 13年 第 75号
1936 昭和 11年 第 15号 1969 昭和 44年 第 44号 2002 平成 14年 第 76号
1937 昭和 12年 第 16号 1970 昭和 45年 第 45号 2003 平成 15年 第 77号
1938 昭和 13年 第 17号 1971 昭和 46年 休刊 2004 平成 16年 第 78号
1939 昭和 14年 第 18号 1972 昭和 47年 第 46号 2005 平成 17年 第 79号
1940 昭和 15年 第 19号 1973 昭和 48年 第 47号 2006 平成 18年 第 80号
1941 昭和 16年 休刊 1974 昭和 49年 第 48号 2007 平成 19年 第 81号
1942 昭和 17年 報国第 20号 1975 昭和 50年 第 49号 2008 平成 20年 第 82号
1943 昭和 18年 報国第 21号 1976 昭和 51年 第 50号 2009 平成 21年 第 83号
1944 昭和 19年 休刊 1977 昭和 52年 第 51号 2010 平成 22年 第 84号
1945 昭和 20年 休刊 1978 昭和 53年 第 52号 2011 平成 23年 第 85号
1946 昭和 21年 休刊 1979 昭和 54年 第 53号 2012 平成 24年 第 86号
1947 昭和 22年 第 22号 1980 昭和 55年 第 54号 2013 平成 25年 第 87号
1948 昭和 23年 第 23号 1981 昭和 56年 第 55号 2014 平成 26年 第 88号
1949 昭和 24年 第 24号 1982 昭和 57年 第 56号 2015 平成 27年 第 89号
1950 昭和 25年 第 25号 1983 昭和 58年 第 57号 2016 平成 28年 第 90号
1951 昭和 26年 第 26号 1984 昭和 59年 第 58号 2017 平成 29年 第 91号
1952 昭和 27年 第 27号 1985 昭和 60年 第 59号 2018 平成 30年 第 92号
1953 昭和 28年 第 28号 1986 昭和 61年 第 60号 2019 平成 31年 第 93号
1954 昭和 29年 第 29号 1987 昭和 62年 第 61号 2020 令和 2年 第 94号
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作
家
の
池
澤
夏
樹
さ
ん（
高
校
16
期
）
が
今
年
１
月
、
１
９
６
４

年
の
卒
業
以
来
初
め
て
母
校
を
訪
れ
た
。
校
長
、
副
校
長
と
卒
業
生

有
志（
落
合
惠
子
、
福
間
恵
、
綿
谷
朗
子
）
が
案
内
役
を
務
め
た
。

―
―
久
し
ぶ
り
の
母
校
は
、
い
か
が
で
し
た
。

「
ず
い
ぶ
ん
立
派
に
な
っ
て
広
く
な
っ
た
な
と
い
う
印
象
で
す
。
廊

下
が
広
い
。
あ
ち
こ
ち
に
生
徒
が
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
し
て
あ
る
。
図
書
委
員
を
し
て
い
た
の

で
、
図
書
館
が
興
味
深
か
っ
た
。
当
時
、
奥
野
丈
夫
先
生
が
創
刊
し

た『
ブ
ラ
リ
ア
ン
』
と
い
う
広
報
誌
が
ま
だ
あ
っ
た
の
に
驚
き
ま
し

た
」

―
―
池
澤
さ
ん
は
小
説
家
の
父
親
と
詩
人
の
母
親
の
間
に
生
ま
れ
て

い
ま
す
（
父
親
は
小
説
家
の
福
永
武
彦
氏
、
母
親
は
詩
人
の
原
條
あ

き
子
氏
。
二
人
は
離
婚
し
、
池
澤
さ
ん
は
母
親
が
再
婚
し
た
池
澤
喬

氏
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
）。
本
と
と
も
に
育
っ
た
？

「
実
の
父
親
が
作
家
で
あ
る
こ
と
は
高
校
に
入
る
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
。
一
緒
に
暮
ら
し
た
の
は
２
歳
く
ら
い
ま
で
。
彼
は
結
核
で
東
京

の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
。
た
だ
、
家
に
は
本
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
文
学
を
大
事
に
扱
う
雰
囲
気
が
あ
り
、
本

は
小
中
高
と
よ
く
読
み
ま
し
た
」

「
読
ん
で
こ
ん
な
に
面
白
い
の
だ
か
ら
、
書
い
た
ら
も
っ
と
面
白
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、小
説
は
書
こ
う
と
し
な
か
っ

た
。一
つ
は
父
親
の
存
在
。う
か
つ
に
書
い
て『
息
子
は
だ
め
だ
よ
ね
』

と
言
わ
れ
た
ら
ア
ウ
ト
で
す
。
心
理
の
深
い
と
こ
ろ
で
、
小
説
を
書

く
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
詩
を
書
い
て
、
翻
訳
を
し
て
、
評
論
を
書

い
て
い
ま
し
た
。
小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
父
が
亡
く
な
っ
た
後
の

30
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
す
」

「
一
方
で
、
僕
は
理
系
の
道
を
進
み
ま
し
た
。
高
校
と
い
う
年
頃
に
、

方
針
な
ん
て
決
ま
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
ま
だ
開
い
て
い
な
い
カ
ー
ド

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
理
系
か
文
系

か
を
選
ぶ
の
は
辛
い
と
思
い
ま
す
。
文
系
は
本
を
読
め
ば
、
自
分
で

学
べ
る
。
理
系
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
か
ら
、
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
。

だ
か
ら
埼
玉
大
学
の
理
工
学
部
に
行
っ
て
物
理
学
を
学
び
ま
し
た
。

３
年
ま
で
は
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
結
局
、
自
分

に
は
理
系
の
研
究
者
は
無
理
だ
な
と
悟
っ
た
。
だ
っ
た
ら
文
学
に

戻
っ
て
み
る
か
と
、
書
く
仕
事
を
始
め
ま
し
た
」

―
―
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

「
就
職
は
考
え
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
一
つ
の
組
織
に
入
っ
た
り
、

み
ん
な
と
協
調
し
て
大

き
な
も
の
を
作
り
出
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ん
で
す
」

「
高
校
時
代
は
み
ん
な

と
仲
が
良
か
っ
た
。
学

園
祭
の
準
備
も
一
緒
に

や
っ
た
し
、
溶
け
込
ん

で
い
た
。
で
も
、
大
学

に
入
っ
て
か
ら
は
ほ
と

ん
ど
友
達
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
学
で
は

池澤夏樹 （いけざわ・なつ
き、高校16期＝1964年
卒）作家、詩人。45年北海
道帯広市生まれ。埼玉大学
理工学部物理学科中退。88
年『スティル・ライフ』で芥
川賞、93年『マシアス・ギ
リの失脚』で谷崎潤一郎賞、
2000年『花を運ぶ妹』で毎
日出版文化賞、11年個人
編集の世界文学全集で朝日
賞、ほか受賞多数。

池
澤
夏
樹
さ
ん

高
校
16
期
・
作
家

勉
強
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
し
、
翻
訳
の
仕
事
も
し
て
い
た
。『
か

も
め
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
』
っ
て
最
初
に
日
本
語
に
し
た
の
は
僕
な
ん
で

す
よ
。
五
木
寛
之
氏
の
単
行
本
が
出
る
前
に
雑
誌
に
翻
訳
を
掲
載
し

ま
し
た
」

―
―
友
達
が
で
き
る
暇
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「
な
ん
と
な
く
気
が
合
っ
て
、
気
が
つ
い
た
ら
い
つ
も
一
緒
に
い
る

と
い
う
の
が
友
達
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
友
達
が
高
校
時
代
は
い
ま

し
た
。
小
笠
原
憲
之
と
は
い
つ
も
つ
る
ん
で
い
た
。
水
上
善
男
は
学

校
を
出
て
か
ら
も
40
代
ま
で
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
」

「
で
も
、
僕
は
付
き
合
い
が
な
か
な
か
継
続
し
な
い
。
基
本
的
に
不

人
情
な
ん
で
す
。
小
説
を
書
い
て
い
な
が
ら
、
微
妙
な
人
間
関
係
を

描
け
な
い
。『
ス
テ
ィ
ル
・
ラ
イ
フ
』
だ
っ
て
、
突
き
放
し
た
感
じ

で
し
ょ
う
」

―
―
「
ス
テ
ィ
ル
・
ラ
イ
フ
』は
最
初
の
小
説
で
す
か
。

「
そ
の
前
に『
夏
の
朝
の
成
層
圏
』
と
い
う
最
初
の
長
編
を
書
い
て

い
ま
す
。
１
本
書
い
た
か
ら
い
い
や
と
思
っ
て
い
た
ら
、
編
集
者
が

『
も
う
い
っ
ぺ
ん
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う
よ
』
と
言
う
ん
で
す
。
今
度
は

あ
ま
り
長
く
な
い『
ス
テ
ィ
ル
・
ラ
イ
フ
』
を
書
い
た
ら
中
央
公
論

新
人
賞
に
。
で
、
自
動
的
に
芥
川
賞
の
候
補
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

芥
川
賞
に〝
当
た
っ
て
〟
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
東
京
会
館
で
記
者
会

見
を
し
た
の
で
す
が
、
文
芸
担
当
の
記
者
た
ち
が『
池
澤
さ
ん
、
な

池澤作品を読み込んでいる高校38期の福間恵、綿谷朗子
さんも加わり、池澤夏樹さんにインタビュー い

ろ
い
ろ
な
土
地
を
訪
ね

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
み
よ
う
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ん
か
う
れ
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
』
と
い
う
。
こ
こ
は
素
直
に
喜

ぶ
べ
き
時
な
ん
だ
と
察
し
た
の
で
す
が
、
芥
川
賞
は
１
カ
月
以
内
に

受
賞
後
の
第
一
作
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

し
よ
う
か
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。『
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
』
と
い
う

短
編
を
書
き
、
な
ん
と
か
や
れ
そ
う
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
芥
川
賞
受
賞
で
お
母
様
は
喜
び
ま
し
た
か
。

「
母
は
子
供
を
連
れ
て
再
婚
し
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
新
し
い
僕
の
父

に
僕
を
育
て
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
芥
川
賞
が
降
っ
て
き

た
か
ら
、
育
て
の
親
へ
の
恩
返
し
が
で
き
ま
し
た
」

―
―
実
の
父
親
と
は
連
絡
は
と
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

「
年
に
一
、二
度
く
ら
い
会
っ
て
い
ま
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
は
、
蔵
書
、
ノ
ー
ト
、
メ
モ
、
原
稿
な
ど
の
文
学
的
遺
産
を
集
め
、

『
福
永
武
彦
戦
後
日
記
』『
福
永
武
彦
新
生
日
記
』
の
２
冊
に
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
実
の
父
親
に
対
す
る
恩
返
し
で
す
」

―
―
池
澤
さ
ん
は
世
界
各
地
に
行
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

「
海
外
で
最
初
に
行
っ
た
の
は
太
平
洋
の
島
で
す
。
ど
こ
か
に
行
っ

て
、
そ
の
土
地
を
見
て
、
言
葉
を
聞
い
て
、
食
べ
て
、
と
い
う
の
が

好
き
で
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
ま
で
飛
行
機
に
乗
っ
た
こ
と
さ
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
27
歳
に
な
っ
て
お
金
も
た
ま
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
に
行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
伸
び
伸
び
し
て
楽
し
い
と
こ
ろ
は
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
海
外
に
行
く
の
が
病
み
つ
き
に
な
り

ん
で
す
。
最
初
は
突
き
放
し
ま
し
た
。
全
集
は
最
初
に
リ
ス
ト
を
発

表
す
る
の
で
、
そ
の
リ
ス
ト
で
、
皆
、
文
庫
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
。
で
も
、何
か
や
り
方
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
30
年
間
ず
っ

と
書
評
を
書
い
て
き
た
の
で
戦
後
の
世
界
文
学
の
め
ぼ
し
い
も
の
は

だ
い
た
い
目
を
通
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
か
ら
９
・
１
１
く
ら

い
ま
で
の
世
界
の
動
き
を
文
学
で
表
現
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
、
改

め
て
話
し
た
ら
、
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

「
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
30
巻
に
し
た
ら
、
か
つ
て
の
文
学
全
集
と
は

違
う
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
小
さ
な
国
の
作

家
や
女
性
の
作
家
が
多
く
な
っ
た
」

―
―
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
日
本
文
学
全
集
も
出
し
て
い
る
。

「
世
界
文
学
全
集
の
３
分
の
２
く
ら
い
が
刊
行
さ
れ
た
時
に
河
出
書

房
の
編
集
者
か
ら
日
本
文
学
全
集
も
や
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。『
日

本
文
学
は
知
ら
な
い
か
ら
無
理
だ
』
と
突
っ
ぱ
ね
ま
し
た
。
世
界
文

学
全
集
の
最
終
刊
が
２
０
１
１
年
の
３
月
10
日
に
出
て
、
翌
日
が
震

災
。
そ
れ
か
ら
１
年
間
、
ひ
た
す
ら
東
北
に
通
い
、『
自
然
災
害
ば
か

り
だ
が
、
異
民
族
支
配
は
な
い
、
こ
の
国
で
生
き
て
き
た
日
本
人
』

に
改
め
て
関
心
が
湧
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、河
出
の
社
長
か
ら『
あ

れ
、
考
え
な
い
』
と
言
わ
れ
、
本
当
に
勉
強
す
れ
ば
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
直
し
、
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
度
は
古
代
か
ら

現
代
ま
で
縦
方
向
で
作
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
古
文
は
、
訳
す
の
に

ま
し
た
。
旅
じ
ゃ
見
ら
れ

な
い
も
の
も
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
で
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
い
、
ギ
リ
シ
ャ
に
３

年
住
み
ま
し
た
。
貧
し
い

国
の
ほ
う
が
本
当
の
人
の

姿
が
見
ら
れ
る
と
思
い
、

ギ
リ
シ
ャ
か
ら
、
エ
ジ
プ

ト
や
ト
ル
コ
に
ば
か
り

行
っ
て
い
ま
し
た
」

「
芥
川
賞
を
も
ら
っ
て
作

家
に
な
っ
て
か
ら
は
取
材

で
日
本
中
を
回
り
ま
し
た
。
西
表
島
や
北
海
道
の
湿
原
、
南
鳥
島
な

ど
に
行
っ
て
雑
誌
に
紀
行
文
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
に
は
ま
り
、

10
年
暮
ら
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
郊
外
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ

ロ
ー
に
５
年
住
み
ま
し
た
。
今
い
る
場
所
か
ら
一
度
出
て
み
な
さ
い

と
、
若
い
方
々
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
」

―
―
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
世
界
文
学
全
集
を
手
掛
け
た
の
も
、
世

界
を
見
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

「
河
出
書
房
新
社
の
昔
な
じ
み
の
編
集
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で

い
る
頃
に
、
や
っ
て
き
て
、『
世
界
文
学
全
集
を
や
ろ
う
よ
』
と
言
う

ふ
さ
わ
し
い
作
家
を
選
び
ま
し
た
」

―
―
９・１
１
後
に
は
毎
日
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン（
メ
ル
マ
ガ
）で
意
見

を
発
信
し
て
い
ま
し
た（『
新
世
紀
へ
よ
う
こ
そ
』参
照
）。

「
ア
メ
リ
カ
は
な
ん
で
そ
こ
ま
で
憎
ま
れ
て
い
る
か
が
わ
か
っ
て
い

な
い
。
思
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
無
料
の
メ
ル
マ
ガ
で
意
見
を
表
明

し
ま
し
た
。
読
者
か
ら
の
返
信
も
多
か
っ
た
で
す
」

―
―
憲
法
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
に
対
し
て
、
集
英
社
文
庫
『
憲

法
な
ん
て
知
ら
な
い
よ
』
で
は
、
憲
法
の
正
し
い
翻
訳
に
つ
い
て
書

い
て
い
ま
す
。「
権
利
」は「
権
理
」と
訳
す
べ
き
だ
っ
た
な
ど
、
な
る

ほ
ど
と
思
う
訳
が
多
い
で
す
ね
。

「
そ
れ
が
文
学
者
の
仕
事
な
ん
で
す
。
権
利
は
ど
こ
の
国
で
も『
正

し
い
』
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
国
で
使
わ
れ
て
い
る
日
本
語
の

チ
ェ
ッ
ク
は
文
学
者
の
仕
事
で
す
」

―
―
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
紙
の
本
っ
て
い
い
も
の
で
す
。
本
は
人
に
向
か
っ
て『
読
ん
で
』

と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、そ
の
声
を
聴
い
て
、1
冊
で
も
手
に
取
っ

て
ほ
し
い
。
ネ
ッ
ト
と
違
っ
て
、
紙
の
分
だ
け
重
さ
が
あ
っ
て
消
え

な
く
て
電
源
が
切
れ
て
も
読
め
る
。
本
を
知
っ
て
お
く
と
、
長
い
人

生
に
お
い
て
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
」

（
２
０
２
０
年
１
月
20
日
、
え
ん
酌
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

落
合
惠
子
）

卒業以来初めて母校を訪れた池澤さん（北通用門前で）
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「
２
０
１
４
年
本
屋
大
賞
」
に
、
高
校
40
期
の
脚
本
家
・
小
説
家
、

和
田
竜
さ
ん
が
著
し
た『
村
上
海
賊
の
娘
』
が
選
ば
れ
た
。
和
田
さ

ん
は
、『
村
上
海
賊
の
娘
』
で
、
大
衆
小
説
分
野
の
有
望
な
若
手
作
家

に
与
え
ら
れ
る「
第
35
回
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
」
も
受
賞
し
た
。

文
学
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
は
快
挙
だ
。

─
─
和
田
さ
ん
は
大
阪
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
て
、
生
後
３
ヵ
月
か
ら

中
学
２
年
生
ま
で
広
島
市
で
暮
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
の

島
々
に
は
親
し
み
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

「
父
は
、
よ
く
僕
ら
兄
弟
を
名
所
旧
跡
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
因

島
に
も
行
き
ま
し
た
。
た
だ
、
全
然
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す（
笑
）。

小
説
を
書
く
た
め
に
５
年
前
に
瀬
戸
内
に
行
っ
て
、
こ
ん
な
に
い
い

景
色
な
ん
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
に
村
上
水
軍
と
い
う

海
賊
が
い
た
と
い
う
知
識
は
あ
っ
て
、『
か
っ
こ
い
い
な
』
と
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

─
─
歴
史
を
好
き
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

「
富
士
高
校
の
日
本
史
の
先
生
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
大
学

に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
高
校
で
教
わ
る
教
科
書
の
歴
史
は
、
人
間
の

感
情
が
排
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
人
間
の
感
情
が
伴
わ

な
い
と
歴
史
っ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
」

─
─
歴
史
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
は
。

「
大
学
の
夏
休
み
に『
竜
馬
が
ゆ
く
』（
司
馬
遼
太
郎
）
を
読
ん
だ
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
僕
の〝
竜
〟
と
い
う
名
前
は
竜
馬
か
ら
取
っ
た

ん
だ
と
小
さ
い
頃
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
読
ん
で
み
る
か
と

思
っ
て
読
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
れ
が
面
白
く
て
土
佐（
高
知
）

に
行
っ
た
り
、
京
都
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
史
跡
巡
り
も
始
め
て
、

ど
ん
ど
ん
歴
史
小
説
を
読
ん
で
い
き
ま
し
た
。
読
ん
で
は
ど
こ
か
へ

行
き
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
」

「
最
初
は
幕
末
を
描
い
た
司
馬
遼
太
郎
の
作
品
を
読
み
、
そ
れ
か
ら

黒
澤
映
画
に
凝
り
ま
し
た
。
原
作
を
書
い
た
山
本
周
五
郎
を
読
ん
で
、

司
馬
遼
太
郎
を
海
音
寺
潮
五
郎
が
ほ
め
て
い
た
と
い
う
逸
話
を
知
っ

て
、
海
音
寺
潮
五
郎
を
読
み
ま
し
た
。
こ
の
３
人
が
僕
の
敬
愛
す
る

作
家
で
す
」

─
─『
村
上
海
賊
の
娘
』を
読
ん
で
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
例
え
ば
、

主
人
公
の
景
姫
が
敵
に
斬
り
つ
け
る
場
面
の
描
写
で
す
。
映
像
の
よ

う
に
目
に
浮
か
ぶ
。

「
実
は
脚
本
を
書
く
時
も
、
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
ん
で
す
よ
。
脚
本
に

は
演
出
部
分
の
こ
と
は
書
か
な
い
と
い
う
作
法
が
あ
り
ま
す
。
で
も

脚
本
を
書
く
以
上
は
こ
う
い
う
シ
ー
ン
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は

僕
の
頭
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。
小
説
の
と
き
に
は
そ
れ
も
、
全
開
に

し
て
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

─
─
ま
さ
に
映
画
を
作
る
よ
う
な
感
覚
で
小
説
を
書
か
れ
て
い
る
ん

で
す
ね
。

「
文
字
で
演
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
う
い

う
よ
う
な
絵
が
入
っ
て
、
ぱ
っ
と
カ
ッ
ト
が
切
り
替
わ
っ
て
、
こ
う

い
う
動
き
を
し
ま
し
た
と
い
う
の
を
文
章
に
す
る
と
ど
ん
な
感
じ
か

な
と
考
え
る
ん
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
も
読
者
に
は
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
な
ど
は
短
い
セ
ン
テ
ン
ス
で
、
畳

み
掛
け
る
よ
う
な
感
じ
で
書
き
ま
す
」

─
─
小
説
を
書
く
時
も
映
画
の
脚
本
を
意
識
さ
れ
て
い
る
？

和田竜（わだ・りょう、高校
40期＝1988年卒）69年
大阪府生まれ。広島県育ち。
早稲田大学卒。2003年オ
リジナル脚本『忍ぶの城』で
第29回城戸賞を受賞。07
年『忍ぶの城』を小説化、『の
ぼうの城』として出版。『の
ぼうの城』は12年に映画化。
14年『村上海賊の娘』で吉
川英治文学新人賞と本屋大
賞受賞。

高
校
時
代
は〝
映
画
漬
け
〟

映
像
の
よ
う
に
小
説
描
く

和
田
竜
さ
ん

高
校
40
期
・
小
説
家
／
脚
本
家

「
僕
は
映
画
が
好
き
な
の
で
映
画
の
脚
本
を
意
識
し
ま
す
ね
。
２
時

間
く
ら
い
の
な
か
で
収
ま
る
物
語
と
い
う
の
が
一
つ
の
形
と
し
て
あ

り
ま
す
。
村
上
海
賊
は
そ
の
ま
ま
映
画
に
し
た
ら
５
時
間
く
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が（
笑
）」

─
─『
村
上
海
賊
の
娘
』の
参
考
文
献
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
歴

史
小
説
を
書
く
の
は
大
変
そ
う
で
す
ね
。
ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
た
の

で
す
か
。

「
取
材
に
１
年
か
け
て
、
シ
ナ
リ
オ
に
起
こ
す
の
に
１
年
か
け
ま
し

た
。
連
載
が
２
年
ぐ
ら
い
で
、
半
年
く
ら
い
か
け
て
直
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
４
年
半
で
す
ね
」

─
─
文
献
を
読
む
だ
け
で
も
大
変
で
す
よ
ね
。
古
文
は
得
意
だ
っ
た

ん
で
す
か
。

「
普
通
で
し
た（
笑
）。
人
並
み
で
す
。
古
文
書
も
が
ん
ば
れ
ば
読
め

る
も
の
で
す
」

─
─
記
者
の
経
験
も
あ
る
の
で
す
ね
。

「
繊
維
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
新
聞
の
記
者
を
し
て
い

ま
し
た
。
記
者
の
経
験
は
脚
本
や
小
説
を
書
く
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
取
材
す
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
な
っ
た
」

「
司
馬
遼
太
郎
の
文
章
っ
て
、
新
聞
記
者
の
文
章
だ
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。『
司
馬
史
観
』
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
自
分
の
主
張
が
あ
る



67 66Fuji 100th Anniversary Fuji 100th Anniversary

の
で
す
が
、
そ
れ
は
私
が
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
歴
史
上
の

こ
の
人
が
言
っ
て
い
ま
す
と
引
用
す
る
。
そ
れ
っ
て
ま
さ
に
新
聞
の

ま
と
め
記
事
の
よ
う
で
す
よ
ね
」

─
─
和
田
さ
ん
の
小
説
は
、
と
に
か
く
面
白
い
。

「
小
説
は
ま
ず
面
白
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
書
い
て
い
ま

す
。
で
は
何
を
面
白
い
と
読
者
や
観
客
が
言
っ
て
く
れ
る
か
と
い
う

と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す

ね
。
そ
の
な
か
の
一
つ
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
あ
と
は
、
矛
盾
の
な
い
、

破
綻
の
な
い
物
語
だ
と
か
、
登
場
人
物
の
魅
力
で
あ
る
と
か
、
史
実

を
し
っ
か
り
調
べ
て
い
ま
す
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
と
思

う
ん
で
す
。
た
だ
、そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
材
料
に
過
ぎ
な
く
て
、テ
ー

マ
で
さ
え
材
料
に
過
ぎ
な
い
。
書
い
て
い
て
、
音
楽
的
な
快
感
が
あ

る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

─
─
和
田
さ
ん
が
時
代
小
説
を
書
か
れ
る
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
。

「
戦
国
も
の
は
読
者
が
い
る
限
り
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
関

心
も
あ
る
し
、
そ
の
時
代
が
僕
は
陽
気
な
時
代
だ
っ
た
と
思
う
の
で
、

書
き
た
く
な
り
ま
す
。
戦
国
時
代
は
、
勝
手
気
ま
ま
に
上
司
に
文
句

を
言
っ
た
り
す
る
人
た
ち
ば
か
り
で
、
江
戸
時
代
の
武
士
と
は
毛
色

が
違
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
陽
気
さ
、
明
る
さ
が
、
僕
は
気
に
入
っ

て
い
て
、
書
い
て
い
ま
す
。
あ
と
は
僕
は
ア
ク
シ
ョ
ン
も
の
が
好
き

な
ん
で
す
。
歴
史
の
な
か
で
戦
国
と
い
う
と
、
日
本
人
に
は
な
じ
み

き
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
調
べ
る
の
も
、
大
変
重
要
で
す
」

「
例
え
ば
強
敵
が
現
れ
た
と
し
ま
す
。
現
代
で
あ
れ
ば
、『
や
ば
い
』

と
か『
恐
ろ
し
い
』
と
か
思
う
の
で
し
ょ
う
が
、
当
時
は
そ
れ
を
討

ち
取
っ
た
ら
大
変
な
出
世
が
で
き
る
の
で
、『
よ
っ
し
ゃ
』
っ
て
い
う

感
じ
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
感
覚
っ
て
、
我
々
と
１
８
０
度
違
う
か
ら
、

そ
れ
を
き
ち
ん
と
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
も
あ
っ

て
、
敵
が
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
す
る
と
、
あ
っ
ぱ

れ
、
み
た
い
な
声
が
出
て
く
る
」

─
─
今
回
、『
村
上
海
賊
の
娘
』は
１
０
０
万
部
以
上
売
れ
て
、
本
屋

大
賞
と
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
を
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

ん
な
お
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
か
。

「
本
屋
大
賞
は
読
者
目
線
で
選
ん
で
い
る
と
い
う
か
、
読
者
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
賞
な
の
で
、
い
い
賞
だ
な
と
思
い

ま
し
た
」

「
老
舗
の
文
学
賞
は
、
取
っ
て
み
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
格
別
な

感
じ
の
出
来
事
で
し
た
。
選
考
委
員
の
先
生
に
お
会
い
す
る
機
会

あ
っ
た
の
で
す
が
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い
る
名
だ
た
る
作
家

が
い
て
、
僕
の
小
説
を
読
ん
で
く
れ
て
い
て
、
旧
知
の
人
間
の
よ
う

に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
感
動
し
ま
し
た
」

─
─
高
校
時
代
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ん
で
す
か
。

「
早
く
帰
っ
て
ビ
デ
オ
借
り
て
映
画
ば
か
り
観
て
い
ま
し
た
」

が
あ
る
し
、
戦

が
あ
っ
て
当
然

だ
し
、
調
べ
て
み

る
と
、
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
ド
派
手
な
人

が
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の
は
便
利
と
言
え
ば
、
便
利
で
す

ね
」

─
─
戦
国
時
代
の
日
本
人
は
、
日
本
人
に
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
か
、
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
、

「
日
本
っ
て
こ
ん
な
島
国
な
の
に
、
剽
悍（
ひ
ょ
う
か
ん
）
な
人
間

た
ち
が
す
ご
く
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
人
の
本

来
の
姿
だ
っ
た
の
か
な
あ
と
も
感
じ
ま
す
。
そ
の
感
じ
は
僕
に
と
っ

て
新
鮮
で
し
た
」

「
た
だ
、
４
０
０
年
前
の
感
覚
と
、
現
代
の
感
覚
は
ま
る
っ
き
り

違
う
と
い
う
こ
と
は
、
物
語
の
な
か
で
大
事
に
し
た
い
。
死
生
観

が
全
然
違
い
ま
す
。
書
か
れ
て
い
る
史
実
も
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
、

そ
の
時
代
の
人
が
ど
う
い
う
空
気
の
中
で
、
ど
う
い
う
感
覚
で
生

─
─
大
学
は
早
稲
田
の
政
治
経
済
学
部
。

「
テ
レ
ビ
局
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
、
昔
か
ら
マ
ス
コ
ミ
に
強
い
と

言
わ
れ
た
早
稲
田
の
政
経
を
目
指
し
、
一
浪
し
て
が
ん
ば
っ
て
通
り

ま
し
た
」

─
─
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
会
社
に
入
ら
れ
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
、

思
っ
た
職
場
と
は
違
っ
た
の
で
す
か
。

「
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
体
動
か
せ
、
み
た
い
の
が
合
わ
な
か
っ
た

ん
で
す
ね
。
４
年
半
も
か
け
て
１
冊
書
い
て
い
た
ら
バ
カ
と
言
わ
れ

そ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
か
ら
」

─
─
和
田
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
道
を
歩
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
こ
れ

が
や
り
た
い
」と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
、い
ま
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

「
新
聞
記
者
を
や
り
始
め
た
の
も
、
脚
本
を
コ
ン
ク
ー
ル
に
送
る
た

め
、
食
う
た
め
で
し
た
。
給
料
を
も
ら
う
ん
だ
っ
た
ら
脚
本
を
書
く

の
に
役
立
つ
よ
う
に
と
、
書
く
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
ず
っ
と
映
画

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
は
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
、
形
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
で
も

〝
思
い
〟
は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
」

（
２
０
１
４
年
8
月
27
日
、
新
潮
社
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

落
合
惠
子
）
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料
理
漫
画『
き
の
う
何
食
べ
た
？
』
や
、
女
性
将
軍
に
眉
目
秀
麗

な
男
性
た
ち
が
は
べ
る
Ｓ
Ｆ
時
代
劇
漫
画『
大
奥
』
な
ど
で
知
ら
れ

る
漫
画
家
の
よ
し
な
が
ふ
み
さ
ん（
高
校
42
期
）
は
、
自
分
の
時
間

や
家
族
を
大
切
に
す
る
。
本
名
や
顔
写
真
を
公
表
し
な
い
の
は
、「
ひ

ど
い
格
好
で
近
所
を
歩
き
た
い
か
ら
」。
登
場
人
物
た
ち
の
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
あ
る
性
格
描
写
が
よ
し
な
が
漫
画
の
魅
力
。
そ
ん
な
表
現

が
で
き
る
の
は
、
よ
し
な
が
さ
ん
が
著
名
人
に
な
っ
て
も
普
通
の
生

活
を
続
け
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

─
─
漫
画
が
大
好
き
と
か
。

「
小
学
校
に
上
が
っ
て
か
ら
ず
っ
と
読
ん
で
い
ま
す
。
少
女
漫
画
を

中
心
に
い
ろ
い
ろ
読
ん
で
き
ま
し
た
が
高
学
年
に
な
る
と『
少
年

ジ
ャ
ン
プ
』
掲
載
の
コ
ミ
ッ
ク
ス
も
友
人
に
借
り
て
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
が
き
っ
か
け
で
女
の
子
も
少
年
漫

画
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
読
ま
な
い
と
話
に
つ
い
て
い
け
な

く
な
り
ま
す
」

「
少
女
漫
画
は
付
き
合
い
の
た
め
で
な
く
、
自
分
ひ
と
り
の
楽
し
み

で
読
ん
で
い
ま
し
た
。
背
伸
び
し
て
、
私
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
に
人
気

を
博
し
た
漫
画
家
さ
ん
の
作
品
も
読
み
ま
し
た
。
昭
和
24
年
組
と
言

わ
れ
る
そ
れ
ま
で
の
少
女
漫
画
の
作
風
を
変
え
た
萩
尾
望
都
さ
ん
、

大
島
弓
子
さ
ん
、
山
岸
涼
子
さ
ん
と
い
っ
た
方
々
の
作
品
で
す
。
親

戚
の
お
姉
さ
ん
が
、
そ
の
人
の
子
供
の
頃
か
ら
の
漫
画
雑
誌
を
貸
し

て
く
れ
て
、
手
塚
治
虫
の
作
品
な
ど
も
読
ん
で
い
ま
し
た
」

─
─
漫
画
家
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

「
一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事
と
し
て
弁
護
士
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
大

学
３
年
の
時
に
同
人
誌
を
描
き
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
友
達
の
家

に
道
具
を
預
け
て
、
そ
こ
で
描
い
て
い
ま
し
た
。
司
法
試
験
を
受
け

る
か
ら
と
親
を
だ
ま
し
て
大
学
院
に
も
行
き
ま
し
た
。
奨
学
金
を
も

ら
え
た
の
で
親
に
迷
惑
は
か
け
な
い
と
思
っ
て
」

「
出
版
社
に
就
職
し
た
同
人
誌
の
仲
間
か
ら
プ
ロ
の
漫
画
家
に
な
ら

な
い
か
と
誘
わ
れ
、『
な
り
ま
す
』
と
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
ま
し
た
。

親
に
は『
漫
画
家
を
目
指
す
の
だ
っ
た
ら
心
配
で
し
ょ
う
が
、
も
う

漫
画
家
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
安
心
し
て
』
と
話
し
ま
し
た
」

─
─
司
法
試
験
に
未
練
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

「
も
と
も
と
、
知
り
合
い
の
お
じ
さ
ま
の
弁
護
士
さ
ん
が
暇
そ
う
で
、

こ
ん
な
に
暇
な
ら
趣
味
で
漫
画
を
描
き
な
が
ら
で
も
で
き
そ
う
だ
と

思
っ
て
目
指
し
た
だ
け
の
い
い
加
減
な
弁
護
士
志
望
で
し
た
の
で
、

何
の
未
練
も
な
か
っ
た
で
す
」

─
─
高
校
時
代
は
漫
画
を
よ
く
描
い
て
い
た
の
で
す
か
。

「
漫
画
の
話
が
し
た
く
て
漫
研
に
入
り
ま
し
た
。
描
き
方
を
教
え
て

よしながふみ（高校42期
＝1990年卒）71年東京生
まれ。慶應義塾大学法学部
卒。代表作の『西洋骨董洋
菓子店』は2002年、第26
回講談社漫画賞少女部門受
賞。現在、白泉社「月刊メ
ロディ」で『大奥』を、講談
社『モーニング』で『きのう
何食べた？』を連載中。『フ
ラワー・オブ・ライフ』は
都立富士高校が舞台。

私
生
活
を
大
切
に
し
な
が
ら

面
白
い
も
の
を
描
き
た
い

よ
し
な
が
ふ
み
さ
ん

も
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
独
学
で
し
た
。
一
学
年
に
４
～
５
人

の
部
員
が
い
て
、
文
化
祭
の
と
き
に
会
誌
を
作
っ
て
配
っ
て
い
ま
し

た
。
推
薦
で
大
学
に
入
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
高
３
の
と

き
は
時
間
が
十
分
に
あ
っ
て
、
40
ペ
ー
ジ
の
大
作
を
描
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
舞
台
に
し
た
男
女
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。
革
命
後

半
の
話
で
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
に
追
わ
れ
逃
亡
す
る
過
程
で
女
性
と
出

会
い
恋
に
落
ち
る
と
い
う
渾
身
の(

笑)

作
品
で
す
。
ペ
ー
ジ
数
が

多
す
ぎ
て
会
誌
に
は
入
ら
ず
、
別
冊
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校

の
輪
転
機
で
刷
る
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
ベ
タ
に
し
た
い
コ
マ
が

あ
り
、
墨
を
多
く
使
っ
た
の
で
、
紙
同
士
が
く
っ
つ
い
て
大
変
だ
っ

た
と
後
輩
に
苦
言
を
呈
さ
れ
ま
し
た(

笑)

」

─
─
吉
永
小
百
合
と
檀
ふ
み
を
合
わ
せ
た「
よ
し
な
が
ふ
み
」と
い
う

名
前
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

「
同
人
誌
を
や
っ
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
名
前
を
付
け
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
は『
丸
焼
豚
子
』
だ
っ
た
の
で
す
が
、
友
達
に
、「
自
虐
的
な

ペ
ン
ネ
ー
ム
は
、
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
読
者
が
口
に
し
づ
ら
い
か
ら

変
え
て
』『
女
優
の
よ
う
に
美
し
い
名
前
に
し
な
!!
』
と
言
わ
れ
て
、

渋
々
よ
し
な
が
ふ
み
に
変
え
ま
し
た
。『
も
っ
と
今
ど
き
の
女
優
に

し
な
い
の
!?
』
と
は
言
わ
れ
ま
し
た
が
」

「
漫
画
家
と
し
て
、
あ
ま
り
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
や
り
方
で
は
な
い
の

で
す
が
、
単
行
本
が
で
る
た
び
に
、
出
版
社
を
回
り
、
次
は
こ
う
い

高
校
42
期
・
漫
画
家

『きのう何食べた？』©よしながふみ／講談社

「きのう何食べた？」　©よしながふみ／講談社
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う
話
を
描
き
た
い
と
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
向
田
邦
子
や
山

田
太
一
の
ド
ラ
マ
が
好
き
な
の
で
、
出
版
社
に『
親
子
の
ジ
ャ
ン
ル

で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
漫
画
を
描
き
た
い
』
と
プ
レ
ゼ
ン
し
、

『
こ
ど
も
の
体
温
』
と
い
う
短
編
を
描
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
の

ち
に
同
じ
出
版
社
か
ら『
西
洋
骨
董
洋
菓
子
店
』
で
、
４
巻
の
単
行

本
を
出
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
、
私
に
と
っ
て
転
機

に
な
り
ま
し
た
」

─
─
大
作『
大
奥
』を
描
き
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

「
単
行
本
は
年
内
に
19
巻
が
出
て
完
結
し
ま
す
。『
大
奥
』
の
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
あ
る
と
き
ラ
ス
ト
ま
で
思
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
者
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
種
痘
法
を
開
発
し

た
こ
ろ
な
の
で
、
あ
の
方
法
で
、
男
子
の
み
を
襲
う
謎
の
疫
病
を
治

せ
ば
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
も
鎖
国
を
し
て
い
る
時
期
な

の
で
、
鎖
国
と
疫
病
を
絡
め
る
こ
と
も
で
き
た
」

「
出
版
社
の
担
当
さ
ん
に
３
時
間
く
ら
い
か
け
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
話

し
、
自
分
で
は
な
く
ベ
テ
ラ
ン
の
漫
画
家
さ
ん
に
描
い
て
も
ら
っ
た

ら
ど
う
か
、
と
提
案
し
た
ん
で
す
。
描
き
始
め
た
ら
連
載
が
長
く
な

り
、
下
調
べ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
て
大
変
そ
う
で
し

た
か
ら
、
ブ
レ
ー
ン
な
ど
も
抱
え
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
漫
画
家
さ
ん

な
ら
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
担
当
編
集
者
さ

ん
か
ら『
自
分
で
描
き
ま
し
ょ
う
よ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。『
ブ
レ
ー

ブ
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
で
も
あ
り
ま
す
」

「
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
を
描
い
て
い
た
と
き
も
必
ず
親
の
話
と
か
が
出
て

き
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
の
人
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
も
影
響
し

て
く
る
。
そ
こ
が
面
白
い
ん
で
す
。
史
朗
と
賢
二
の
二
人
だ
け
の
時

は
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
と
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
親
に
ど
う
言

う
の
か
、
世
間
に
ど
う
言
う
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
全
然
違
う
。
男

性
カ
ッ
プ
ル
だ
と
介
護
施
設
に
一
緒
に
入
居
で
き
な
い
の
で
、
お
金

が
か
か
る
と
か
、
男
性
の
カ
ッ
プ
ル
だ
と
片
方
が
亡
く
な
っ
て
も
一

銭
も
相
続
で
き
な
い
な
ど
、
法
律
上
の
扱
い
も
男
女
の
夫
婦
と
は
全

然
違
い
ま
す
か
ら
」

─
─
漫
画
の
レ
シ
ピ
に
従
っ
て
実
際
に
何
品
か
を
作
っ
て
み
る
と
、

ン
を
抱
え
ら
れ
る
く
ら
い
偉
く
な
っ
て
か
ら
描
き
た
い
』
と
担
当
さ

ん
に
言
っ
た
ら
、『
将
来
偉
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
』
と
聞
か
れ

る
の
で
、『
思
っ
て
い
な
い
』
と
答
え
る
と
、『
そ
れ
な
ら
、
体
力
の
あ

る
若
い
う
ち
に
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
』
と
言
わ
れ
、納
得
し
ま
し
た
」

─
─
い
ろ
い
ろ
問
題
提
起
し
て
い
る
作
品
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
こ
う
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と
か
、
問
題
提
起
し
た
い
と
考
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
漫
画
家
な
の
で
面
白
い
も
の
を
描
き

た
い
、
と
い
う
一
点
に
尽
き
ま
す
。
大
筋
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
描
き
始

め
る
と
き
か
ら
固
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
登
場
人
物
の
性
格
や
人

間
関
係
は
、
描
い
て
み
て
始
め
て
見
え
て
き
ま
す
」

─
─『
き
の
う
何
食
べ
た
？
』は
、
筧
史
朗
と
矢
吹
賢
二
と
い
う
ゲ
イ

の
カ
ッ
プ
ル
を
軸
に
い
ろ
い
ろ
な
人
間
ド
ラ
マ
が
展
開
す
る
の
だ
け

れ
ど
、
最
後
は
料
理
を
作
り
、
二
人
で
味
わ
う
と
い
う
場
面
で
終
わ

り
ま
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
、
な
ぜ
か
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。

「
朝
ド
ラ
や
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
は
必
ず
ご
飯
を
食
べ
る
シ
ー
ン
が
入
り

ま
す
。
何
も
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
食
卓
を
囲
ん

で
落
ち
着
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
で
す
」

「
ご
飯
も
の
と
し
て
企
画
し
た
漫
画
な
の
で
、
人
間
ド
ラ
マ
の
部
分

に
つ
い
て
は
ゆ
る
く
考
え
て
始
め
ま
し
た
。
私
の
デ
ビ
ュ
ー
作『
月

と
サ
ン
ダ
ル
』
も
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
が
テ
ー
マ
で
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は

好
き
で
す
。
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
も
好
き
で
、
こ
の
作
品
は
ボ
ー
イ
ズ
ラ

手
際
よ
く
で
き
る
の
で
感
心
し
て
い
ま
す
。

「
料
理
本
な
ど
で
も
一
品
ず
つ
し
か
作
り
方
を
教
え
て
い
な
い
も
の

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
主
菜
も
副
菜
も
同
時
に
作
る
場
面
を
描
い
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
に
あ
る
も
の
で
何
を
作
ろ
う
か
、
自
分
が
悩
ん
で

き
た
も
の
を
描
い
て
い
ま
す
。『
モ
ー
ニ
ン
グ
』
に
連
載
し
て
い
る

漫
画
な
の
で
、
一
番
多
い
40
代
の
男
性
読
者
の
奥
様
が
読
ん
で
作
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
今
は
空
前
の
自
炊
ブ
ー
ム
だ
そ
う
で
、
自
炊
を

な
さ
る
若
い
方
に
も
重
宝
し
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

「
料
理
漫
画
を
確
立
し
た
の
は『
美
味
し
ん
ぼ
』
だ
と
思
い
ま
す
が
、

『
き
の
う
、何
食
べ
た
？
』
は
家
庭
料
理
に
特
化
し
て
い
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
で
手
に
入
る
食
材
だ
け
を
使
い
、
昼
食
を
除
い
て
月
３
万
円
の

予
算
の
料
理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
」

─
─
最
後
に
富
士
の
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
を
。

「
決
し
て
無
理
を
し
な
い
で
、
と
言
い
た
い
で
す
。
漫
画
家
を
始
め

た
と
き
か
ら
寝
ら
れ
な
い
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
は
し
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
私
生
活
を
大
事
に
し
て
こ
そ
、
仕
事

で
も
良
い
結
果
が
出
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「『
フ
ラ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
』
は
富
士
高
校
に
取
材
に
行
っ
て

描
き
ま
し
た
。
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」

（
２
０
２
０
年
１
月
31
日
、
カ
フ
ェ
・
ド
・
ヴ
ァ
リ
エ
テ
で
。
文
・

相
川
浩
之
）

『大奥』©よしながふみ／白泉社

「大奥」　©よしながふみ／白泉社
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劇
作
家
・
演
出
家
の
永
井
愛
さ
ん（
高
校
22
期
）
と
美
術
史
家
で

三
菱
一
号
館
美
術
館
館
長
の
高
橋
明
也
さ
ん（
同
24
期
）
は
、
高
校

時
代
、
演
劇
部
の
先
輩
と
後
輩
。
永
井
さ
ん
は
、
時
代
の
空
気
や
生

活
を
読
み
解
く
意
欲
的
な
作
品
を
上
演
。
高
橋
さ
ん
は
、
知
的
な
楽

し
み
に
溢
れ
る
企
画
展
示
を
続
け
て
き
た
。

―
―
永
井
さ
ん
が
演
劇
の
道
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

永
井 

「
両
親
は
離
婚
し
、
私
は
父
に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
父
は
画

家
の
永
井
潔
。
祖
母
も
い
て
、
よ
く
話
を
す
る
一
家
で
し
た
。
私
は

学
校
で
起
き
た
出
来
事
を
、
芝
居
の
よ
う
に
面
白
お
か
し
く
語
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
人
に
対
す
る
観
察
力
、
洞
察
力
や
表
現
力
を
養
う
稽

古
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
は
挿
絵
も
描
い
て
い
て
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
ユ
ー
モ
ア
や
批
評
性
を
見
る
と
、
父
の
も
の
の
見

方
、
捉
え
方
が
私
の
作
品
に
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

「
私
は
幼
稚
園
の
頃
か
ら
人
前
で
演
じ
る
こ
と
に
楽
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
時
は
太
っ
て
い
て
友
達
に『
目
無
し
豚
』

な
ど
と
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
の
で
、
役
者
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
心
に
秘
め
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
も
最
初
、
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
た

の
で
す
が
、
仲
の
良
か
っ
た
友
人
の
川
島
明
女（
め
め
）
が
演
劇
部

に
入
り
、つ
い
て
い
き
ま
し
た
。３
年
の
時
、高
橋
く
ん
が
入
部
。『
か

わ
い
い
男
の
子
が
入
っ
て
き
た
』
と
評
判
に
な
り
ま
し
た
」

―
―
何
で
高
橋
さ
ん
は
演
劇
部
に
入
っ
た
の
で
す
か
。

高
橋 

「
映
画
や
演
劇
が
好
き
で
し
た
。
映
画
は
、ゴ
ダ
ー
ル
、ト
リ
ュ

フ
ォ
ー
や
パ
ゾ
リ
ー
ニ
、
吉
田
喜
重
、
篠
田
正
浩
、
大
島
渚
の
作
品

な
ど
色
々
観
て
い
ま
し
た
」

永
井 

「
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
が
出
て
き
た
頃
で
、

『
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
』『
卒
業
』
な
ど
を
観
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

新
聞
の
映
画
欄
で
作
品
を
見
つ
け
て
名
画
座
を
は
し
ご
し
て
い
ま
し

た
。
演
劇
部
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、『
人
形
の
家
』
や
『
ガ
ラ
ス
の
動

物
園
』な
ど
の
い
わ
ゆ
る
名
作
で
し
た
が
」

高
橋 

「
で
も
、
土
方
巽
の
暗
黒
舞
踏
や
、
寺
山
修
司
の『
天
井
桟
敷
』、

「
演
劇
は
自
分
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
場
」永
井

「
美
術
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
た
い
」高
橋

永
井
愛
さ
ん（
劇
作
家
）×
高
橋
明
也
さ
ん（
美
術
史
家
）

唐
十
郎
の『
状
況
劇
場
』な
ど
に
は
、
魅
了
さ
れ
ま
し
た
」

―
―
部
活
以
外
の
学
校
生
活
は
い
か
が
で
し
た
。

永
井 

「
私
の
卒
業
し
た
中
学
校
は
、
問
題
を
起
こ
す
子
の
多
い
中
学

校
。
父
が『
そ
う
い
う
学
校
こ
そ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
』と
言
う
の
で
、

行
っ
て
み
た
ら
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
そ
の
校
風
に
す
っ
か
り
な

じ
み
、
富
士
高
校
に
は
あ
ま
り
な
じ
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
は
富

士
の
卒
業
生
が
た
く
さ
ん
芝
居
を
観
に
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
ん
で

す
が
、
当
時
は
多
く
の
人
と
は
付
き
合
え
な
か
っ
た
」

高
橋 

「
僕
は
富
士
高
校
に
入
っ
た
時
か
ら
斜
に
構
え
て
い
ま
し
た
が
、

な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。

入
っ
た
時
は
８
番
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
３

年
の
時
は
後
ろ
か
ら
数
え
た
方
が
早
い
く
ら

い
に
。
大
学
入
れ
な
い
ぞ
と
教
師
に
言
わ
れ
、

芸
術
系
に
行
こ
う
と
突
然
企
て
、
半
年
く
ら

い
近
所
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
い
た
大
庭
勝

郎
さ
ん
と
い
う
春
陽
会
の
方
に
つ
い
て
デ
ッ

サ
ン
を
勉
強
し
た
ん
で
す
。
明
け
方
ま
で
描

い
て
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
学
校
へ
出
か
け
た

こ
と
も
。
そ
れ
で
何
と
か
東
京
芸
大
に
入
れ

ま
し
た
」

―
―
な
ぜ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
仕
事
に

進
ん
だ
の
で
す
か
。

高
橋 

「
小
学
生
時
代
の
体
験
が
大
き
か
っ
た
。

小
学
校
６
年
生
の
夏
に
、
早
稲
田
大
学
の
フ

ラ
ン
ス
語
教
師
を
し
て
い
た
父
が
１
年
間
の

交
換
留
学
で
パ
リ
大
学
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
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母
と
私
も
一
緒
に
い
き
ま
し
た
。
横
浜
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
の
片

道
40
日
、
往
復
80
日
の
船
旅
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
北
爆
が
始
ま
っ
た

頃
で
、
メ
コ
ン
川
を
遡
り
サ
イ
ゴ
ン
に
立
ち
寄
る
と
、
た
く
さ
ん
の

難
民
が
乗
船
し
て
き
ま
し
た
。
航
海
中
に
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
戦

争
が
始
ま
り
、
船
客
の
イ
ン
ド
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
た
ち
が
反
目
し

て
い
た
の
に
、
各
寄
港
地
で
エ
ジ
プ
ト
で
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
秘
宝

や
、
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
の
ラ
ム
セ
ス
２
世
の
大
神
殿
な
ど
に
触
れ

て
い
る
う
ち
に
、
皆
の
心
が
打
ち
解
け
て
い
く
。
素
晴
ら
し
い
文
化

を
紹
介
す
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
当
時
、
パ
リ
に

は
日
本
人
学
校
が
な
く
、
一
人
で
寺
院
や
美
術
館
を
見
て
回
り
ま
し

た
。
週
１
回
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
が
無
料
で
入
れ
、
１
日
中
、
ル
ー

ヴ
ル
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
」

―
―
永
井
さ
ん
は
大
石
静
さ
ん
と
の
出
会
い
が
大
き
か
っ
た
。

永
井 

「『
春
秋
団
』に
入
り
、
大
石
静
と
出
会
い
ま
し
た
。『
春
秋
団
』

の
解
散
後
も
２
人
で
知
人
の
劇
団
に
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

30
歳
を
迎
え
る
直
前
に
自
分
た
ち
で
台
本
を
書
い
て
演
じ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
81
年
大
石
の
書
い
た『
兎
た
ち
の
バ
ラ
ー
ド
』で
活

動
拠
点
と
な
る『
二
兎
社
』を
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
翌
年
に
上
演
し
た

の
が
私
の
第
一
作『
ア
フ
リ
カ
の
叔
父
さ
ん
』で
す
」

「
10
年
一
緒
に
や
っ
た
の
で
す
が
、
静
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
売
れ
っ

子
に
な
り
、
40
歳
を
迎
え
る
年
に
卒
業
。
私
一
人
に
な
っ
て
３
年
目

に
、
高
度
成
長
期
の
家
庭
を
描
い
た『
時
の
物
置
』
と
い
う
作
品
で

手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
時
代
の
転
換
期
を
生
活
の
場
で

描
く『
戦
後
生
活
史
劇
３
部
作
』
の
１
作
目
で
す
。
２
作
目『
パ
パ
の

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
は
、
終
戦
の
翌
年
、
軍
国
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ

の
転
換
を
人
々
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
を
軍
国
主
義
の
旗
振

り
役
と
な
っ
た
神
社
を
舞
台
に
描
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
人
に
勧
め

ら
れ
て
芸
術
祭
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
忘
れ
た
頃
に
文
化
庁
か
ら

電
話
が
あ
り『
芸
術
祭
の
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
』
と
言
わ
れ
て

び
っ
く
り
。
旅
公
演
の
誘
い
も
来
て
、
地
方
を
回
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
公
演
の
赤
字
は
ほ
か
の
仕
事
で
埋
め
合
わ
せ
て
い
た
の

で
す
が
、
受
賞
が
数
年
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
50
歳
を
過
ぎ
て
よ
う

や
く
芝
居
で
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

―
―
高
橋
さ
ん
は
国
立
西
洋
美
術
館
の
学
芸
員
に
な
り
ま
す
。

高
橋 

「
文
部
省（
現
文
部
科
学
省
）の
在
外
研
究
員
と
し
て
84
年
の
秋

か
ら
86
年
の
春
ま
で
パ
リ
の
オ
ル
セ
ー
美
術
館
の
開
館
準
備
室
で
働

き
ま
し
た
。
西
洋
美
術
館
に
い
た
26
年
間
で
思
い
出
す
の
は
、
ま
ず
、

『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
展
』（
88
年
）。
オ
ル
セ
ー
美
術
館
と
共
同
企
画
し

た
点
で
画
期
的
で
し
た
。『
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主

義
展
』（
89
年
）は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
作
品
を
フ
ラ
ン

ス
の
地
方
美
術
館
の
収
蔵
庫
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
き
て
、
フ
ラ
ン

ス
で
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、『
バ
ー
ン
ズ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
』（
94
年
）は
１
０
７
万
人
と
い
う
凄
ま
じ
い
数
の
入
場
者

が
あ
り
社
会
現
象
に
な
り
ま
し
た
」

「
日
本
の
美
術
館
は
、
企
画
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
人
が

少
な
い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
長
い
間
、
新
聞
社
や
放
送
局
の
文
化
事

業
部
が
担
っ
て
き
た
。
私
が
三
菱
一
号
館
美
術
館
の
仕
事
を
引
き
受

け
た
の
は
新
聞
社
主
導
型
で
な
い
、
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
よ
り
主
体

的
な
企
画
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
一
号
館
は
皇
居
と
東

京
駅
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
独
立
し
た
建
物
と
し
て
作
ら
れ
て
い
て
、

立
地
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
。
街
を
あ
る
い
て
い
て
、
い
つ
で
も
ふ
ら

り
と
入
れ
る
よ
う
な
、
身
近
な
美
術
館
に
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
学
校
や
若
い
人
に
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

永
井 

「
日
本
で
も
演
劇
教
育
を
広
め
た
い
。『
他
者
に
な
る
』 
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
を
子
ど
も
に
体
験
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
演
劇
の
時

間
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
ら
、
自
分
以
外
の
立
場
に
身

を
置
い
て
み
る
と
い
う
経
験
が
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

高
橋 

「
美
術
も
同
じ
で
す
。
学
校
の
美
術
の
授
業
に
は
、『
観
る
』教

育
、
鑑
賞
教
育
が
一
切
な
い
の
で
、
鑑
賞
の
し
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」

永
井 

「
い
い
演
劇
は
、
固
定
観
念
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
く
れ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
な
ら
、
現
実
社
会
で

の
立
場
や
利
害
を
離
れ
て
、
別
の
角
度
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
気
づ
か
な
か
っ
た
自
分
に
気
づ
い
た
り
、
違
う
価
値
観
に
身

を
ゆ
だ
ね
て
み
た
り
、
そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
を
揺
り
動
か
し
て
リ

セ
ッ
ト
す
る
場
と
し
て
、
も
っ
と
演
劇
を
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
」

高
橋 

「
美
術
史
家
３
人
で
初
老
耽
美
派
と
い
う
も
の
を
最
近
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
正
解
が
な
い
こ
と
、
役
に
立
た
な
い
も
の
が
美
術
。
そ

れ
を
ぼ
ー
っ
と
眺
め
ま
し
ょ
う
と
積
極
的
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
」

（
２
０
１
９
年
７
月
14
日
、「
永
井
潔
ア
ト
リ
エ
館
」
で
。
文
・
相
川

浩
之
、
写
真
・
落
合
惠
子
、
落
合
菜
月
）

高橋明也 （たかはし・あき
や、高校24期＝1972年卒）
美術史家。53年東京生まれ。
東京芸術大学大学院美術研
究科修士課程修了。国立西
洋美術館主任研究官・学芸
課長を経て、2006年、東
京丸の内の三菱一号館美術
館初代館長に就任。著書に
『美術館の舞台裏』、共著に
『初老耽美派　よろめき美
術鑑賞術』。

永井愛（ながい・あい、高
校22期＝1970年卒）劇
作家・演出家。桐朋学園大
学短期大学部演劇専攻科卒。
81年、大石静と「二兎社」
を結成。91年より単独で
主宰。「言葉」「習慣」「ジ
ェンダー」「家族」「町」など、
身辺や意識下に潜む問題を
すくい上げ、現実の生活に
直結したライブ感覚あふれ
る劇作を続けている。
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椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
活
躍
す

る
清
水
慶
太
さ
ん（
高
校
45
期
）。
２
０
１
８
年
に
自
身
の
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
を
立
ち
上
げ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
村
田
晴
信
さ
ん（
高
校
59
期
）。
二
人
は
高
校

時
代
か
ら
そ
の
才
能
を
開
花
、
文
化
祭
な
ど
で
大
活
躍
し
た
。

―
―
清
水
さ
ん
は
高
校
時
代
か
ら
絵
の
才
能
を
発
揮
し
て
い
た
。

清
水 

「
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
と
か
チ
ア
ガ
ー
ル
の
衣
装
と
か
を
作
る

場
面
で
、
よ
く
声
が
か
か
り
ま
し
た
」

―
―
な
ぜ
絵
が
う
ま
い
と
い
う
評
価
が
固
ま
っ
た
の
で
す
か
。

清
水 

「
友
達
と
か
先
生
の
似
顔
絵
を
描
い
て
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。

先
生
の
似
顔
絵
を
描
く
と
ふ
だ
ん
し
ゃ
べ
ら
な
い
友
人
と
も
会
話
が

弾
み
ま
す
。
結
局
、
教
師
全
員
の
似
顔
絵
を
描
き
、『
校
友
』に
載
せ

ま
し
た
」

―
―
高
校
で
は
美
術
を
選
択
？

清
水 

「
美
術
は
好
き
で
毎
日
絵
を
描
い
て
い
た
の
で
、
選
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
音
楽
は
部
活
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
で
い
い
か
と
。
で
、
全
く
や
っ
た
こ
と
の
な
い
書
道
を
選
び
ま

し
た
。
書
道
は
先
生
の
書
い
た
通
り
に
す
ぐ
書
け
る
よ
う
に
な
り
、

余
っ
た
時
間
で
相
撲
の
文
字
と
か
を
書
い
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
」

―
―
将
来
の
道
は
決
ま
っ
て
い
た
？

清
水 

「
親
も
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
て
、
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
職
場
に
た
ま
に
遊
び
に
行
っ
て
、
こ
う
い
う
世
界
は
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
父
親
に
は
、『
や
る
ん
だ
っ
た
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
も
プ
ロ
ダ
ク
ト
も
内
包
す
る
建
築
が
い
い
よ
』
と
言
わ
れ
た
の
で

す
が
、
数
学
が
不
得
意
で
。
実
は
似
顔
絵
を
描
か
れ
た
こ
と
を
ひ
ど

く
お
怒
り
に
な
っ
た
数
学
の
先
生
が
僕
を
職
員
室
に
呼
び
出
し
た
ん

で
す
。
け
ん
か
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
う
数
学
は
や
ら
な

い
と
、
３
年
の
時
は
数
学
を
と
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
的
に
、
そ

れ
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が（
笑
）」

「
一
浪
し
て
東
京
芸
術
大
学
に
入
り
大
学
院
ま
で
行
っ
た
の
で
す
が
、

企
業
勤
め
は
せ
ず
、
ず
っ
と
フ
リ
ー
で
や
っ
て
い
ま
す
」

―
―
村
田
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
出
合
い
は
？

村
田 

「
富
士
高
校
も
、
中
学
校
も
、
制
服
が
な
く
、
お
の
ず
と
何
を

着
て
い
こ
う
か
考
え
る
わ
け
で
す
。
服
を
変
え
る
こ
と
で
か
な
り
気

分
が
変
わ
る
こ
と
を
実
感
し
、
自
然
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
８
歳
上
の
姉
の
影
響
も
受
け
ま
し
た
」

「
部
活
は
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
好
き

な
や
つ
と
い
う
立
ち
位
置
で
し
た
。
周
り
に
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
好

き
な
や
つ
が
い
て
、
３
年
の
文
化
祭
の
時
に
ク
ラ
ス
を
超
え
て
有
志

が
集
ま
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
剣
道
場
の
と

こ
ろ
を
暗
幕
で
覆
っ
て
、
爆
音
を
流
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｊ
を
や
っ
て
く

れ
た
久
保
ガ
エ
タ
ン
は
東
京
芸
術
大
学
に
行
っ
て
先
端
芸
術
表
現
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
い
い
人
材
が
そ
ろ
い
ま
し
た
」

「
モ
デ
ル
は
背
の
高
い
女
の
子
を
探
し
て
き
て
頼
み
ま
し
た
。
女
の

子
の
仲
間
は
、
自
分
で
服
を
作
っ
て
着
て
い
ま
し
た
。
僕
は
自
分
で

も
着
る
し
、
作
っ
て
モ
デ
ル
に
着
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
」

―
―
自
分
で
縫
製
を
し
て
―
―
。

村
田 

「
自
分
で
縫
っ
て
。
家
庭
科
で
は
エ
プ
ロ
ン
づ
く
り
が
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
う
ま
か
っ
た
で
す（
笑
）。
３
年
の
夏
休
み
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
専
門
学
校
に
行
こ
う
と
思
い
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
通
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
こ
で
服
作
り
の
さ
わ
り
を
教
わ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

「
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
作
品
に
」清
水

「
独
立
し
自
分
の
世
界
を
発
信
」村
田

清
水
慶
太
さ
ん（
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
）×
村
田
晴
信
さ
ん（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

清水さんが岐阜県の「飛騨産
業」（担当が富士高出身！）と
開発した椅子に座り対談
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シ
ョ
ー
で
作
っ
て
み
ま
し
た
」

―
―
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
見
て
い
た
ん
で
す
か
。

村
田 
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

デ
ィ
オ
ー
ル
や
ジ
ョ
ン
・
ガ
リ
ア
ー
ノ
の
シ
ョ
ー
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

格
好
良
く
て
。
最
高
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
見
て
い
た
の
で
、

音
楽
の
選
び
方
と
か
も
参
考
に
で
き
ま
し
た
」

清
水 

「
そ
れ
は
３
年
生
だ
か
ら
で
き
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
中
学
か
ら

入
っ
た
ば
か
り
の
１
年
生
じ
ゃ
で
き
な
い
」

村
田 

「
石
の
上
に
も
３
年
で
す
ね
」

―
―
清
水
さ
ん
は
そ
う
い
う
発
表
の
場
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

清
水 

「
裏
方
で
、
こ
ま
ご
ま
作
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
ど
ー
ん
と

発
表
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）」

―
―
村
田
さ
ん
は
、
卒
業
後
は
ど
ち
ら
に
？

村
田 

「
エ
ス
モ
ー
ド
ジ
ャ
ポ
ン
東
京
校
と
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
専

門
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
３
年
の
時
に
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
特
選
を
受
賞
し
、
留
学
資
格
を
得
ま
し
た
。
本
当
は
パ
リ
に

行
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
ミ
ラ
ノ
出
身
の
審
査
員
の
先
生
に
気
に

入
ら
れ
て
、
ミ
ラ
ノ
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
」

―
―
清
水
さ
ん
も
ミ
ラ
ノ
で
活
動
さ
れ
る
の
で
す
よ
ね
。

清
水 

「
フ
リ
ー
に
な
っ
て
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
仕
事

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
み
た
い
と

す
が
、
畳
の
本
来
の
使
い
方
を
知
ら
な
い
の
で
、
ふ
ろ
場
か
ら
出
た

と
こ
ろ
に
畳
が
置
い
て
あ
っ
た
り
す
る
。
畳
の
あ
る
和
室
に
、
ど
ん

と
ベ
ッ
ド
が
置
か
れ
て
い
た
り
す
る
。
も
う
ち
ょ
っ
と
本
当
の
畳
の

使
い
方
を
畳
の
生
地
と
と
も
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
ミ
ラ
ノ
に
い
る
間
に
畳
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
畳
は
お
尻

を
乗
せ
る
し
、
寝
っ
転
が
る
の
で
背
中
も
つ
け
る
。
物
も
乗
せ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
分
解
し
て
西
洋
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
よ

う
に
展
開
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
家
具
の
国
際
見
本
市
ミ
ラ
ノ
サ

ロ
ー
ネ
で
畳
表
を
西
洋
の
家
具
に
落
と
し
込
ん
だ
作
品
を
自
腹
で

作
っ
て
展
示
し
ま
し
た
。
食
い
つ
き
が
よ
く
、
商
品
化
も
決
ま
り
ま

し
た
」

「
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
自
腹
で
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
家
具
を
見

本
市
に
出
品
し
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
は
自
分
の
会
社
で
も
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
殻
を
破
り
た
い
と
い
う
メ
ー
カ
ー
が
声

を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ミ
ラ
ノ
で
修
行
し
て
帰
っ
て
く
る
人
も
多
く
、

イ
タ
リ
ア
人
か
ら
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぼ
う
と
思
い
、
29
歳

の
時
に
ミ
ラ
ノ
に
行
き
ま
し
た
。
正
規
に
雇
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
よ
う
な
形
で
受
け
入

れ
て
く
れ
る
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
が
見
つ
か
り
、
わ
ず
か
な
収
入
を
得

な
が
ら
学
び
始
め
ま
し
た
。
で
も
、
イ
タ
リ
ア
人
か
ら
学
ぶ
と
い
う

よ
り
も
イ
タ
リ
ア
に
い
る
こ
と
で
日
本
人
と
し
て
の
ル
ー
ツ
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
も
自
分
た
ち
の
ま
ね

を
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
は
お
ら
ず
『
日
本
人
な
ら
ば
ど
う
す
る

の
』と
尋
ね
て
く
る
」

村
田 
「
ミ
ラ
ノ
に
い
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
ね
。

日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
ミ
ニ

マ
ル（
必
要
最
小
限
）な
も
の
、
禅
の
精
神
み
た
い
な
も
の
」

清
水 

「
禅
と
い
う
言
葉
も
何
度
も
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
畳
に

人
気
が
あ
っ
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
取
り
入
れ
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で

軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
」

―
―
村
田
さ
ん
は
ミ
ラ
ノ
に
行
き
マ
ラ
ン
ゴ
ー
ニ
学
院
で
マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス
を
修
了
。
そ
れ
か
ら
プ
ロ
を
目
指
す
―
―
。

村
田 

「
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
訪
ね
て
も
、
ど
こ
も
雇
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
頃
、
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る
イ
タ
リ

ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
が
主
催
す
る
若
手
向
け
の
コ
ン
ペ
『
ネ
ク
ス

ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
で
勝
て
ば
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
デ

ビ
ュ
ー
で
き
る
と
聞
い
て
作
品
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
選
ば
れ
て
、

２
０
１
２
年
に
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
ミ

ラ
ノ
に
は
積
極
的
に
新
し
い
才
能
を
見
つ
け
て
支
援
し
て
い
こ
う
と

い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
績
を
ひ
っ
さ
げ
て
ジ
ョ
ン
・

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
自
分
の
目
指
す
テ
イ
ス
ト
と

は
真
逆
の
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
会
社
で
し
た
が
、
基
本
的
な
こ
と
を
学

ぶ
に
は
い
い
企
業
で
し
た
。そ
し
て
３
年
後
、も
と
も
と
行
き
た
か
っ

た
ジ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

レ
ベ
ル
も
高
く
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
高
い
。
そ
こ
に
は
憧
れ

て
い
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
が
あ
り
ま
し
た
」

―
―
ミ
ラ
ノ
で
修
行
さ
れ
た
後
、
独
立
さ
れ
た
。

村
田 

「
自
分
の
世
界
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」

（
２
０
１
９
年
10
月
11
日
、
東
京
・
吉
祥
寺
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ノ

ル
ム
本
社
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・
落
合
惠
子
）

清水慶太 （しみず・けいた、
高校45期＝1993年卒）
デザイナー。東京芸術大学、
女子美術大学の非常勤講師。
74年東京生まれ。幼少を米
国で過ごす。98年東京芸術
大学美術学部デザイン科卒、
00年同大学大学院美術研
究科修士課程修了。03～
06年ミラノを拠点に活動。
19年（株）クリエイティブ
ノルム設立、代表取締役。

村田晴信 （むらた・はるの
ぶ、高校59期＝2007年
卒）エスモードジャポン東
京校卒業後、イタリアに渡
り、マランゴーニ学院マス
ターコース修了。ディナー
ル国際モードフェスティバ
ルでパリ市長賞受賞。12年
秋冬ミラノコレクションで
デビュー。18年にブランド
HARUNOBUMURATA始
動。
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映
画
や
ド
ラ
マ
、
そ
し
て
舞
台
と
、
幅
広
く
活
躍
す
る
俳
優
・
北

村
有
起
哉（
高
校
45
期
）。
時
に
芝
居
で
み
せ
る
冷
酷
狂
気
な
役
柄
と

は
う
ら
は
ら
に
、
普
段
の
彼
は
高
校
時
代
と
変
わ
ら
ず
に
肩
の
力
が

抜
け
き
っ
た
よ
う
に
穏
や
か
。
地
元
・
阿
佐
ヶ
谷
で
の
取
材
当
日
も
、

昔
と
変
わ
ら
ず″
富
士
高
生
の
ア
シ
”
自
転
車
で
や
っ
て
き
た
。

─
─
30
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
。
な
ぜ
、
富
士
高
へ
。

「
姉
二
人
も
都
立
だ
っ
た
の
で
、
自
分
も
と
。
校
舎
が
新
し
く
な
る

と
聞
い
て
、
富
士
高
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
は
も
う
一
校
、

私
立
の
英
語
科
に
も
合
格
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
男
女
比
が

2
：
8
。
普
通
な
ら
両
手
に
花
と
喜
ぶ
は
ず
が
、
な
ぜ
か
そ
の
時
は

『
え
っ
、
男
友
だ
ち
作
れ
る
の
』
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ

も
あ
っ
て
、
第
一
志
望
の
富
士
高
に
入
学
し
ま
し
た
」

─
─
富
士
高
で
の
３
年
間
は
、
ど
ん
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
か
。

「
一
言
で
表
わ
す
と″
野
放
し
”
か
な
。
や
り
過
ぎ
た
時
は
や
ん
わ

り
と
諭
さ
れ
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
は
自
由
。『
あ
れ
し
な
さ
い
、

こ
う
で
な
く
て
は
ダ
メ
だ
』
と
、
何
か
を
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
方
に
し
た
ら
過
保
護
に
す
る
よ
り
も
難

し
く
忍
耐
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
と
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
た

い
ま
、
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。
部
活（
バ
ス
ケ
部
）
と
イ
ベ
ン
ト
に

夢
中
で
取
り
組
み
、
全
力
で
楽
し
ん
だ
３
年
間
で
し
た
」

─
─
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ど
ん
な
風
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
か
。

「
体
育
祭
で
は
、２
年
、３
年
で
応
援
団
に
参
加
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
る
振
付
を
考
え
た
り
、
学
年
カ
ラ
ー
に
髪
を
染
め
た
り
。『
ど
う

し
た
ら
か
っ
こ
よ
く
な
る
か
！
』
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
文
化

祭
は
、
１
年
で
は
全
校
で
１
ク
ラ
ス
だ
け
が
で
き
る
食
堂
を
」

─
─
劇
は
２
年
で
の『
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
』が
最
初
？

「
そ
う
で
す
。
女
子
が
推
す
文
芸
路
線
に
は
興
味
が
な
く
て
、
カ
ン

フ
ー
映
画
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
を
挙
げ
て
男
子
を
ま
と
め
た
ら
、
あ
っ
さ

り
決
定
。
た
だ
、
言
い
出
し
っ
ぺ
だ
っ
た 

の
で
、
脚
本
や
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
、演
出
の
ほ
と
ん
ど
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

「
文
化
祭
で
は
各
部
が
西
高
戦
を
控
え
て
い
て
、
男
子
バ
ス
ケ
部
も

そ
れ
に
向
け
て
猛
練
習
中
だ
っ
た
の
に
、
あ
り
え
な
い
ダ
ブ
ル
ブ
ッ

キ
ン
グ
に
キ
ャ
プ
テ
ン
は
カ
ン
カ
ン
。
当
時
は
西
高
へ
の
対
抗
意
識

が
結
構
強
か
っ
た
か
ら
、
試
合
に
も
出
た
い
。
ぼ
く
が
演
じ
た
師
匠

は
重
要
な
役
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
に
、
試
合
と
重
な
る
公
演
だ
け
む
り

や
り
早
死
に
さ
せ
、
コ
ー
ト
へ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
」

─
─
３
年
の『
仁
義
な
き
戦
い
』も
総
監
督
的
な
立
場
。
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
権
限
が
あ
っ
た
の
に
、
主
役
を
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
時
も
そ
う
だ
け
ど『
そ
こ
は
オ
レ
じ
ゃ
な
い
な
』

と
。
主
役
を
演
じ
る
よ
り
も
自
分
に
し
か
で
き
な
い
場
所
が
あ
る
気

が
し
て
。
そ
れ
は
、
役
者
に
な
っ
た
現
在
も
同
じ
で
す
」

─
─
あ
の
こ
ず
る
さ
は
有
起
哉
く
ん
に
し
か
出
せ
な
か
っ
た（
笑
）。

「
適
材
適
所
か
な
。
持
ち
つ
持
た
れ
つ
し
な
が
ら『
み
ん
な
で
作
る
』、

そ
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
の
は
体
育
祭
や
文
化
祭
を
通
し
て
で
す
」

─
─
同
級
生
と
は
い
ま
も
会
っ
て
い
ま
す
か
。

「
男
女
問
わ
ず
、
同
級
生
だ
け
で
な
く
先
輩
や
後
輩
と
も
。
年
に
何

回
か
は
集
ま
る
し
、
み
ん
な
家
族
を
連
れ
て
舞
台
を
観
に
き
て
く
れ

ま
す
。
ぼ
く
は
ず
っ
と
地
元
と
つ
な
が
っ
て
い
る
お
か
げ
で
い
つ
も

地
に
足
が
つ
い
て
い
る
、
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

北村有起哉（きたむら・ゆ
きや、高校45期＝1993
年卒）74年東京生まれ。
数多くの映画・ドラマ・舞
台に出演するほか、深みの
ある声を生かしたナレーシ
ョンも好評。古典・時代物
の舞台から、主演を務めた
『太陽の蓋』や『新聞記者』な
どの社会派映画作品と、そ
の活躍の場は多岐にわたる。
父は俳優の故・北村和夫。

富
士
高
だ
か
ら
開
花
し
た

ぼ
く
の
役
者
人
生

北
村
有
起
哉
さ
ん

高
校
45
期
・
俳
優

し
ま
す
。
み
ん
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
い
て
い
る
の
で
、
彼
ら

の
話
を
聞
け
る
こ
と
で
も
演
技
の
幅
が
広
が
り
ま
す
」

─
─
富
士
高
で
の
友
人
関
係
は
刺
激
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

「
い
い
意
味
で
ぼ
く
を
感
化
し
、
好
奇
心
を
の
ば
し
て
く
れ
た
の
は

富
士
高
の
友
だ
ち
。
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
み
ん
な
魅
力
的
に
な
っ
て

い
く
の
で
、
会
う
た
び
に
糧
に
な
る
し
、
役
者
と
し
て
人
と
し
て
の

ぼ
く
を
育
ん
で
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
」

「
役
者
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
に
、
い
ま
こ
う
し

て
俳
優
・
北
村
有
起
哉
が
い
る
の
は
富
士
高
で
の
３
年
間
が
あ
っ
た

か
ら
。
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
日
々
充
実
し
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、
15
歳
の
ぼ
く
の
選
択
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
か
な
。

45
に
も
な
れ
ば
み
ん
な
経
験
も
豊
富
。
そ
う
そ
う
褒
め
て
は
く
れ
ま

せ
ん
が
、『
な
に
や
っ
て
ん
だ
よ
』

と
ダ
メ
出
し
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

ぼ
く
自
身
も
一
層
励
ま
な
い
と
。

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
観
て
く
れ
て
い
る

か
ら
、
怠
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ

ね（
笑
）」

（
２
０
１
９
年
7
月
26
日
、
カ

フ
ェ
・
ド
・
ヴ
ァ
リ
エ
テ
で
。
文
・

廣
井
章
子
、
写
真
・
落
合
惠
子
）

北村有起哉さんとインタビューを担当した
同期の廣井章子さん
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人
形
劇
団
の
活
動
を
通
し
て
、
ラ
オ
ス
の
少
数
民
族
・
モ
ン
族
と

出
会
い
、
本
を
読
む
機
会
が
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
図
書
館
を

つ
く
る
活
動
を
始
め
た
安
井
清
子
さ
ん（
高
校
32
期
）。
２
０
１
９
年

５
月
ラ
オ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
帰
国
時
に
お
話
を
聞
い
た
。

─
─
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？

「
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
は
公
用
語
の
ラ
オ
ス
語
の
読
み
物
は
あ
り
ま
す

が
、
数
が
少
な
い
。
特
に
、
絵
本
を
卒
業
し
た
中
高
生
が
楽
し
め
る

よ
う
な
物
語
の
本
や
翻
訳
物
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
」

─
─
そ
こ
で
安
井
さ
ん
は
ラ
オ
ス
に
図
書
館
を
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

「
今
は
ラ
オ
ス
の
３
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
前
の
住
ま
い
の
隣
に
つ

く
っ
た
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
図
書
館
は
、
最
初
は
茅
葺
屋
根
の
簡
単
な

も
の
で
、
本
を
読
む
場
所
と
い
う
よ
り
遊
び
場
で
し
た
。
学
校
に
行

け
な
か
っ
た
り
働
い
て
家
計
を
助
け
た
り
す
る
子
ど
も
が
多
い
の
で
、

本
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。
最
近
、
日
本
の
財
団
か
ら

図
書
館
に
来
る
中
高
生
に
奨
学
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、

昨
年
初
め
て
大
学
レ
ベ
ル
ま
で
行
っ
た
子
が
出
た
ん
で
す
」

─
─
安
井
さ
ん
自
身
は
ど
ん
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
す
か
。

「
中
学
の
時
は
勉
強
を
よ
く
し
た
け
ど
、
高
校
で
は
も
う
好
き
な
こ

と
や
っ
て
い
い
や
と
思
っ
て
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
へ
。
そ
の
頃
ハ
ン

ド
部
女
子
＝
体
育
祭
実
行
委
員
会
と
い
う
感
じ
で
、
体
育
祭
の
仕
事

は
目
の
下
に
ク
マ
が
出
る
ま
で
頑
張
っ
た
。
最
後
の
校
歌
で
は
ボ
ロ

ボ
ロ
涙
が
出
ま
し
た
。
大
学
で
は
ワ
ン
ゲ
ル
部
に
入
っ
て
、
合
宿
で

大
勢
で
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
た
り
、1
週
間
ぐ
ら
い
山
に
登
っ
た
り
」

─
─
学
生
時
代
か
ら
ラ
オ
ス
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

「
全
然（
笑
）。
大
学
卒
業
後
、就
職
し
た
人
形
劇
団「
お
は
な
し
き
ゃ

ら
ば
ん
」
が
、
１
９
８
４
年
、
タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
こ
と

に
な
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
も
ら
っ
た
の
が
最
初
の
き
っ
か

け
で
す
。
人
形
劇
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
子
ど
も
た
ち
の
キ

ラ
キ
ラ
と
し
た
目
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。翌
年
、シ
ャ
ン
テ
ィ

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
に
加
わ
っ
て
、
別
の
キ
ャ
ン
プ
で
子
ど
も
た

ち
の
図
書
館
を
開
く
と
い
う
機
会
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
」

─
─
そ
の
経
緯
は
安
井
さ
ん
の
著
作『
空
の
民
の
子
ど
も
た
ち
』（
社

会
評
論
社
）に
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

「
ラ
オ
ス
は
約
50
の
民
族
が
住
む
多
民
族
国
家
で
、
ラ
オ
ス
語
が
公

用
語
で
す
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
数
多
く
い
る
モ
ン
族
は
モ
ン
語
で
、

し
か
も
文
字
を
持
た
な
い
山
岳
民
族
。
最
初
は
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
を
見
せ
な
が
ら
、『
ダ
ッ
チ
？
（
何
？
）』
と
絵
を
指
し
て

聞
い
て
、
言
葉
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ゴ
ザ
を
敷
い
て

木
陰
図
書
館
を
開
き
、『
お
お
き
な
か
ぶ
』
を
、
モ
ン
語
で『
イ
オ
ペ

（
１
２
３
）』
と
即
興
で
読
ん
で
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち

に
も
通
じ
た
ん
で
す
。
絵
本
は
絵
で
語
る
の
で
、
文
字
を
す
べ
て
訳

さ
な
く
て
も
わ
か
る
ん
で
す
ね
」

─
─
そ
の
後
、
今
度
は
ゲ
オ
バ
ド
ゥ
村
に
図
書
館
を
つ
く
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

著
作『
ラ
オ
ス 

山
の

村
に
図
書
館
が
で
き

た
』（
福
音
館
書
店
）

は
、
そ
の
時
の
お
話

で
す
。

安井清子（やすい・きよこ、
高校32期＝1980年卒）
62年東京生まれ、国際基
督教大学を卒業後、タイの
ラオス難民キャンプで子ど
も図書館活動に従事。現在、
ラオスの首都・ビエンチャ
ン在住。3つの図書館を運
営、少数民族・モン族の民
話の収集・記録などの活動
を続ける。

ラ
オ
ス
の
図
書
館
で

子
ど
も
た
ち
の
世
界
を
広
げ
る

安
井
清
子
さ
ん

高
校
32
期
・
ラ
オ
ス
山
の
子
ど
も
文
庫
基
金
代
表

「
テ
レ
ビ
取
材
で
ラ
オ
ス
に
来
た
武
内
太
郎
さ
ん
と
の
縁
か
ら
で
き

た
図
書
館
で
す
。太
郎
さ
ん
は
そ
の
後
、事
故
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
が
、
太
郎
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
図
書
館
を
つ
く
る
資
金
を

出
し
て
く
だ
さ
っ
て
、『
ラ
オ
ス
山
の
子
ど
も
文
庫
基
金
』
を
設
立
。

今
も
ラ
オ
ス
の
図
書
館
活
動
に
役
立
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

「
活
動
を
続
け
る
う
ち
、
小
さ
い
頃
図
書
館
に
来
て
い
た
子
が
高
校

生
に
な
っ
て
手
伝
い
に
来
た
り
、
仕
事
を
持
て
な
か
っ
た
女
性
が
働

き
に
来
た
り
。
図
書
館
は
つ
く
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
現
地
の
人
た
ち

が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

「
ラ
オ
ス
で
は
本
を
読
む
機
会
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
本
は
自
分

の
心
の
世
界
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
小
さ
い
頃

に
本
や
お
話
に
出
合
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

─
─
富
士
の
後
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

「
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
と
き
、
自
分
で
人
生
を
決
め
ら
れ
な
い

人
が
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
今
の
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
自
分
は
、

や
り
た
い
と
思
っ
た
ら
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
た
め
だ
け

に
動
い
て
は
い
け
な
い
と
。
自
分
と
違
う
立
場
の
人
や
自
分
自
身
の

こ
と
を
知
る
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
た
り
、
行
っ
た

こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
る
の
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

（
２
０
１
９
年
５
月
30
日
、
カ
フ
ェ
・
ド
・
ヴ
ァ
リ
エ
テ
で
。
文
・

綿
谷
朗
子
、
写
真
・
落
合
惠
子
）

毎年5月のラオスフェステ
ィバルでは、モン族の刺繍
製品等を扱うブースを出店
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55
歳
で
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
を
早
期
退
職
。
露
天
商
に
な
り

幟
旗
の
収
集
家
・
研
究
家
に
な
っ
た
北
村
勝
史
さ
ん（
高
校
９
期
）。

内
外
の
美
術
館
で
幟
旗
の
展
示
会
を
開
く
な
ど
、
幟
旗
分
野
の
第
一

人
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
２
０
１
９
年
５
月
、
東
京
三
鷹
市
で「
江

戸
期
の
幟
旗
」（「
伝
統
文
化
と
和
み
の
広
場
」
主
催
）
を
開
催
し
た

10
日
後
に
急
性
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
個
性
的
な
第
二
の

人
生
は
、
貴
重
な
お
手
本
に
な
る
。

―
―
第
二
の
人
生
、
ど
ん
な
準
備
が
必
要
で
す
か
。

「
企
業
勤
め
の
人
が
現
役
を
引
退
す
る
間
際
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
る
の
か
と
考
え
る
の
は
遅
い
と
思
い
ま
す
。
勤
め
て
い
る

会
社
が
生
活
を
支
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
全
力
を
尽
く
す
こ

と
が
第
一
だ
け
れ
ど
も
、
40
歳
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
、
定
年
後
ど
う

生
き
る
か
を
考
え
始
め
た
方
が
い
い
。
忙
し
い
時
期
だ
か
ら
、
定
年

後
は
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
か
、
今
の
仕
事
の
延
長
で
い
い
だ
ろ
う

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
同
時
並
行
的
に
60
歳
以
降
の
人
生
の
路
線
を

明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
行
く
と
い
う
道

が
見
え
た
ら
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
み
ま
し
ょ
う
」

―
―
北
村
さ
ん
は
ど
ん
な
準
備
を
？

「
僕
は
30
代
前
半
に
古
物
商
許
可
証
と
行
商
従
業
者
証
を
と
り
ま
し

た
。
将
来
、露
天
商
を
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、と
っ

て
お
い
て
損
は
な
い
と
聞
い
て
と
っ
て
お
き
ま
し
た
」

「
会
社
人
生
だ
け
で
終
わ
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
。
何
か
趣
味
を
持
と

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
父
親
の
影
響
も
あ
り
、
骨
董
が
好
き

だ
っ
た
。
最
初
は
東
北
の
伝
統
こ
け
し
の
収
集
を
20
代
か
ら
始
め
ま

し
た
。
富
士
高
校
で
付
き
合
っ
て
い
た
女
性
と
別
れ
た
時
に
、
百
貨

店
の
東
北
物
産
展
で
こ
け
し
に
出
合
い
ま
し
た
。
女
の
子
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
す
よ
り
こ
け
し
集
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
お
う
と
思
い
、

30
代
半
ば
ま
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
続
け
ま
し
た
。
様
々
な
年
代
の
仲

間
12
人
と
同
人
誌『
木
の
花
』
を
10
年
に
わ
た
っ
て
発
行
し
ま
し
た
。

で
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
本
当
に
い
い
も
の
を
見
て
し
ま
う
と
そ
れ

以
上
の
も
の
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
そ
う
な
る
と
飽
き
て
く
る
。

そ
れ
で
、
今
度
は
東
北
の
江
戸
期
の
土
人
形
を
集
め
始
め
ま
し
た
。

資
金
が
必
要
に
な
る
の
で
そ
れ
ま
で
の
伝
統
こ
け
し
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
全
部
売
っ
て
、
土
人
形
を
集
め
ま
し
た
」

「
土
人
形
も
10
年
く
ら
い
で
名
品
を
見
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
次
は

ど
う
し
よ
う
と
困
っ
て
い
た
ら
、
日
本
の
染
織
に
は
ま
り
、
40
代
～

50
代
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
う
ち
に
古
い
幟
に
出
合
い
、
収
集
を
始
め
、
こ
れ
が
第
二
の
人
生

の
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
」

北村勝史（きたむら・よし
ちか、高校９期＝1957年
卒）幟旗収集家・研究家。
38年静岡市生まれ。立教
大学経済学部卒。日本アイ・
ビー・エムを55歳で早期
退職。露天商となり、江戸
期の幟旗を収集。ICU博物
館、日本民藝館、松濤美術
館、ワールド美術館（オラ
ンダ）などで展示会を開催。
2019年80歳で逝去。

北
村
勝
史
さ
ん（
故
人
）

高
校
9
期
・
幟
旗
収
集
家
／
研
究
家

―
―
突
然
、
幟
の
収
集
を
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

「
子
育
て
が
終
わ
る
40
代
の
後
半
に
は
人
生
観
を
明
確
に
し
た
い
で

す
ね
。
今
の
仕
事
が
面
白
く
て
そ
の
延
長
で
仕
事
を
し
て
い
く
の
で

も
い
い
し
、
趣
味
で
生
き
る
の
で
も
い
い
。
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
ら

具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
。
僕
は
55
歳
か
ら
幟

旗
の
収
集
を
テ
ー
マ
に
し
た
20
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て『
20
年
以
内
に
都
内
の
有
名
美
術
館
で
の
展
示
』
と
い
う
目

標
も
達
成
し
ま
し
た
」

「
ど
ん
な
道
を
選
ん
で
も
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が『
楽
し
い
』

か
ど
う
か
が
一
番
大
事
。
楽
し
く
な
け
れ
ば
何
を
し
て
も
絶
対
に
う

ま
く
い
か
な
い
。
経
営
計
画
を
ど
う
作
る
か
も
重
要
で
す
。
僕
の
場

合
、
退
職
金
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
す
べ
て
返
し
、
退
職
金
の
９
割
は
年

金
の
形
で
も
ら
い
、
そ
れ
は
女
房
に
渡
し
ま
し
た
。
自
己
資
金
は

１
０
０
万
円
。
新
し
い
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ

が
失
敗
し
て
も
、
家
計
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
、
家
族
を
苦
し
め
な

い
と
い
う
こ
と
は
大
前
提
で
す
。
格
好
を
つ
け
て
都
心
に
店
を
出
し

た
り
、
従
業
員
を
雇
っ
た
り
は
せ
ず
、
自
分
だ
け
で
商
売
を
し
ま
し

た
。
古
美
術
商『
幟
家
』
は
18
年
や
っ
て
、
絵
幟
１
８
０
点
、
文
字

幟
60
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
得
ま
し
た
」

（
２
０
１
７
年
10
月
12
日
、
喫
茶
室
ル
ノ
ア
ー
ル
中
野
北
口
店
で
。

文
／
写
真
・
相
川
浩
之
、
写
真
・
石
黒
裕
子
）

2017年10月に大崎ウエストギャラリーで開いた
「江戸期の文字幟」展で。 40

歳
で
第
二
の
人
生
を
考
え
よ
う

「
楽
し
い
か
ど
う
か
」が
選
択
基
準
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富
士
高
校
は
前
身
の
第
五
高
女
か
ら
中
高
一
貫
ま
で
度
重
な
る
制

度
の
変
遷
を
経
て
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
１
０
０
年
の
間

に
何
が
培
わ
れ
、
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

富
士
高
を
卒
業
し
、
教
師
と
同
窓
会
長
を
務
め
た
谷
畑
充
さ
ん（
高

校
９
期
）
を
男
女
８
人
の
卒
業
生
が
囲
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
富
士
」

を
語
り
合
っ
て
も
ら
い
、
富
士
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
探
っ
た
。

芳
根 

「
本
日
は
各
世
代
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
思
う
富
士
高
校
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
若
手
か
ら
」

野
仲 

「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、『
シ
ン
デ
レ
ラ
階
段
』で
す
。

私
た
ち
の
時
代
に
は
２
階
の
昇
降
口
に
上
が
る
階
段
を
『
シ
ン
デ
レ

ラ
階
段
』
と
呼
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
文
化
祭
の
時
に
、
下
か
ら
見

る
と
一
つ
の
絵
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
一
段
一
段
に
部
分
と
な
る

絵
を
貼
り
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
作
る
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
。学
年
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
り
、夏
休
み
に
学
校
に
行
っ

て
、
ひ
た
す
ら
ベ
ニ
ヤ
板
に
下
書
き
を
し
、
色
を
付
け
て
貼
る
作
業

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
や
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
」

反
中 

「
高
校
53
期
の
田
辺
純
一
さ
ん
と
い
う
１
９
９
９
年
発
行
の
校

友
の
編
集
長
を
さ
れ
て
い
た
方
が
、『
僕
た
ち
の
代
が
始
め
た
の
で

は
な
い
か
』と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

芳
根 
「
廣
井
さ
ん
の
思
い
出
は
」

廣
井 
「
富
士
高
に
入
っ
て
驚
い
た
の
は
、入
学
式
で
生
徒
会
長
に『
上

履
き
が
指
定
に
な
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
』
と
謝
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

受
験
日
に
初
め
て
富
士
高
に
入
っ
た
時
、
あ
ま
り
の
汚
さ
に
『
わ
ざ

と
落
ち
よ
う
か
』
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
入
学
式
の
日
に
ピ
カ

ピ
カ
に
光
る
学
校
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
。
建
て
替
え
ら
れ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
実
は
、
先
輩
た
ち
は
土
足
で
校
舎
に
入
っ
て

い
た
ら
し
く
、
新
校
舎
に
な
っ
て『
お
前
ら
汚
す
な
よ
』と
い
う
こ
と

で
上
履
き
が
指
定
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。『
僕
た
ち
の
至
ら
な
さ
の

せ
い
で
』
と
謝
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
学
ま
で
す
べ
て
指
定
が
当
た
り

前
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
履
き
物
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を
大
事

と
し
て
捉
え
て
い
た
感
覚
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
」

「
上
履
き
は
学
年
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
て
い
て
、
３
年
生
が
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
。
２
年
生
が
え
ん
じ
で
、
私
た
ち
の
ブ
ル
ー
は
一
番
、

ト
イ
レ
の
サ
ン
ダ
ル
っ
ぽ
か
っ
た
で
す
。
１
年
下
は
グ
レ
ー
で
ど
ん

な
服
に
も
合
う
の
で
い
い
ね
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
」

飯
島 

「
体
育
祭
の
時
は
そ
の
色
じ
ゃ
な
い
の
？
」

廣
井 

「
体
育
祭
の
時
は
学
年
カ
ラ
ー
で
、
１
年
生
が
白
で
、
２
年
生

が
青
で
３
年
生
が
赤
。
応
援
団
や
チ
ア
ガ
ー
ル
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
で
の

衣
装
は
そ
の
色
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
し
た
」

芳
根 

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
僕
、
高
校
時
代
、
土
足
で
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
誰
に
も
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
」

「
30
期
の
飯
田
先
輩
か
ら
33
期
の
増
田
く
ん
あ
た
り
ま
で
は
、
反
中

さ
ん
が『
富
士
元
禄
時
代
』
と
呼
ぶ
時
代
を
生
き
て
き
ま
し
た
。
学

校
群
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
、
西
高
と
と
も
に
、
中
学
の
時
は
成

自
由
を
発
展
さ
せ
た〝
富
士
元
禄
世
代
〟

西
高
と
組
ん
だ
学
校
群
制
度
が
転
機
に

谷
畑
充
先
生
と
卒
業
生
８
人
が「
富
士
」を
語
る

谷畑充（たにはた・みつる、
高校９期＝1957年卒）62
年3月東京理科大学理学部
数学科卒。63年4月～86
年3月富士高校教諭（数学
科）。86年4月都立戸山高
校に転出。99年3月定年退
職。2000～11年度若竹会
会長。卓球、山登り、ハイ
キング、ドライブ旅行がか
つての趣味。「今はどれも
できません」。
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績
が
優
秀
だ
っ
た
子
供
た
ち
が
入
っ
て
く
る
32
群
だ
っ
た
の
で
、
先

生
も
自
主
性
を
尊
重
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

増
田 

「
今
、
阿
佐
ヶ
谷
で
喫
茶
店
を
経
営
し
て
い
て
、
富
士
高
の
卒

業
生
が
来
る
と
、
当
時
、
僕
が
高
校
で
や
ら
か
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
話
す
の
で
す
が
、
印
刷
物
に
な
る
と
全
部
伏
字
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で（
笑
）、
富
士
高
の
元
禄
時
代
の
一
端
を
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
僕
は
合
唱
部
、
軽
音
楽
部
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、

文
化
祭
に
向
け
て
練
習
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
学
校

に
行
っ
て
い
る
感
じ
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
が
好
き
で
、
南
風
荘
と
い
う
雀

荘
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
向
か
い
に
お
寿
司
屋
が
あ
っ
て
、
雀
荘
か

ら
出
る
と
、
よ
く
生
物
と
地
学
の
先
生
が
赤
い
顔
を
し
て
出
て
き
ま

し
た
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
高
校
の
仲
間
と
卒
業
以
降
、
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
す
。
認
知
症
防
止
に
も
な
る
と
い
っ
て
み
ん
な
に
勧
め
て
い
て
、

女
性
で
初
め
て
や
る
人
も
多
く
な
っ
た
。
使
う
テ
キ
ス
ト
は
26
期
の

１
年
か
け
て
同
期
全
員
に
連
絡
を
と
ろ
う
と
活
動
を
始
め
、
あ
い
つ

が
元
気
で
見
つ
か
っ
た
と
か
途
中
経
過
の
報
告
だ
け
で
酒
を
飲
ん
で

い
た
。
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
集
ま
り
、
後
夜
祭
の
再
現
を
し
ま
し
た
。

２
５
０
人
く
ら
い
集
ま
り
ま
し
た
。
当
時
斜
に
構
え
て
見
て
い
た
や

つ
は
相
変
わ
ら
ず
見
て
い
る
だ
け
。
で
も
、
そ
れ
で
も
楽
し
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
居
場
所
だ
か
ら
。
こ
の
空
気
に
触
れ
て
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

飯
田 

「
高
校
時
代
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
白
衣
。
お
医
者
さ
ん

の
卵
か
科
学
者
の
助
手
み
た
い
な
感
じ
で
み
ん
な
白
衣
を
着
て
い
た
。

み
な
白
衣
に
名
前
と
か
漫
画
を
描
い
た
り
し
て
自
分
な
り
の
白
衣
に

し
て
い
た
。
そ
れ
と
、
も
の
す
ご
く
汚
か
っ
た
。
ホ
コ
リ
と
土
が
廊

下
に
た
ま
っ
て
い
る
。
と
て
も
自
由
で
生
徒
会
も
誰
一
人
話
を
聞
い

て
い
な
い（
笑
）。
体
育
祭
と
文
化
祭
の
パ
ワ
ー
も
す
ご
か
っ
た
。
文

化
祭
の
後
は
中
野
と
新
宿
は
富
士
高
生
ば
か
り
だ
っ
た
」

先
輩
、
井
出
洋
介
さ
ん
の
著
書
で
す
」

芳
根 

「
イ
ー
マ
ン（
飯
島
）は
、
富
士
高
時
代
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を

大
人
に
な
っ
て
も
や
り
き
っ
て
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
き
た
わ
け
じ
ゃ

な
い
？
ど
の
学
校
に
行
っ
て
も
、
そ
う
な
れ
た
か
な
」

飯
島 

「
中
学
時
代
は
野
球
を
や
っ
て
い
て
、
頭
よ
り
も
運
動
神
経
と

い
う
や
つ
ら
と
ば
か
り
付
き
合
っ
て
い
た
か
ら
、
ま
じ
め
で
頭
の
い

い
や
つ
ば
か
り
の
学
校
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
入
っ
た
ら
、
面
白

く
て
。
１
期
上
に
飯
田
さ
ん
と
い
う『
エ
イ
ト
マ
ン
』の
踊
り
を
し
て

い
る
人
を
み
て
、『
う
わ
ー
、
何
や
っ
て
も
い
い
ん
だ
』と
わ
か
り
、

文
化
祭
と
体
育
祭
だ
け
を
や
っ
て
い
た（
笑
）」

芳
根 
「
僕
は
同
じ
中
学
の
仲
間
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
、
つ
ま
ら
な
い

と
思
っ
て
い
た
ら
、
文
化
祭
を
見
て
富
士
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
と

い
う
井
上
明
彦
君
と
イ
ー
マ
ン
が
い
て
、
楽
し
い
高
校
生
活
に
な
っ

た
。
40
歳
を
過
ぎ
て
富
士
高
を
思
い
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
後
夜
祭
で
出
し
物
を
し
て
い
て
、
僕
は
先
輩
か

ら
指
名
を
受
け
ま
し
た
。
合
宿
は
厳
し
く
て
や
め
よ
う
か
と
思
う
く

ら
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
バ
ス
ケ
の
練
習
の
後
に
出
し
物
の
練
習
が

あ
っ
た
。
で
、
１
年
の
時
に
後
夜
祭
で
エ
イ
ト
マ
ン
を
踊
っ
た
の
が

始
ま
り
。
２
年
で
も
踊
っ
て
、
３
年
で
も
踊
っ
た（
笑
）」

芳
根 

「
飯
田
さ
ん
の
エ
イ
ト
マ
ン
は
グ
ル
ー
ブ
感
が
あ
っ
て
別
格

だ
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
あ
た
り
で
富
士
高
の
女
性
の
話
を
。
西
高
の

人
は
男
女
で
飲
む
と
男
性
の
ほ
う
が
多
く
お
金
を
払
う
け
れ
ど
、
富

士
高
は
男
女
一
緒
の
こ
と
が
多
い
」

谷
畑 

「
富
士
高
の
同
期
会
は
男
女
同
じ
く
ら
い
の
数
が
集
ま
っ
て
高

校
時
代
の
ま
ま
、
打
ち
解
け
て
話
す
の
が
他
校
に
あ
ま
り
な
い
特
長

か
も
し
れ
な
い
。
す
ぐ
名
刺
交
換
し
た
り
も
し
な
い
。
若
い
頃
に
そ

ん
な
対
等
の
付
き
合
い
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
女
性
た
ち
が
い
た
の

で
、
卒
業
後
も
リ
ベ
ラ
ル
な
付
き
合
い
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
」

野仲（半澤）早苗（のなか・
はんざわ・さなえ、高校57
期＝2005年卒）03年文化
祭実行委員（装飾の責任者）。
09年首都大学東京地理環
境コース卒。同年三井不動
産レジデンシャルリースに
入社。趣味は、城めぐりや
ツーリング。中学より吹奏
楽を継続しており一般団体
「吹奏楽団オデッセイ」に所
属。

廣井章子（ひろい・あきこ、
高校45期＝1993年卒）
当時は軟式だった野球部の
マネージャー。明治大学商
学部商学科卒。大学卒業後、
平和を考える月刊誌や教育
情報誌ほかで編集、広告制
作などを行う。現在はフリ
ーランスのライター・編集
者としてカラダによいテー
マを選び、媒体づくりに関
わっている。

飯島章博（いいじま・あき
ひろ、高校31期＝1979
年卒）軟式野球部4番捕手。
高校時代、宴芸団体「みま
す」主催。ペンネーム「堀ノ
内ピーマン」で「ぴあ」の「は
み出しゆーとぴあ」やラジ
オ投稿で有名に。多摩美術
大学グラフィックデザイン
科卒。現在、飯島章博演出
事ム所CMディレクター。

芳根聡（よしね・さとし、
高校31期）ハンドボール部
キャプテン。立教大学社会
学部観光学科卒。87～91
年青山246クラブプロデュ
ーサー、92～08年（株）ス
ーパー・タンク代表取締役。
現在、NPO法人ほっとス
テーションで訪問介護管理
者・介護福祉士として働く。
座右の銘「生きているだけ
でめっけもん♪」
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飯
島 

「
そ
の
た
め
か
な
か
な
か
恋
愛
に
発
展
し
な
い
」

芳
根 

「
そ
の
発
言
、
物
言
い
！　

今
日
は
偶
然
、
谷
畑
先
生
、
飯
田

さ
ん
、
イ
ー
マ
ン
、
増
田
さ
ん
、
み
な
富
士
高
生
が
奥
さ
ん
で
す
」

谷
畑 

「
地
歴
部
の
３
年
と
１
年
の
関
係
で
、
僕
は
子
弟
結
婚
で
は
な

い
。
恋
愛
結
婚
で
す（
笑
）」

落
合 

「
私
は
27
期
で
、
男
女
の
数
が
ち
ょ
う
ど
同
じ
に
な
っ
た
期
で

す
。
男
女
が
自
然
に
入
り
混
じ
る
感
じ
で
、
仲
が
良
か
っ
た
。（
国

語
の
）小
泉
千
枝
先
生
や（
美
術
の
）佐
藤
美
智
子
先
生
は
キ
ャ
リ
ア

を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
身
近
な
女
性
と
し
て
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
今
も
付
き
合
っ
て
い
る
高
校
時
代
か
ら
の
友
達
は
自
分

に
一
番
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
家
庭
や
子
供
の
話
よ
り

も
、
自
分
が
何
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
か
を
話
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

同
じ
中
学
か
ら
来
た
男
子
生
徒
も
、
富
士
で
は
急
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

に
な
っ
た
り
。
私
に
と
っ
て
は
心
地
よ
い
場
所
で
し
た
」

飯
島 

「
女
性
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
を
認
め
て
い
た
。
だ

か
ら
い
じ
め
な
ど
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
」

落
合 

「
文
化
祭
の
時
に
お
な
か
を
壊
し
て
休
ん
で
い
た
り
し
て
学
校

に
出
る
と
、『
は
い
、
あ
な
た
は
こ
れ
よ
』と
ち
ゃ
ん
と
役
割
を
残
し

て
お
い
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
の
人
間
の
好
き
な
こ
と
、
得
意
分
野

が
わ
か
っ
て
い
る
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」

飯
島 

「
同
期
会
も
楽
。
方
向
だ
け
決
め
る
と
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん

ど
ん
役
割
分
担
し
て
や
っ
て
く
れ
る
」

反
中 

「
学
校
群
と
い
う
の
は
私
た
ち
の
１
期
上
の
22
期
の
人
た
ち
が

中
学
生
だ
っ
た
夏
に
唐
突
に
決
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
十
分
に
対
応
で

き
な
い
ま
ま
受
験
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
一
番
、
皆
が
納
得
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
合
格
し
て
も
希
望
の
高
校
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
。

そ
の
も
や
も
や
感
は
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
学
園

紛
争
も
燃
え
盛
っ
て
お
り
、
22
期
の
人
た
ち
は
富
士
高
の
歴
史
の
中

で
も
特
異
な
体
験
を
さ
れ
た
方
々
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業
を
つ
ぶ
し

て
討
論
会
を
し
た
り
。
学
校
は「
当
局
」で
、
対
決
す
べ
き
相
手
だ
っ

た
。
制
服
の（
義
務
化
の
）廃
止
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
自
由
へ
の
動
き

が
活
発
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
受
け
継
い
で
一
部
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
自
由
な
富
士
高
が
花
開
い
た
の
が
30
期
以
降
の
世
代
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
」

芳
根 

「
僕
た
ち
は
三
無
主
義
の
世
代
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
三
無
主
義

だ
け
ど
自
由
だ
け
は
あ
っ
た
」

反
中 

「
今
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
学
校
群
制
度
も
あ
の

ま
ま
続
け
ば
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
と
思
い
ま
す
ね
」

谷
畑 

「
学
校
群
は
当
初
旧
制
中
学
の
１
位
、
２
位
、
旧
制
女
学
校
の

１
位
、
２
位
が
組
む
よ
う
な
案
だ
っ
た
。
そ
の
案
に
対
し
て
教
員
も

動
き
ま
し
た
。『
こ
れ
か
ら
は
男
女
共
学
の
流
れ
な
の
に
お
か
し
い
』

と
い
う
意
見
と『
富
士
高
校
は
優
秀
な
女
性
だ
け
で
い
い
』と
い
う
意

見
に
分
か
れ
ま
し
た
。
で
も
、
男
女
共
学
の
流
れ
と
い
う
正
論
が
通

り
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
西
―
豊
多
摩
の
組
み
合
わ
せ
が
西
―

富
士
に
変
わ
っ
て
い
た
。
学
校
の
制
度
に
関
わ
る
最
初
に
出
た
行
政

の
案
が
修
正
さ
れ
る
と
い
う
の
は
最
初
で
最
後
で
し
た
」

飯
島 

「
そ
う
い
う
時
代
に
俺
が
い
て
も
何
も
で
き
な
か
っ
た（
笑
）」

谷
畑 

「
教
員
の
立
場
で
戦
後
民
主
主
義
を
一
つ
ひ
と
つ
作
っ
て
い
く

こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
」

芳
根 

「
去
年
の
文
化
祭
で
女
の
子
の
バ
ン
ド
が
ア
ン
コ
ー
ル
を
求
め

ら
れ
、
も
う
曲
が
な
く
て
ア
カ
ペ
ラ
で
富
士
高
の
校
歌
を
歌
っ
た
。

ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。激
動
の
時
代
も
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
先
輩
の
背
中
を
見
て
、
脈
々
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
が
富
士
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
ま
し
た
」

（
２
０
１
９
年
７
月
22
日
、
あ
づ
ま
で
。
文
・
相
川
浩
之
、
写
真
・

落
合
菜
月
）

増田佳彦 （ますだ・よしひ
こ、高校33期＝1981年
卒）大学時代、映像制作会
社でアルバイト。仕事に魅
力を感じ、大学を中退して
入社。以来一貫して映像の
仕事に携わる。2001年映
画「みすゞ」プロデューサー。
10年から2年間、コーヒー
について学び、12年阿佐ヶ
谷に「カフェ・ド・ヴァリ
エテ」を開店。

落合（塚本）惠子 （おちあ
い・つかもと・けいこ、高
校27期＝1975年卒）学
習院大学哲学科(美術史専
攻)卒。住宅メーカー、大学
研究室、室礼教室、出版社、
百貨店（着物販売）などで勤
務後、現在は認知症の母を
在宅介護（10年目）。若い
方々に茶道・いけばな・し
つらいを教える活動を続け
ていきたいと思っています。

反中（梅田）章子 （たんな
か・うめだ・あきこ、高校
23期＝1971年卒）高校時
代は新聞部。学習院大学卒。
専業主婦を経てマニュアル
制作会社で定年まで勤める。
「都立高校の学校群制度と
は何だったのか」を終生の
テーマにしたいと思ってい
ます。50年間もやもやし
ている人、つながりましょ
う。

飯田俊成 （いいだ・としな
り、高校30期＝1978年
卒）高校時代はバスケット
ボール部芸能部担当。青山
学院大学経済学部在籍時に
青山シナリオセンターのプ
ロデューサー講座に通う。
卒業後、日本映像設計で映
像制作を学び、フリーの映
像プロデューサーに。現在
は共同テレビジョン第３制
作部に在籍。
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10
年
前
に
中
高
一
貫
校
に
な
っ
た
富
士
。
６
年
間
、
富
士
で
育
っ

た
若
者
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の「
富
士
高
生
」
と
は
違
う
意
識
や
感

性
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
第
五
高
女
か
ら
続
く
富
士
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
、
彼
ら
に
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

高
校
26
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
安
倍
宏
行
さ
ん
が
、
２
０
１
９
年

３
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
高
校
71
期
生
４
人
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
り
合
っ
た
。

―
―
71
期
生
が
中
学
２
年
生
の
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
第
一
歩
と
な
る「
進
路
探
究
」の
授
業
の
講
師
を
務
め
て

く
れ
た
の
が
安
倍
宏
行
さ
ん
で
す
。「
働
く
意
義
」「
職
業
を
通
し
た

社
会
と
の
繫
が
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
自
ら
の
仕
事
へ
の
取
り
組

み
や
国
際
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
安
倍
さ
ん
の
話
を
聴
い
た
生
徒
た
ち
の
質
問

が
途
切
れ
な
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

安
倍
「
授
業
を
し
た
と
き
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
57
歳
で
や
め
て
会
社
を

作
っ
た
頃
で
し
た
。
大
学
を
出
て
、
同
じ
会
社
に
ず
っ
と
勤
め
て
い

る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
日
産
自
動
車
か
ら
フ
ジ

テ
レ
ビ
に
行
っ
て
、
会
社
を
立
ち
上
げ
た
話
を
聞
い
て
『
好
き
な
よ

う
に
生
き
て
い
い
ん
だ
』
と
思
っ
た
ら
し
い
。
そ
ん
な
話
を
し
た
の

だ
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
、
大
学
に
入
っ
て
、
思
い
通
り
に
過
ご
し
て
い

ま
す
か
。
大
学
は
面
白
い
で
す
か
」

（
全
員
う
な
ず
く
）

安
倍 

「
思
っ
て
い
た
こ
と
と
違
う
こ
と
は
な
い
？
」

油
井 

「
彼
氏
が
で
き
な
い
こ
と（
笑
）」

岡
野 

「
先
輩
も
い
い
人
で
友
人
も
た
く
さ
ん
で
き
て
楽
し
い
け
れ
ど
、

ま
だ
充
実
感
が
な
い
。
意
義
の
あ
る
こ
と
を
何
も
し
て
い
な
い
の
で
、

何
か
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

飯
島 
「
地
球
科
学
の
勉
強
が
楽
し
い
で
す
」

井
上 

「
高
校
の
時
に
１
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
海
外
に
行
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
い
つ
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
国
際
基
督
教
大
学
）

安倍宏行 （あべ・ひろゆき、
高校26期＝1974年卒）
「株式会社安倍宏行」代表取
締役、Japan In-depth編集
長。55年東京生まれ。慶應
義塾大学経済学部卒。日産
自動車などを経て、92年に
フジテレビ入社。2002年、
『ニュースJAPAN』キャスタ
ーとなり、滝川クリステル
氏とのコンビが視聴者の注
目を浴びる。

に
入
り
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
海
外
の
大
学
院
に
行
っ
て
経
営
学
を

学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
事
と
か
人
材
育
成
の
分
野
で
仕
事

が
し
た
く
て
」

安
倍
「
大
学
に
行
く
と
、
受
け
た
い
授
業
は
自
分
で
選
ぶ
し
、
あ
と

は
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
が
あ
る
。
自
分
で
組
み
立
て
ら
れ
る
部
分
が
多

い
の
で
、
学
校
以
外
で
活
動
も
で
き
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

か
ら
迷
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
ね
。
自
分
の
大
学
生
活
４
年
間
を

ど
う
充
実
さ
せ
る
か
は
大
事
な
テ
ー
マ
だ
と
思
う
。
中
高
で
は
そ
ん

な
こ
と
は
教
え
て
く
れ
な
い
。
大
学
生
は
す
べ
て
自
分
で
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
飯
島
さ
ん
は
具
体
的
な
目
標
は
あ
る
？
」

飯
島
「
気
象
に
興
味
が
あ
る
の
で
気
象
予
報
士
の
資
格
を
と
り
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

安
倍 

「
井
上
さ
ん
は
大
学
の
授
業
以
外
で
何
か
や
っ
て
い
る
？
」

井
上
「
学
生
団
体
に
よ
る
世
界
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ

「
高
校
に
な
る
と
急
に
大
人
扱
い
に
」

「
互
い
の
個
性
を
認
め
合
う
校
風
」

安
倍
宏
行
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）×
高
校
71
期
生
の
皆
さ
ん
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り
、
そ
の
運
営
に
関
わ

り
た
い
」

安
倍 

「
焦
る
気
持
ち
が

あ
る
人
も
い
る
よ
う
だ

け
れ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン

で
も
バ
イ
ト
で
も
、
や

れ
る
こ
と
か
ら
や
れ
ば

い
い
と
思
う
。
旅
行
も
い
い
」

岡
野 

「
留
学
に
行
く
こ
と
も
考
え
た
の
で
す
が
、
先
輩
が
は
っ
き
り

し
た
目
標
も
な
く
行
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
の
で
、
留
学
に
行
く
目

的
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
ら
、
わ
か
ら
な
く
て
動
け
な
い

で
い
ま
し
た（
笑
）」

安
倍 

「
中
高
一
貫
教
育
は
ど
う
で
し
た
？
」

油
井 

「
真
面
目
な
人
は
中
高
一
貫
の
方
が
み
っ
ち
り
勉
強
で
き
る
と

い
う
ん
で
す
が
、
高
校
受
験
が
あ
っ
た
方
が
な
か
だ
る
み
が
な
く
て

い
い
と
感
じ
る
人
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

岡
野 

「
６
年
間
一
緒
に
い
た
友
人
と
の
絆
は
深
い
と
思
う
。
６
年
間

一
緒
だ
っ
た
先
生
も
い
て
、
何
で
も
話
せ
た
」

飯
島 

「
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
い
い
学
校
だ
な
と
思
い
ま
し
た（
笑
）。
受
験

が
あ
る
と
、
あ
ま
り
人
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
な
れ
ず
に
終
わ
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
友
人
と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
」

は
技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
、
練
習
の
メ
ニ
ュ
ー
は
自
分
た
ち
で

作
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
」

井
上 

「
中
学
校
は
縛
ら
な
く
て
い
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
校
則
で

縛
っ
て
い
た
気
が
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
機
会

が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
高
校
に
な
る
と
い

き
な
り
規
則
が
緩
く
な
っ
て
、
今
ま
で
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た（
笑
）」

安
倍 

「
高
校
に
な
っ
て『
富
士
ら
し
さ
』を
ど
ん
な
場
面
で
感
じ
ま
し

た
？
」

油
井 

「
富
士
高
校
は
個
性
的
な
人
が
多
か
っ
た
。
ほ
か
の
学
校
だ
っ

た
ら
溶
け
込
め
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
人
も
い
じ
め
に

あ
っ
た
り
し
な
か
っ
た
。
皆
が
互
い
の
個
性
を
認
め
合
う
と
こ
ろ
が

富
士
高
生
ら
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

岡
野 

「
富
士
高
校
の
時
は
受
験
が
あ
っ
た
う
え
に
体
育
祭
、
文
化
祭

が
あ
っ
て
忙
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
や
っ
て
良

か
っ
た
と
思
う
し
、
い

い
思
い
出
に
な
っ
て
い

る
。
自
分
た
ち
で
作
り

上
げ
る
充
実
感
が
あ
り

ま
し
た
」

井
上 

「
中
学
３
年
間
で

知
ら
な
か
っ
た
人
と
も

高
校
で
友
人
に
な
れ
ま

し
た
。
高
校
の
受
験
が

な
か
っ
た
の
で
、
大
学

に
入
っ
た
ら
何
を
し
た

い
か
を
、
中
学
の
時
か

ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
高
校
１
年
の
時
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
に
行
け

た
の
も
、
中
学
の
時
か
ら
計
画
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京

都
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
た
の
で
、
学
年
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

安
倍 

「
富
士
は『
自
由
』だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は

自
由
で
し
た
か
」

油
井 

「
自
由
な
校
風
と
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
中
学
校
の
時
は
生
徒

指
導
が
厳
し
か
っ
た
。
で
も
、
高
校
に
な
る
と
自
由
に
生
徒
に
任
せ

て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
先
生
に
意
見
を
言
っ
た
ら
、
と
こ

と
ん
付
き
合
っ
て
く
れ
、
納
得
す
る
ま
で
か
み
砕
い
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
自
由
に
意
見
が
言
え
る
環
境
で
し
た
」

岡
野 
「
服
装
や
髪
形
、
髪
の
色
な
ど
に
つ
い
て
は
厳
し
か
っ
た
」

飯
島 

「
中
学
の
時
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
、
コ
ー
チ
や
先
生
が
指
導
し
て

く
れ
た
の
で
す
が
、
高
校
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
る
と
、
コ
ー
チ

安
倍 

「
女
子
が
と
て
も
元
気
と
い
う
の
も
富
士
の
伝
統
」

飯
島 

「
合
唱
祭
で
も
文
化
祭
で
も
男
子
は
サ
ボ
っ
て
い
る
人
が
多
く

て
女
子
が
主
体
に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
感
じ
は
あ
り
ま
し
た
ね
」

安
倍 

「
富
士
高
校
の
創
立
１
０
０
周
年
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ
ま

す
？
」

井
上 

「
母
が
富
士
高
校
卒
で
、
中
高
一
貫
に
な
っ
て
も
昔
の
富
士
高

生
が
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
な
自
由
さ
が
残
る
と
い
い
な
と
言
っ
て
い

ま
し
た
」

油
井 

「
女
子
高
が
共
学
に
変
わ
っ
た
り
、
中
高
一
貫
に
変
わ
っ
た
り

し
な
が
ら
１
０
０
年
続
い
て
、
１
０
０
年
分
の
富
士
高
生
が
い
る
わ

け
で
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
は
わ
か

ら
な
い
け
れ
ど
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
」

岡
野 

「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
仲
良
く
し
て
い
く
の
は
富
士
の
友
達
だ

ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が
１
つ
に
な
れ
る
場
と
し
て
富

士
高
が
こ
れ
か
ら
も
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

と
わ
に
栄
え
あ
れ
」

（
２
０
１
９
年
９
月
７

日
、富
士
高
校
で
。
文
・

相
川
浩
之
、
写
真
・
落

合
惠
子
）

飯島圭吾 （いいじま・けいご）
日本大学文理学部で地球科学
などを学ぶ。高校ではバドミ
ントン部の主将を務める。

油井彩姫 （ゆい・あやめ）立
教大学コミュニティ福祉学部。
高校時代は文化祭執行部長を
務めた。メディア志望。

井上海南子（いのうえ・みな
こ）ICU教養学部。高校時代
の思い出は陸上部での活動と
高校1年の時の米国留学。

岡野永遠 （おかの・とわ）法
政大学現代福祉学部。高校時
代の最高の思い出は、皆で作
り上げた文化祭。
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創立100周年
記念号

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る
前

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
対
談
、
座
談
会
を
終
え
ら

れ
、
ほ
ぼ
思
い
通
り
に
記
念
誌
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
皆
さ
ん
、
快
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
対
談
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
第
五
高
女

の
大
先
輩
か
ら
中
高
一
貫
校
の
後
輩
た
ち
ま
で

幅
広
い
世
代
の
声
を
拾
う
こ
と
が
で
き
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
部
で
、
よ
く
ぞ
１
０
０
ペ
ー

ジ
も
作
れ
た
な
あ
と
、
ち
ょ
っ
と
感
動
。

●
「
創
立
１
０
０
周
年　

富
士
Ｄ
Ｎ
Ａ
～
出
会

い
、
つ
な
が
り
、
未
来
へ
」
が
創
立
１
０
０
周

年
の
テ
ー
マ
（
ご
存
知
で
し
た
か
？
）。
こ
の

テ
ー
マ
で
記
念
誌
を
作
っ
た
。
あ
え
て
「
卒
業

後
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
で
、
富
士
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
実
社
会
で
ど
ん
な
形
で
花
開
い
て
い
っ

た
の
か
を
追
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
対
談
、

「
校
友
の
１
０
０
年
」な
ど
を
読
み
、
富
士
高
と

は
？
富
士
高
生
と
は
？
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。（
相
川
）

●
こ
の
記
念
誌
の
発
行
に
向
け
て
ご
協
力
下
さ

間
に
か
副
編
集
長
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分

の
企
画
し
た
対
談
が
自
分
の
店
で
実
現
し
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。（
増
田
）

●
若
竹
会
の
記
念
誌
は
楽
し
い
も
の
に
し
た
い

と
い
う
の
が
３
年
前
の
出
発
点
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
断
片
的
な
記
事
づ
く

り
に
追
わ
れ
、
完
成
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
編
集
長

に
お
任
せ
の
日
々
だ
っ
た
。「
お
祝
い
な
ん

だ
！
」
と
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
走
り
続
け
た
氏

の
力
量
に
敬
服
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
座
談
会

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
事
で
は
、
誰
も
マ
ス
ク

な
ん
か
し
て
い
な
い
。「
コ
ロ
ナ
前
」の
空
気
が

つ
く
づ
く
な
つ
か
し
い
。（
反
中
）

●
今
回
、
写
真
撮
影
担
当
と
し
て
お
会
い
し
た

多
く
の
卒
業
生
の
方
々
は
、
ど
な
た
も
目
を
キ

ラ
キ
ラ
と
さ
せ
て
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
当

時
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
話
に

引
き
込
ま
れ
て
、
つ
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
失
敗
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
空
を
越
え
た
様
々
な「
旅
時
間
」

が
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
い

ま
す
。
沢
山
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
落
合
）

●
若
竹
会
の
行
事
で
、
中
高
一
貫
校
生
が
探
究

未
来
学
に
取
り
組
む
姿
に
出
会
い
、
１
０
０
周

年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
富
士
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
探

す
と
い
う
テ
ー
マ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
第
五
高

女
記
念
碑
披
露
の
式
典
で
は
、
創
設
者
峯
島
家

の
ご
高
声
を
賜
り
、
第
五
の
先
輩
は
「
え
ん
じ

色
の
石
碑
は
制
服
の
色
ね
」と
微
笑
み
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
で
の
「
毎
日
君
た
ち
の
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
牧
師
に
転
身
し
た
恩
師
の

言
葉
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。（
榊
原
）

い
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
記

念
誌
を
作
成
し
て
い
て
、
府
立
第
五
高
女
か
ら

現
在
の
中
高
一
貫
校
へ
と
変
遷
す
る
中
に
流
れ

る
『
自
由
な
校
風
の
も
と
、
お
互
い
の
才
能
を

認
め
合
い
な
が
ら
自
分
自
身
を
高
め
て
い
く
』

と
い
う
富
士
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
感
じ
ま
し
た
。
お
読
み

に
な
る
方
々
が
改
め
て
母
校
に
想
い
を
は
せ
る

記
念
誌
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
飯
田
）

●
富
士
１
０
０
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
）
コ
ロ
ナ

禍
の
折
、
み
ん
な
で
お
祝
い
で
き
な
い
こ
と
は

残
念
で
す
が
、
こ
の
記
念
誌
を
肴
に
、（
で
き

れ
ば
早
い
機
会
に
） 

先
輩
も
、
後
輩
も
、（
20

歳
に
な
っ
た
ら
）
現
役
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
宴
を
持
て
た
ら
い
い
な
。
辛
く
て
も
、

富
士
の
仲
間
に
会
え
ば
、
大
丈
夫
！
相
川
編
集

長
の
渾
身
の
力
に
感
謝
し
ま
す
。（
芳
根
）

●
高
校
の
同
級
生
の
妻
と
ふ
た
り
で
喫
茶
店
を

や
り
は
じ
め
た
ら
、
お
の
ず
と
同
窓
生
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
若
竹
会
の
方
々
も
お
見
え

に
な
り
、
本
誌
の
こ
と
が
話
題
に
。
何
か
面
白

い
企
画
は
な
い
か
と
聞
か
れ
る
ま
ま
に
、
ジ
ャ

ス
ト
ア
イ
デ
ィ
ア
を
述
べ
て
い
た
ら
、
い
つ
の

編
集
後
記

横尾英子（よこお・えいこ、高校
31期＝1979年卒）日本画家。
1960年東京生まれ。83年東京
芸術大学美術学部絵画科日本画専
攻卒、同大学美術学部大学院入学
（平山郁夫教室）。院展初入選。
85年同大学美術学部大学院卒業。
昭和天皇実録（東京書籍）の帯の原
画を描く。個展、グループ展多数。

新宿御苑に咲く山桜を和紙と岩絵
の具（通称日本画の絵の具）を使っ
て制作しました。本作品は『昭和
天皇実録』（東京書籍）5,6,7巻の
帯絵の原画です。

＜表紙の絵について＞ 横尾英子「山桜」変形10号　東京書籍蔵

須知正度（高校18期、若竹会前会長）／上瀧　守（高校22期、若
竹会副会長）／田端洋子（高校22期、若竹会会計監査）／反中（梅
田）章子（高校23期）／増山秀人（高校23期）／安倍宏行（高校26
期）／小久保隆（高校26期）／河野（関）薫（高校26期）／落合（塚
本）惠子（高校27期、若竹会副会長）／榊原（佐藤）和加子（高校27
期、若竹会会計）／鈴木（下川）真理（高校27期）／飯島章博（高校
31期）／荒谷（神津）伸子（高校31期）／石黒（横山）裕子（高校31
期）／吉田裕之（高校32期）／増田（日笠）由利（高校33期）／國分
（綿谷）朗子（高校38期）／高木（福間）恵（高校38期）／伊東（宮本）
麻紀（高校42期）／廣井章子（高校45期）／笹口舞己（高校46期）／
落合菜月（高校57期）／野仲（半澤）早苗（高校57期）／森田裕之介
（高校61期）／木勢翔太（高校63期）

■編集部＜企画、取材、執筆、撮影、進行など＞

＜学校関係＞
野村公郎（富士高等学校・附属中学校統括校長）
上野勝敏（前富士高等学校・附属中学校統括校長）
降屋　翔（富士高等学校附属中学校教諭）／小野澤信一（富士高
等学校附属中学校教諭）／岩越　司（高校29期）／橋場友彦（高校
38期）／堀　孝浩（高校46期）／鈴木（斎藤）葉月（高校56期）
＜卒業生＞
仙葉（加藤）美智子（本科19期）／染谷（庄司）静枝（本科19期）／井
出（巻島）俊子（本科25期）／猪狩（中山）恭子（本科26期）／竹内
（酒井）保子（高校２期）／愛甲勝久（高校13期）／中村（金子）昌代
（高校13期）／小森（大宮）杜喜子（高校18期）／熊崎崇洋（高校27
期）／岩越（冨士）はるみ（高校29期）／磯崎哲也（高校32期）／井
上（松本）佐保子（高校42期）／若林朋子（高校42期）／久世　智
（高校44期）／丹保めぐみ（高校45期）／田辺純一（高校53期）／臼
井　楽（高校68期）／芝山琴里（高校68期）／津吹さくら（高校68
期）／粟飯原彰子（高校68期）／田村祐介（高校69期）／深澤ゆか
り（高校69期）／高木彩衣（高校69期）／小寺佳乃（高校69期）／田
中綾乃（高校69期）／吉井洸貴（高校69期）／岩田歩奈（高校70期）
／岡奈津恵（高校70期）／鈴木勇太（高校70期）／野田裕果（高校
70期）／平川己夢（高校70期）／金子和樹（高校70期）

■制作にご協力いただいた皆様＝敬称略

■インタビュー／対談／座談会の場所を 
提供してくれた富士高卒業生が経営する店

●えん酌　柏倉永治（高校31期）
　（東京都杉並区荻窪5-10-22 美好屋ビル 2F、050-5597-1184）

●カフェ・ド・ヴァリエテ　増田佳彦、増田由利夫妻（高校33期）
　（東京都杉並区阿佐谷北1-42-14、03-5932-0147）

●あづま　安田豊稔、宇津橋道子（高校32期）
　（東京都杉並区西荻北3-18-2 メインステージ西荻窪駅前2F、
　03-5310-3822）

■デザイン
ハーブ・スタジオ　布施信二、岩中伸二　
　（東京都新宿区天神町68滝沢68ビル7F、03-3235-6737）
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伝え、受け継ぐ

1 高校68期・臼
井楽さん提供の写
真、合唱祭（2016
年） 2同、女装喫
茶（2016年富士
祭） 3同、ロック
バンドの演奏（20 
16年富士祭）

4中高一貫教育校となり、高校２年の修学
旅行はマレーシアへ（2013年） 

5 2019年３月、シリコンバレー研修最終日 6シリコ
ンバレー研修でのアイデアピッチ風景。「世界をより
良くするために」がテーマ 7卒業式後（高校70期）

1

2

3

4

5

67

富士のDNAを

12中高一貫校を知るために若
竹会が始めた「富士祭ツアー」。
茶道部のもてなしを受ける13

薙刀部の演技も見学

14富士祭で「若竹会の部
屋」開設15創立100周年
をみんなで考えるワーク
ショップ 162015年に100
周年事業検討委員会設置
17新宿・歌舞伎町に第五
高女の記念碑を建立

8幟旗収集家・北村勝史さんの講演
会 9講演後、高橋明也さんが美術の
佐藤美智子先生に花束10講演会後の
懇親会で同窓生の結婚を祝う11医師
の山本雅一さんが中学２年生に授業 

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17



2021年から、高校での生徒募集が停止
され、富士は全面的に「中高一貫校」となる。
101年目からの富士について、東京都立富
士高等学校・附属中学校統括校長の野村公
郎さんに聞いた。
――中高一貫教育校としてスタートして10
年。どんな成果がありましたか。
「６年間で生徒の成長を見守り支援できる
ことが大きなメリットです。生徒は、自己
の将来を見据えながら、学業や委員会活動、
学校行事、部活動、そして学校外のことに
じっくりと取り組み、多くのことに挑戦で
きます」
――2021年からは富士は全面的に「中高
一貫校」としてスタートします。
「高校からの入学者がいないので、教育課
程の弾力化が認められ、効率よく、発展的
に学習計画を進めていくことができます」
――「高校でやり直しがきかないのでは」
と危惧する卒業生もいます。
「併設型の中高一貫校ですから、中学校で
の卒業式、高校の入学式があり、心機一転、
変わる生徒もいます。高校になると教科・
科目も増え、新たな先生に教わることもあ
り、環境が変わります。部活動の種類が変
わりますし、自転車通学の許可など、自由
度が増します」
「評価は、客観的な指標で行われ、教員の
恣意的部分は極力排除されます。やり直し
は、いつでもどこでもできます」
――生徒によく話されていることは。

「二兎も三兎も追
えと言っています。
追う過程にチャン
スがあり、そのチ
ャンスをものにす
るしないに関わら
ず、自分をチェン
ジできる。「challenge・chance・change 

my mind」です。周りを巻き込み成し遂
げろと言っています。富士には、世界に
challenge、失敗してもgood tryという言
葉があります」
――中学のころは与えられる課題が多く、
校則も厳しいと聞きます。
「確かに中学生は、管理されていることが
多いと思いますが、それだけ守られている
ということです。高校生になれば、自由度
が増すように見えて、実のところ本当の厳
しさがあるのだと思います」
「生徒は主体的に取り組み、精神的・経済
的・社会的に自立（自律）していく資質・
能力を身に付け、真の自由を獲得してほし
い。生徒には、『自主自律である限り自由で
ある』と言っています」
――101年目からの舵取りは？
「富士２世紀。富士にとって良いことは、
枠にとらわれずなんでも取り入れたいと考
えています。若竹会の皆様も生徒の成長に
関わっていただけないでしょうか。例えば
土曜講座等で、若竹の先輩方に、生徒に色々
と話してもらいたいです」

101年目からの富士～野村公郎統括校長に聞く
若
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